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「……秋ねー……」

　──ぽてっ。

　ぽつり、とつぶやいたエリのことばに、となりに腰かけた三村盟子は、手にしたサンドイッチを、テーブルの上に取り落していた。

「……エリ……あんた、なんか悪いもんでも食べた!?」

「……どーゆー意味よ……？」

　しんそこ心配げな表情で問いかける盟子メイに、エリはジト目を向けた。

　──とある秋の日。エリとメイの二人が、学生食堂の窓ぎわのテーブルで、かわりばえのしない食事をとっていた時のことだった。

　たしかに、窓から見える風景は、秋の色に染まっていた。

　校庭に並んだ銀杏の木々が、黄金色の葉を舞い散らす。

　窓からさし込む陽ざしさえ、夏とは違い、どことはなしにやわらかい。

「……そりゃあたしかに、『秋』ってカンジするけど……エリ、あんたが『秋ねー』なんてしみじみつぶやくなんて、はっきり言って憲法違反だよ」

「何よそれ？　あたしがしみじみしちゃいけないの？」

「ダメに決まってるじゃん」

　メイは迷わずきっぱり答えた。

「だいたいあんた、去年の今ごろ、何て言ってた？

　同じようにここから落葉眺めて激怒してたじゃない。『無神経にぱらぱら舞い散って！　一体誰が掃除すると思ってるんだ!?』って」

「二年ことしは校庭担当じゃないからいーのよ」

　エリは憮ぶ然ぜんとそう言うと、具もコシもない、安いだけがとりえのうどんをひと口すすった。

「なるほど」

　エリのことばに、メイはしみじみうなずいて、

「それでブルーになってるわけね。季節は秋。舞い散る枯れ葉。ついでに言うと、その枯れ葉を掃除するのは自分じゃない。おまけに言うなら、いよいよあたしたちも来年からは受験生」

　ぴくぅっ！

　メイの放った、『受験生』のそのひとことに、エリは瞬間、その場に凍りつく。

　それにはかまわず、なおもことばを続けるメイ。

「──うちの親なんかもさ。べんきょーべんきょー、って、そんなにうるさくは言わない方なんだけどさ。最近時々間接的にプレッシャーかけてくんだよね。

　母さんなんかさ、日曜の昼間とか、洗いものしながら、こっちに背中向けたまんまで、『親戚の○○ちゃん、こんどどこそこの大学受けるんですって。──そういえばメイ、あんたも来年は受験生ねー』だって。

　なーにが『そういえば』だ、とか言いたいとこだけど、へたに受け答えしたら、本格的にそーゆー話になっちゃうじゃん。

　だから、『そーねー』とかって、てきとーに聞き流してるフリしてるけどね」

「……た……たいへんねー……」

「なぁぁにひとごとみたいに言ってんのよ？」

　メイは、人さし指をぴこぴこふり回し、

「あんただってそーよ。──いやいや、むしろあんたの方がたいへんかもね。

　今はあんた、寮でひとりのほほーんとしてるけど、正月あたりに里帰りしたら、きっととことん言われるわよ」

「……うっ……!?」

　言われてエリは絶句した。たしかに、無目的に教育熱心な自分の母親ならば、黙っているわけはないだろう。

「……けどまだ受験生の方がマシかもよ」

　サンドイッチにひと口かみつき、メイは言う。

「うちのクラスには、卒業したら働くんだ、なんて言ってる娘こもいるもん」

「それって──親のしごとを継ぐ、とかそういうの？」

「ううん。まるっきしの就職。ちなみに何のコネもなし」

「えぇぇっ!?　この時期に!?」

　思わず声を上げるエリ。

　なにしろ世間は、『不況』の文字が横行しているまっ最中。不況は脱した、などと言う者も時々いるが、それを信じる者はほとんどいない。

　実際なんのかんの言いながら、ＴＶなどでも、大卒女性の就職難がしょっちゅう取りざたされている。

　そんな今、高卒で、何のコネもなく就職などということが、一体どれほど大変か、想像するのは難くない。

「なんでも、学校行ってられるよーな状況じゃあないんだってさ。よくは知んないけど」

「……うーん……たいへんなんだ……」

「ま、受験こつちは受験こつちでまた大変だけどねー。

　大体さぁ、大学くらいは出とくもんだ、って風潮自体が間違ってると思わない!?

　とにもかくにも勉強しろ、って、やたらと知識だけ押しつけるくせに、将来何になりたいか、って聞かれて、こっちが『別に』って答えたら、『最近の子供は夢がない』とこうよ。

　子供をひたすら型にはめて、夢を見させようとしなかったのが自分たちだ、ってことに気づいてないのよね。そーゆー大人たちって」

　言うメイを、エリはしばらく無言で眺め、

「……メイ……ひょっとして、あんたの方こそ、なんか悪いもんでも食べたんじゃない？　今日はえらくぼやいてるけど……」

「……うっ……ま……まーね……

　いやその……人生いろいろあんのよ」

　言ってパックの牛乳をひとすすり。

「──けどまあ真剣な話、どう生きるにしたって大変、ってことだわ。

　この社会から逃げ出す、なんてテでもあれば話は別だけど。……ま、そんなことあるわけないか」

「……うーん……」

　メイのぼやきを聞きながら、エリは小さな声で呻うめいた。

　──世界から逃げ出すことは不可能──

　メイはそう言った。

　しかし。

　エリにはそれが可能なのだ。

　すなわち、異世界への移住が。




　濃い緑の連なりを抜けると、いきなり視界が大きくひらける。

　石を積み上げて造られた家々がひろく大地を覆い、あちこちに、翼あるものの姿が見える。

　クルーガーたちの住む地域から、はるか南に下った地──竜人ギオラムたちの町、ズェルドア。

　その町のほぼ中心にある、半球形の巨大な建物こそが、黄金王グレア・ギオラムジグラドの居城、マジュラ城だった。

　──今。

　マジュラ城の謁見の間で、黄金王グレア・ギオラムジグラドと、その弟、白輝帝ライラ・ギオラムゾムドとは、しばらくぶりの対面を果たしていた。

「──過日の書状によれば、人間どもをおとなしくさせる案がある、ということだったな」

「御意にございます」

　玉座から伸びた緑の絨じゆう毯たんの上、竜人ギオラムの礼の形を取りながら、ゾムドは頭を伏して言った。

　いくら実の弟とは言え、やはり、立場の違いというものはある。公の場で、実の兄に対して臣下の礼を取ることを、しかしゾムドは、屈辱とは思わなかった。

「よかろう。申してみよ」

「はっ。

　──まずは、今の状況でございますが、結界塔の一つが陥おとされ、その再建のめども立ってはおりません。

　さらに最近は、結界区域は『冬』へと向かっており、周囲の気温も低くなり、結界外では、我々竜人ギオラムの行動能力も著しく低下いたします。

　もしもこの状況で、結界塔があとひとつ陥ちれば、兵たちはろくに動けぬまま、人間どもと戦わねばならなくなります。

　また、以前に書状にてご報告しました通り、陛下より兵を賜りました魔道神官ベヅァー殿も、人間の町に無計画な襲撃をくり返し、結果、逆に人間たちの危機感をあおり、以前に倍する戦力を結界区域に引き寄せることとなりました。

　ある人間の町での戦い以来、ベヅァー殿は行方知れずとなっており、いまだその消息は知れません」

「……うむ……」

　話に出たベヅァーの名に、ジグラドの表情を、不愉快な色が一瞬かすめた。

　事件の報告は受けている。ベヅァーの下についた兵士たちからの話も添付されていたが、それからしても、あの白い竜人ギオラムが、まともでなかったことは容易に想像がつく。

　そんなベヅァーに丸め込まれ、兵を貸した、ということが、今もジグラドの心の奥底に、しこりとなって残っていた。

「不利な状況ではありますが、かといって、ただ実験を中止し、あの区域から撤退したとあっては、我等が国は他国から、人間ごときに後ろを見せた、とのそしりを受けることとなるでしょう。

　今の戦力で無理な戦いを続け、人間に敗れ去ってはなおのこと。

　大量の援軍を送りつけ、ひと息に人間どもとの決着をつければ、かろうじて面目は立つでしょうが、物資の補給、低い気温の中での戦い、ということを考えれば、人的、金銭的な被害はかなりのものになりましょう。

　くわえて、本国が手薄になったところを、他の国につけ入られでもすれば、もはや人間だの面目だのという問題ではなくなります」

　かつてのベヅァーと全く同じ話をする弟に、ジグラドは、わずかに頰ほおを引きつらせた。

「──ふむ……ならば、どうしろと？」

「力ではなく、知恵で人間どもを制します。

　──つまり──

　休戦をするのです。人間と」

　ざわりっ……

　謁見の間の空気がざわめいた。

「……休戦……だと……!?

　まさか──それを、我々竜人ギオラムの方から申し込むのか!?　たかが人間どもに!?」

　ジグラドのことばには、あきらかに、怒りと侮ぶ蔑べつの響きが混じっていた。

　無理もない話である。言っている当のゾムドとて、結界実験の町の中で、エリという人間に出会わなければ、やはり人間を見下したまま、同じ思いを抱いただろう。

　とはいえここでジグラドに、『人間もけっこう進歩している』などと言っても無駄だということはわかり切っていた。

「──むろん、あくまでも方便ではありますが」

　落ち着いた口調で、ゾムドは次のことばをついだ。

「方便？」

　彼の思っていた通り、そのひとことで、兄王の怒りの表情は、とまどいのそれへと変わる。

「はい。

　あくまで休戦は時間かせぎ、人間の動きを抑えるための手段です。

　たとえば、城を返すかわりに、領地のどこかで結界実験の続行、という条件を呑のませます。

　最初は譲歩し、あとは、こちらの状況が安定するのを待って、人間どもの落ち度につけ込んで、すこしずつ支配力を広げてゆけば──

　相手はしょせん人間ふぜい。うまくすれば、こちらは一兵を失うこともなく、新たな領土を手に入れるばかりか、人間どもを労働力、兵力として抱き込むことも可能です」

　むろんゾムドは、そうやすやすとことが運ぶとは思っていない。

　人間は、ジグラドや他の高官たちが考えているほど愚かではない。

　こういう言い方をしたのは、それこそ、兄王を丸め込むための方便だった。

「……ふぅむ……そういうことか……」

　つぶやいてジグラドは、玉座に深く腰を沈める。

　ゾムドの言う方法ならばたしかに、無意味に戦力を消耗させる必要もない。

　だが──

　どうにも気に入らない。

「しかしそれでも──人間との休戦、などということを、竜人族ギオラム・バスカーにあるまじき行為、弱気の表われ、と見る者も出てくるであろう？」

「むろんそういうふうに見る者もいるでしょうが──逆に、何かの策あってのこと、と読む者もおりましょう。

　他国からの目を考えれば、最良の策とは言えないかもしれませんが、少なくとも、敗退よりはかなり良いはずです」

「……う……む……」

　言われてジグラドは小さく唸うなる。

　たしかにその通りではある。が──

　だからこそ、ジグラドはその案が気に入らないのだ。

　昔からジグラドは、なんとはなしに、この弟が苦手だった。

　もともとゾムドを、半ば無謀とわかっている結界実験の責任者にしたのは、彼をあまり重要な職務につかせたくなかったからである。

　むしろ、弟をつまらぬ地位に追いやることを狙ねらって、結界実験の実行を許可した、と言っても過言ではないだろう。

　その気に入らぬ弟の案に、素直にうなずく気にはなれなかった。

　いかに方便とはいえ、竜人族ギオラム・バスカーが人間ごときと手を組むなど──という思いもあった。

　──とはいうものの、である。

　単に感情論だけで、弟の案を否定する、というのもまた、自分の狭量さをさらけ出すようで面白くないし、ほかにいい案があるわけでもない。

　彼はしばらく考えて、

「……しかしゾムドよ。たしかに悪い案ではないかもしれんが、はたして、休戦などという話に、人間どもが応じるか？

　聞けば戦況は、むしろ人間どもに有利な様子。

　それに、我々竜人ギオラムに対する恨みもあろう。

　これで、そんな話を持ちかけたところで、乗って来るとは思えんが？」

「乗せてみせます」

　ジグラドの問いに、ゾムドはいともあっさりとそう言った。

「人間たちは、自分がやや優位にあることを知らないはずです。

　また、過日のベヅァー殿の一件も、作戦としてはともかく、脅しとしては、かなりの効果を上げたでしょう。

　ここでまず、強い態度を見せつけて、いくらか譲歩してやれば、向こうを乗せることは、そう難しくないはずです」

「──乗せてみせる──か。自信はあるようだな。

　しかし、それができなければどうする？」

「できなければ──今と状況は変わらぬだけのこと。

　援軍をいただくか、それとも──

　ともあれ、今回のこの事態を招いたのには、結界実験の長たるこの私が至らなかったせいもあります。

　できうる限りの尽力をもって、その償いとさせていただきたく存じます」

「……ふむ……そこまで言うならば……」

　ゾムドのことばに、ジグラドはわずかに目を細めた。

「よかろう！　ゾムドよ！　この黄金王グレア・ギオラムジグラドの代行として、人間どもと、かりそめの『休戦』をとり行なえ！

　方法は任せる。ただし絶対条件は、結界実験の続行。

　休戦の成立に成功すれば、お前には引き続き、結界実験の統括とともに、人間たちとの交渉の任を命じる！」

　──これで弟は、一生、人間どもの相手をしていなければならん──

　地位はあるが力のない役職へと弟を追いやる。それこそ、ジグラドの望むところだった。

「──わかりました──」

　ゾムドは、黄金王グレア・ギオラムの思惑を半ば悟りつつ、頭を下げたのだった。




　名も知らぬ木々が、あたりをとりどりの色に染め上げ、草原を、涼やかな風が渡りゆく。

　エリから見れば異世界のこの地にも、やはり秋は訪れていた。

　しかしそんな中──

　この丘から眺める風景だけは、いつもと変わりばえはしなかった。

　すなわち──外から見ると、妙によどんで見える結界区域の中、ひろがる見慣れぬ植物と、竜人ギオラムたちの住まう町。

　ただ、結界をとり巻く草原だけが、枯れ草の色に染まっている。

　エリたちは、町の近くの小高い丘──かつては竜人ギオラムたちの奴隷狩りの場所となっており、エリとクルーガーがさらわれた、あの丘にやって来ていた。

　エリとレックスはいつものことだが、それにくわえて今回、クルーガーと、そしてラーディーの姿もそこにはあった。

「へえ……けっこういいところですね。眺めもいいですし」

「でしょ？　なんとなく気に入ってんのよ」

　あたりを見回し、言うラーディーに、陽気な笑顔を向けるエリ。

　むろんラーディーは、人間の幻を纏まとっている。

　はっきり言って、エリにとっては、ロクな思い出しかない場所ではあるのだが、彼女はなぜか、この場所が気に入っていた。

　エリはざっとあたりを見回し、ふと、クルーガーに目を止めた。

「……どーしたの？　クルーガー？　みょーに疲れた顔しちゃって。

　ここに来たかったんじゃないの？」

「……いや……まあ……」

　クルーガーは疲れた顔のまま、てきとうにあいづちを打った。

　──実のところ。

　この場所に行かないか、とエリに声をかけたのはクルーガーだった。

　いろいろと、話をしてみたいことがあったのだ。

　ところが。

　誘われたエリの方は、そういったことにはちっとも気づかず、ほとんどピクニック気分で、当然のようにレックスを連れ、ラーディーにまで声をかけた、というわけである。

　クルーガーとしては、思惑外れもいいところである。

　エリとラーディーは、むじゃきにあたりを見回して、クルーガーはシブい顔で、時々そっとため息を漏らす。そしてレックスは、ようやくクルーガーの心情に気づき、気をきかせられなかったことを悔やんで、ひとりで内心おろおろしている。

「……うーん。やっぱりこっちも秋ねー」

　草の上に腰を下ろし、伸びをしながらエリの漏らしたつぶやきに、ラーディーはいぶかしげな視線を向けて、

「……こっちも……って？」

「──あ！　いやいや。あたしの生まれたところも、今ごろはこんなふうに秋してるんだろーな、って思って」

　あわててエリはごまかした。

「……ということはエリさん、このあたりの生まれじゃあないんですか？」

「ん……ま、まーね」

　あいまいなエリの答えに、しかしラーディーはそれ以上突っ込まず、ぼんやりと結界区域の方を眺めながら、
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「……そうですね……もうすぐ『冬』なんですよね……」

「……あ……」

　しみじみとつぶやいたラーディーの口調に、エリははじめて気がついた。

　ラーディーとの別れが近いことに。

　人間の姿を纏まとってはいても、やはり彼女は竜人ギオラムなのだ。今はそれほどでもないが、やがてもっと寒くなれば、冬眠──するのかどうかはエリも知らないが、少なくとも、活動能力は極端に低下するだろう。

　冬になれば、こうやって、人の町へと出向いて来ることもできなくなるだろう。

　かといって、冬の間だけ姿を消して、春になってからのこのこ町に現われる、というのも、いくらなんでも怪しすぎる。

　冬になり、ラーディーが竜人ギオラムの結界に帰ってしまえば、おそらく、彼女がこの町にやって来ることはもうないだろう。

「……そっか……冬か……」

　そのことにようやく思いあたり、エリもまたしみじみとつぶやいた。

「……ああ……冬だ……」

　そしてクルーガーもまた、別の感慨を胸に抱いて言った。

　当初の予定では、竜人ギオラムたちの活動能力が低下する冬を狙ねらって、結界区域に攻撃をしかけるつもりだったのだ。

　彼は、竜人ギオラムの町に囚とらわれていたその時に、彼らの兵力がそれほど多くないことや、食料のほとんどを、竜人ギオラム本国からの補給に頼っていることなどに気づいていた。

　──冬を待ってその補給線を断ち、竜人ギオラムたちが飢えたところで結界区域を襲撃し、ファインネル城を奪回する。

　かなり成功率の高い案だと思っていたのだが──

　しばらく前、その計画に邪魔が入った。

　ほかでもない。例の、白い竜人ギオラムベヅァーの無差別攻撃である。

　あの一連の事件で、各地に配備しておいた兵たちが、結果として各個撃破される形になり、かなりの兵力を失っていた。

　くわえて、兵たちも民たちも、今は町や村の復興で手いっぱいである。

　故郷を焼かれた者たちの中には、今夜眠る家さえない者も多い。このまま冬が来たならば、凍死する者も出て来るだろう。

　町の再建を急ぎ、なおかつ竜人ギオラムの結界区域に攻撃をしかけるだけの戦力を、冬までに整えることができるかどうか──

　正直言って、かなりむずかしいだろう。

　しかし今を逃し、春になれば、竜人ギオラムたちはふたたび活動を開始する。

　竜人ギオラムたちに冬を越させてしまうよりも、無理をしてでも決着をつけた方がいい。

　それはわかっているのだが──

　凍死者が出るのを覚悟の上で町の再建を中断し、竜人ギオラムを叩たたく、などと言ったところで、一体どれだけの者が素直に従うだろうか？

　クルーガーの悩みはそこにあった。

『秋』を連呼してブルーになった三人に、ひとり、とり残されたような気分になったのがレックスである。

「……いやまあ……秋ですね……」

　調子を合わせてつぶやいてはみたものの、別に何の感慨も湧わいてはこない。

　三人が、なぜしみじみとしているのか、その理由が彼にはわからない。あるいは感性の問題なのだろうか、などとついつい深く考えてしまう。

　それぞれの理由で沈黙する四人。風だけが、しばし丘を渡りゆく。

「──ん!?」

　その沈黙を破ったのは、クルーガーの漏らした、いぶかしげな声だった。

「どうなさいました？　殿──」

　言いかけたことばをレックスはのみこんだ。

　彼もまた、気づいたのだ。

　あたりにひそむ殺気に。

　その源を探ろうと、視線を巡らせかけたその時。

　ばさりっ。

　はばたきの音が四人の耳に届いた。

『──!?』

　仰ぎ見た視線のその先には、蒼あおい空を背に宙を舞う、翼あるものの影二つ！

「竜人ギオラム!?」

　ひゅっ！

　クルーガーの叫びとともに、宙をゆく竜人ギオラムのその片方が、手にした槍やりを投げ放つ！

「くっ！」

　あわてて跳んだクルーガーのその足もとに、槍のきっ先がめり込んだ。

「まさか──奴隷狩り!?」

「違う！」

　エリの上げた声に、クルーガーはふり向きもせずに声を上げる。

「こいつら！　私たちを殺す気だぞ！」

　たしかに──

　いまの槍の一撃にしても、脅しや牽けん制せいなどではなく、クルーガーを狙ねらったものだった。とっさによけていなければ、ただではすまなかっただろう。

　どうやら兵士ではなく、民間の竜人ギオラムのようである。鎧よろいのたぐいは一切身につけていないし、手にした剣や、投げ放たれた槍も、戦場の跡で拾って来たかのような、手入れの行き届いていないものである。

「どういうつもりですっ!?」

　その竜人ギオラムたちに向かって声を上げたのはラーディーだった。

　クルーガーたちの手前、口には出せないが、本国に赴いている白輝帝ライラ・ギオラムからは、『人間には決して手を出すな』との厳命が下っている。

　それは、目の前にいる竜人ギオラムとて承知のはずだった。

　だが、そのラーディーの姿はむろん、竜人ギオラムたちの目にも、人の姿として映っている。

　人間の姿をした者が何を言おうと、彼らを説得できるはずもない。

「どういうつもり、だと？　笑わせるな！　人間どもが！」

　竜人ギオラムのうち一匹が、憎悪の口調で言い放つ。

「きさまらのせいで町は焼かれちまうし、奴隷がいなくなったせいで、オレたちが働かなくちゃあならなくなった！

　これもみんな、きさまら人間のせいだ！

　だからおれたちが、天罰を下してやろう、っていうのさ！」

「ふーん。なるほどねー」

　竜人ギオラムたちの勝手な言い草に、軽けい蔑べつしきった声を上げたのは、むろんほかでもない、エリだった。

「つまりあんたたちって、どこの世界にもよくいる、とことん程度の低い、やつ当たり野郎だ、ってことね」

「何だと!?」

　軽蔑している人間に、面と向かって低レベル呼ばわりされて、もう片方の竜人ギオラムが、怒りの声をはり上げた。

「だぁぁぁぁってそーじゃない!?

　いきなしここへやって来たのもあんたたちなら、勝手に人間かっさらって奴隷にしたのもあんたたちでしょ？

　殴り返されるのがヤだったら、最初っから相手を殴ったりしないことね。

　そぉぉぉの程度のこともわかんないくせに、『天罰』なんてえらそーなこと言ってるバカが、低レベルでなくて何なわけ!?」

「……こっ……このっ……！」

　エリの言いたい放題に、竜人ギオラム二人の形相が、人の目から見てもはっきりそうとわかるほど、怒りの色にひきゆがむ。

　かまわずさらに続けるエリ。

「その様子だと、どーせアレでしょ？　あっちでの暮らしでヤなことでもあって、酒でも飲んでつまんないグチこぼしてるうちに、酒と話のいきおいで、ちょっと出てって、うさ晴らしに人間でもいたぶってやれ、なーんてことになったんじゃないの？」

「……っ!?」

　竜人ギオラム二人が思わずことばに詰まったところからすると、あながちエリのこの当てずっぽうも、それほど外れてはいなかったらしい。

「あ。ひょっとして図星なんだ。となると次のセリフは──」

『生意気言うな！　人間ふぜいが！』

　竜人ギオラムのことばとエリのことばとが、もののみごとにぴったりハモった。

「…………!?」

　竜人ギオラム二人はさすがに絶句し、エリは、浮かべた笑みをいっそう深くする。

「ふふふん[image: ]　やぁぁっぱし、ね。

　理屈で追いつめられた強情っぱりが言うセリフなんて、どこの世界もいっしょよねー」

　言ってしみじみとうなずく彼女。

　実を言うと、エリの学校にもいるのだ。こういうタイプの教師がひとり。

　自分のミスを生徒に指摘されるたびに、額に青スジ立てて、『生意気言うな！　学生のくせに！』などと吠ほえ立てる奴が。

「……けど、『生意気言うな』なんてことばでしか相手を黙らせられないのって、自分が間違ってるのを認めたようなもんなのよねー」

「ええいっ！　黙れっ！」

　さすがにキレたか、竜人ギオラムのひとりが、声を上げると同時にエリに向かって急降下をかける！　その時。

　じゃっ！

　一条の魔力光が、降下をかけた竜人ギオラムの鼻先をかすめて過ぎた。

「……っなっ!?」

　竜人ギオラムは、あわててはばたき、進路をかえる。

　レックスが放った術──ではない。

　彼が、唱えておいた術を放とうとしたその直前、光が宙を薙ないだのだ。

「──きさまら！　何をしている!?」

　声は、光が飛んで来た方からした。

　一同が、思わずそちらに目をやれば、一体いつの間にやって来たのか、完全武装の竜人ギオラムが三人。

　こちらはどうやら、正規の兵士のようである。

「──新手──というわけではなさそうだな……」

　剣の柄に手をかけたまま、ぽつりとつぶやくクルーガー。

　竜人ギオラム兵たちが声をかけたのは、エリたち四人の方にではなく、竜人ギオラム二人に向かってだった。

「結界の外に飛んでいった者たちがいる、との知らせを聞いて出てみれば、案の定……

　人間には絶対手を出すな！　白輝帝ライラ・ギオラムからのその厳命、よもや知らんわけではないだろう！」

「……そ……それは……！」

　問い詰められ、ことばに詰まる竜人ギオラム二人。

「我々は、違反者には厳罰を加えるよう、命令を受けている！

　──しかし、まだ手を出していないなら話は別だ！

　このままおとなしく結界区域へ帰るなら、今回は見逃してやる！」

　言われて、竜人ギオラム二人は、一瞬顔を見合わせて──

　無言のまま、ばさりっ、と翼をはためかせ、結界の方に向かって、あわてて飛び去って行った。

　残った竜人ギオラム兵たちは、しばしその後ろ姿を眺めていたが、やがてエリたちの方へと視線を向けて、

「──運が良かったな。しかし勘違いするな。我々は別に貴様たちを助けたわけではないからな」

　そう言い捨てると、彼らもまた翼をはためかせ、結界の方へと向かって飛び去って行った。

　竜人ギオラムたちが飛び去ってしばし。

「……人間には手を出すな……だと？

　奴ら、たしかにそう言っていたな……」

　クルーガーの漏らしたつぶやきに、レックスは小さくうなずいた。

「ええ……そういう命令が出ている、と、たしかに……」

「どういうことだ？　一体？」

「……わかりません。けれど、確かに言えることはひとつ──」

　レックスは、小さくなってゆく竜人ギオラムたちの背を眺めながら言った。

「何かが──変わろうとしています──」




　空が──遠い。

　彼らの故郷、竜人ギオラムの国では、見ることのできない空の色だった。

　──これが『秋』とかいうものか──

　思ってから彼は、そんなことを考えた自分に、小さく苦笑を浮かべた。

　しかし考えてみれば、この地へとやって来てから二年、こうやって空を眺めることなど、ほとんどなかったのではないだろうか？

　くる日もくる日も、塔の最上階にこもり、この結界の維持につとめ上げ、それこそが自分の使命だと疑わなかった。

　その塔ももはやなく、自分もまた、他人の目を忍ぶような暮らしを送っているというのに、結界は、何ごともなかったかのように在り続けている。

　そうしてみると、自分のやっていたことは一体何だったのだろう？

　最近は、ふとそんな思いにとらわれる時すらある。

　──すべては──あの人間の小娘からはじまった──

　ベヅァーは口もとを覆うぼろ布をずり上げて、おぼつかぬ足取りで、町の通りを歩みゆく。

　あれから何もかもがうまくいかなくなった。

　塔の脱出装置を作動させられ、守るべき塔を追い出され──

　結界区域の城で、人間との徹底交戦を提案すれば、すべてはゾムドに一いつ蹴しゆうされる。人間たちの暴動を抑えようとすれば、ふたたびあのエリとかいう人間の娘に邪魔される。

　本国へと一いつ旦たんひとりでたち帰り、兵を連れては来たものの、またまた出てきたエリに気を取られ、部隊はばらばらとなり、エリ当人も逃がしてしまった。

　結局、弱腰なゾムドの命令を再三無視していたせいもあり、今や手配を受ける身である。

　いつもは町の外、結界区域の林の中で野宿をし、こうやって時々、隠れるように町の中へとやって来るだけだった。

　着ているものも、以前の純白の法衣と法冠ではなく、ごくふつうの服──それも、かなりうす汚れたしろものだった。

　──むろん、彼がこうなってしまったのは、エリがどうのこうのという以前に、彼自身の行ないが大きく影響している。

　独断専行などはザラ。エリへの怒りに目がくらむあまり、冷静な判断力を失くし、仲間であるはずの竜人ギオラムを殺したこともあった。

　しかし彼にとっては、それこそまさに、どうでもいいことだった。

　あの時の彼にとっては、エリに対する復ふく讐しゆう──それこそが至上のものだったのだから。

　しかし最近の彼は、以前のように、エリ一人だけを憎むことはしなくなっていた。

　下町の酒場に入り、酒と食事をとりながら、町の人々の噂うわさ話ばなしを聞く。それが、ベヅァーの最近の日課となっている。

　幸い金だけは、不自由しない程度のものを持っていた。

「……ったく……何考えてるんだ!?　上の連中は!?」

　その日。

　そんなベヅァーの耳に届いたのは、昼間から飲んでくだを巻いている、まだ若い竜人ギオラムの声だった。

　やや離れたテーブルで、酔って大声を上げているその竜人ギオラムを、連れのひとりが必死になってなだめている。しかし若い竜人ギオラムは、かまわず声をはり上げる。

「お前だってこぼしてたじゃないか!?　ええ!?

　お国の勝手で、こんな人間どものまっただ中での実験に狩り出されてよ！

　人間どもは暴動起こすわ攻めてくるわ！　焼かれた家を建て直そうにも、材料さえも届かない始末！

　こんな時になんだぁ？　白輝帝ライラ・ギオラムさまは『人間には手を出すな』なんぞと言い捨てて本国へ里帰りか!?

　ここを見捨てて、自分だけ安全なお国へ帰ったんじゃねーのか!?」

「おい！　よせってば！」

　──白輝帝ライラ・ギオラムが本国に？

　酒のカップを傾けながら、ベヅァーはかすかに眉まゆをひそめた。

　その話は初耳だった。

　人間には手を出すな、という触れが出されていることはベヅァーも知っていた。今、あまり人間を刺激しないように、という意味でのものだと思っていたのだが──

　白輝帝ライラ・ギオラムが本国に帰っている、というのが本当なら、すこし話は違ってくる。

　はたして彼は何のために本国へと帰ったのか？

　結界内の連中を見捨てて、ひとり安全な場所に避難するような男ではない。

　となれば当然、自分の一存だけではどうこうできないことを、黄金王グレア・ギオラムに相談しに行ったのだろう。

　あのゾムドが、まさか今さら援軍を求めるとは思えない。物資などの要請なら、書状で十分なはずである。

　そう考えれば、残る可能性は限られてくる。

　結界実験の中止と撤去。あるいは──

　しかし単に撤去するだけなら、わざわざ『人間に手を出すな』などという触れを出す必要はない。

　これで、残る可能性は一つ。

　──手を結ぶつもりか？　人間と──

　むろんベヅァーならずとも、人間との休戦・和平、などというものを快く思う竜人ギオラムはまずいないだろう。

　──だが──ゾムドならやりかねんな……

　手にした酒のカップをかたむけ、ベヅァーは残りをひと息に喉のどの奥へと流し込んだ。

　──そんなことはさせんぞ……

　瞳に昏くらい光をちらつかせ、ベヅァーは胸のうちでつぶやいた。

　──たしかに最近のベヅァーは、エリだけを憎むことはしなくなっていた。

　いや、正確に言うならば──

　エリに。人間たちに。彼の提案を聞き入れなかったゾムドに。人間ごときを駆逐できない無能な竜人ギオラム兵たちに。

　彼の憎悪は、いまや、すべてのものへと向けられていた。







　一　銀の翼のピースメーカー







「……さすがに寒くなって来たわねー。こっちも」

　借りもののマントをたなびかせ、屋台の並ぶ通りを行きながら、エリはぽつりとそうつぶやいた。

　とある日曜日の昼すぎのこと。

　例によって例のごとく、異世界へと召喚──と、いうかお呼ばれしたエリが、クルーガーとともに、あたりを散歩しながらのことである。

　いつもなら、エリのお目付け役はレックスなのだが、今日は何やら用があるとかで、クルーガーがかわりにその役をすることになったのだった。

　……もっとも、今日、レックスに用ができるようにしむけたのは、ほかでもない、クルーガー当人だったのだが。

　エリといろいろ話がしたくて、こういう状況を仕立てあげたのだ。

　以前エリと二人になった時に、二人して竜人ギオラムに捕まる、などということがあったせいで、ロッドゥェルやバイザーは、あまりいい顔をしなかったが。

　──とはいえ、二人になりはしたものの、こうなると逆に、なぜか話がしづらくなる。

　クルーガーは、エリのことばに、無愛想なあいづちをてきとうに打ちながら、肩を並べて歩みを進めていた。

　うららかな陽の照る午後でさえ、吹く風はやや肌寒い。

　あたりの木々も、すでに葉を散らし、寒々とした姿のままで佇たたずんでいる。

　冬は、もう目の前だった。

「……なあ……エリ……」

　クルーガーが、ようやく口を開いたのは、陽がかなり傾いてからのことだった。

「ん？　なーに？」

「あ……いや……」

　エリに視線を向けられて、クルーガーは思わず視線をそらす。

　しばし口ごもったそのあと、出たことばは、

「……今思ったんだが……あのラーディーとかいう女性、最近見かけないな」

　むろん、彼がほんとうに話したいことは別にある。

　しかし、いきなり本題に入れるのなら、とっくの昔にそうしている。クルーガーにとって、ラーディーの話題はきっかけづくり、本題に入る前のワン・クッションだった。

「……え……あ、そうね」

　しかしそれは、エリにとっては逆に、少々苦手な話題だった。

　なにしろ彼女は、ラーディーが竜人ギオラムだということを知っているのである。意識していないと、何の拍子に口がすべるかもわからない。

　むろんエリは知っている。なぜラーディーの姿が消えたか。

　もうこの町には来られない。竜人ギオラムにとって外は寒すぎる。

　ラーディーが、エリに別れのことばを告げたのは、今から二週間前のことだった。

　しかし、クルーガーにそう説明するわけにはいかない。

「たぶん……何かを思い出すか何かして、どこかへ行ったんじゃない？」

「ひとことのあいさつもなしに、か？　そういう女性ひとには見えなかったが？」

「けど記憶喪失のひとって、前の記憶を思い出したとたん、記憶を失くしてた間のことを忘れちゃう、なんてことはあるみたいだし」

「……そういうものか……」

「らしいわよ。

　──ひょっとして、バイザーさんあたりが寂しがってるとか？」

「そういえばここしばらく、落ち着きも元気もなかったな」

　やや意地の悪い笑みを浮かべて言うクルーガー。

　堅物で通っているバイザー親衛隊長が、ラーディーにどうやら想いを寄せているらしい、という噂うわさは、もはやクルーガーたちの間にはひろまりまくっていた。

　ラーディーの正体が竜人ギオラムだと知っているエリは、内心、かなり複雑なものはあったが。

「──ま、生まれた場所がいちばん、って奴でしょ」

　言うエリに、クルーガーはかすかに動揺の色を浮かべ、

「……ということはやっぱり、お前も、もとの世界が一番、か？」

「……へ……？」

　クルーガーの唐突な問いに、エリは思わず、足を止めて問い返した。

「……だから……お前のもといる世界は、お前にとってはいい所なのか？」

「何なの？　いきなり？」

　もとの世界に対して抱いている不満を見透かされたような気がして、エリはかすかに眉まゆをひそめた。

「いいから──答えろよ」

「いいところか、って聞かれても……」

　エリが本来生活している今の日本は、紛争でごたついているほかの国や、竜人ギオラムとの戦争状態にあるこちらの世界と比べれば、安心して暮らせる場所ではあるだろう。

　そういう観点でなら、文句なく『いいところ』なのだろうが……

　しばし考えてから、彼女は言った。

「……何が『いい』のか、ってことにもよるわねー。

　たしかに、あたしの住んでる国は、今はいちおー平和で安全にやってるけど……

　そのかわり、変化とか自由さ、ってぇのにはかなり乏しいわね。

　義務だの文化的な教育だのってお題目で、役に立つのか立たないのかわかんないことまでむりやり覚えさせられたり。

　──ま、『平和』と引き換えなら安いもんだろう、って言われれば、反論のしようもないけどね」

「つまり──そっちの世界に不満はある、というわけか？」

「そりゃあ……まあ……

　誰もがみんな満足する世の中、なんてモノ、ありっこないんだから……」

「……なら……」

　クルーガーは、しばし空を仰ぎ見て沈黙し──

　やがて、意を決して言った。

「ならお前──こっちの世界に来る気はないか？」

　──間違いなく──

　それは、クルーガーにしてみれば、口説き文句のつもりだった。

　しかし──

「……？　もう来てるじゃない」

　エリはそこまで気が回らなかった。

「あああああっ！　そういう意味じゃなくて、だ！」

「じゃあどーいう意味？」

「つまり……！　その……！」

　クルーガーは、またまたしばし考えて、

「……つまり、だ、こっちの世界で暮らす気はないか、って言ってるんだ！」

　言われてエリは、思わず呆ぼう然ぜんとクルーガーの顔を見つめる。

　それが間接的な口説き文句だと気づいた──わけではない。

　いつかメイの言っていた、『別の世界へと逃げ出す』という言葉を思い出したせいだった。

　あれ以来、エリは心の片隅で、こちらへの移住を望んでいる自分に気づいていた。

　とはいえ、なんとなくそれは、真剣に考えてはいけないことのような──漠然とした罪悪感があったせいで、本気でそれを考えたことはなかった。

　あるいは、わざと考えようとしなかったのかもしれない。

　しかし今、クルーガーに『こちらに住まないか』と持ちかけられて。

　彼がそう言い出した理由を考える前に、なぜか理由もわからずに、妙にうしろめたい気分になったのだ。

「……な……」

　しばしの沈黙のあと、エリはあわててクルーガーから視線をそらした。

「何いきなり言ってんのよ!?　こっちで暮らせ、って言われて、『はいそうします』ってほいほい答えられるわけないじゃない」

　──むろんこのエリのことばは、心を見透かされたような、その気まずさから出たものである。

　しかし──

　別の意味で言ったクルーガーにとっては、エリのこの態度は、やはり別の意味に聞こえたのだった。




「……どうかなさったのですかな……？　殿下は……？」

　心配顔のバイザー親衛隊長が、ロッドゥェル将軍のところにやって来たのは、その日の夜のことだった。

「ふむ……そう言えば夕食の時も、何やらいつもと様子が違ったのぅ」

　ロッドゥェルは、目を通していた書類をテーブルに置いてつぶやいた。

　城に住んでいた時と違い、今の彼らは町の神殿を拠点としている。

　当然、部屋数や設備にあまりゆとりはなく、食事も、王族のクルーガーと、ロッドゥェルやバイザーが同じテーブルにつく、という状態になっていた。

　たしかに今日の夕食の席では、クルーガーの表情が妙に暗いことは、ロッドゥェルも気づいていたが──

「──よもやどこかお具合でも、と案じて、食事のあとでそうお尋ねしたのですが──」

　バイザーは心配顔で言う。

「疲れた声で『何でもない』とお応えになって……

　今はご自分の部屋で、あまりたしなまれぬ酒を飲んでおられます」

「……ふむ……酒をな……」

　ロッドゥェルはしばし沈黙した。
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　戦勝の宴など、つき合いでならとにかく、クルーガーが自ら好んで酒を飲むことはほとんどなかった。

　飲めないことはないが、あまり好きではない、ということだろうか。

　その彼が、飲んでいるということは──

「──ヤケ酒──かの……」

「……はぁ……？」

　ロッドゥェルのことばに、バイザーの目が点になる。

「やけ酒……といいますと……？」

「──どれ……なら少々、ご様子を見てくるかの」

　バイザーの問いには答えず、ロッドゥェルは、つぶやいて腰を上げたのだった。




『──失礼してよろしいかな？』

　ドアの外から聞こえて来たのは、ロッドゥェル将軍の声だった。

「──入れ」

　わずかにためらってから、クルーガーは応えた。

　正直なところ、誰にも会いたくはなかったが、『一人でいたい』などと口に出すのは、彼のプライドが許さなかった。

「……バイザー殿が心配しておられましたぞ」

　部屋に入ってドアを閉めるなり、ロッドゥェルはそう切り出した。

「バイザーが？」

　彼はカップの中身を飲み干し、おうむ返しに問い返す。

　クルーガーの部屋──といっても、それほど立派なものではない。

　ここは王城でもなければ、今は平和な時代でもないのだ。

　さすがに他の者たちの部屋に比べれば、多少は広く、家具もややいいものが置いてあるが、その程度のものである。

　ちょっとしたテーブルと質のいいベッド。そしていくつかの鉢植。それがこの部屋のインテリアのすべてだった。

　そのテーブルについたまま、酒を飲むクルーガーのそばにロッドゥェルは歩み寄り、

「何しろ殿下が酒をたしなまれるなど、そうあることではありませんからな」

「そうか……？」

「それに、夕食の時にも、お顔の色はあまりすぐれませんでしたしな。

　──昼はお元気でしたが」

　ぴくくぅっ！

　クルーガーの体がかすかに震えた。

　なんとなく、この老将軍に、何もかも見透かされているような気がしたのだ。

「……何が言いたい……」

　クルーガーの白い視線を受けてなお、ロッドゥェルは、しれっ、とした表情で、

「エリ殿と何かありましたな」




　ぶっ！




　いきなりズバリの正解に、思わず吹き出すクルーガー。

「ち……ちょっと待て！　なんでそーいう話になるっ!?」

「まあ……私もダテに長生きはしておりませんからな」

　すました顔で言うロッドゥェル。

　冷静に考えれば、昼は普通だったクルーガーが、エリと二人で出かけて行って、帰って来たら様子がおかしい。

　となればエリとの間に何かあったのか、と考えるのが妥当である。

　クルーガーは、しばし沈黙したままで、じっとロッドゥェルの顔を見つめていたが、やがて大きく息をつき、

「……なあ……

　ここだけの話だがな、ロッドゥェル……

　いっしょに暮らそう、と言ったのを断わられる、というのは、やはり嫌われたことになるのだろうな……」

「──えっ!?」

　クルーガーの問いに、今度はロッドゥェルの目が点になる。

　ロッドゥェルとて、クルーガーが、エリに関心を抱いていることは知っていた。

　しかしそれは単に、エリが、今までクルーガーのまわりにはいなかったタイプだったから、ちょっと心をひかれているのだろう、くらいに思っていただけである。

　実を言うと今日のことにしても、エリとケンカでもした、というくらいにしか考えていなかったのだが──

「……たしかに考えてみれば、第一印象悪かったかもしれんなー……しかしあの時はエリの方も……」

　硬直したロッドゥェルを尻しり目めにひとりぶつぶつつぶやくクルーガー。

「……で……殿下……」

　そのクルーガーに向かって、かすれた声で問いかけるロッドゥェル。

「それはひょっとして……

　エリ殿に……俗に言う『ぷろぽぉず』をなさった……と……？」

　クルーガーは、やや気まずげに視線をそらし、

「まあ……そういうことになるな」

「正気ですかぁぁぁっ!?　殿下ぁぁぁっ!?」

「正気かとは何だ正気かとは!?」

「かりにも殿下は、戴たい冠かん式しきこそすませてはおられぬものの、このファインネル王国を背負って立たれる身ですぞっ！

　それをっ！　それをわきまえずエリ殿に、ぷ……ぷ……ぷろぽぉずなどとっ!?」

「ちょっと待てロッドゥェル！　まさかお前、『身分の違い』などと言い出すつもりじゃあないだろうなっ!?　お前の口からだけは、そんなくだらんことばを聞かされるとは思っていなかったぞっ！」

「そーではありませんっ！

　私の申し上げたいのは、身分うんぬんなどという生易しい話ではありませんっ！」

「なら何が言いたいっ!?」

「お考えください！　殿下とエリ殿とが、万一にも結ばれるようなことになったら──」

「どうだというんだっ!?」

　いきおい込んで問うクルーガーに、ロッドゥェルは、びっ！　と右手の人さし指を立て、

「エリ殿がこの国の王妃、ということになるのですぞっ！」

　…………しーん…………

「……いや……それは……」

　しばしの沈黙のあと、ぽりぽりと頭を搔かくクルーガー。

「そう考えると……さすがにちょっと……不安があるな……」

「ちょっと……ですか？」

「……いや……まあ……」

　クルーガーはこの時、ようやく気づいたのだった。

　自分が今、かなりドロ沼な状態にあることに。




「休戦、ですと!?」

　白輝帝ライラ・ギオラムゾムドのもたらしたそのことばに、驚きの声を上げたのは一人ではなかった。

　本国に出向いて行ったゾムドが、結界の実験区域の町へ戻って来たのは、晩秋──というより、はや冬にさしかかった頃のことだった。

　彼は城に帰ってくるなり、高官たちを謁見の間に集め、言い放ったのだ。

　──我々は、人間との休戦をとり行なう、と。

「何をお考えですか!?　白輝帝ライラ・ギオラム!?　よもや我ら栄えある竜人ギオラムが、よりにもよってこちらから、人間ごときに休戦を申し入れるなどと！　それでは降伏と同じではありませんか！」

　声を上げた黒い竜将軍バイルドのことばを、無礼と非難する者は、この場にはいなかった。

　ほかの高官たちとて思いは同じである。なにゆえ人間などと──と。

　しかし、

「ならば聞くが──その『人間ごとき』に幾度もしてやられたのは何故か？」

「……うっ……!?」

　ゾムドの投げかけた問いに、さすがにことばに詰まるバイルド。

　たしかに、最初に城を奇襲した時はうまく行った。

　あまりにうまく行きすぎて、むしろ歯ごたえがないような気さえしたのだが──

　それ以降は、おせじにも順調とは言いがたかった。

　城を陥おとしたその時点で、勝ちは決まった。

　竜人ギオラムの誰もがそう思っていただろう。

　しかし、正面きっての反抗こそなかったものの、小規模なゲリラ活動があいついだ。

　一時は、人間の町に巡視の兵を送ったりもしたが、成果は上がらず、結局ゲリラを叩たたくことさえできず終じまい。

　これがまだ、同じ種族同士でなら、金や出世を目当ての寝返り、密告もあったかもしれないが、人と竜人ギオラムという違いのせいで、当然そんなものはなし。

　まあ、しょせんは人間どもの悪あがき、とたかをくくっていれば──

　今年に入っていきなりの、結界塔の襲撃、陥落。

　バイルドといくどか翼を並べて戦ったこともある、ファーダルグ将軍も、その時に命を落としている。

　そして、城下町への襲撃と、奴隷として使っていた人間たちの一斉蜂ほう起き。

　かつて結界塔の責任者だったベヅァーの独走。そしてそれは、またまた人間たちからの攻撃を呼び込む結果となった。

　──幸いあの時は、ベヅァーがどこかの町を襲い、人間の軍がそちらに向かってくれたせいでことなきを得たが、もしあのまま戦いが続いていたら、いずれかの塔が陥おとされていたかもしれない。

「すべては──我々が、人間を甘く見すぎていたせいではないのか？」

　一同の間に落ちた沈黙を破ってゾムドは言う。

「──むろん私とて、正面きって戦えば、我々竜人ギオラムが、人間に遅れを取るとは思わない。

　しかし向こうには地の利と、圧倒的な数がある。

　もしもまた、人間どもがここを襲い、塔がひとつ陥とされるようなことになったら──

　結界が消え、この町が、城が、冬の冷気に晒さらされることとなったら──

　それでもなお、『人間など取るに足りぬ』と言える者がいるか？」

「……しかし……だからといって休戦などと弱腰な……」

「それならどうすればよいと言うのだ？　バイルド将軍。

　本国を手薄にしてでも援軍を呼べと？　それとも計画を中止し、撤退せよと？」

「そ……それは……」

　問われてバイルドはことばに詰まった。

　彼にしろ、他の高官たちにしろ、単に『気に食わない』というだけの理由で反論しているにすぎないのだ。他の良策は、と問われれば、答える術すべはない。

「我々の目的は、人間との交戦ではない。あくまでも、結界実験とその継続にある。

　休戦というのも、そのための方便だ。

　むろん休戦をしたからといって、人間と、手に手を取って仲良く暮らせ、などと無理は言わん。永遠に人間と仲良くやれ、とも言うつもりはない。

　要は今、人間がこちらに手を出せなくなる状況をつくってやればいいのだ。

　そのための休戦だ。

　この城と町とを人間どもに返し、かわりに、別の場所で結界実験を行なう」

「この城を明け渡す──ですと!?」

「そうだ」

　バイルドの上げた声に、しかしゾムドはあっさりとうなずいた。

「それくらいはしてやらんと、人間も、この話に乗っては来んだろう」

「……し……しかしっ……！

　城を明け渡すなど、負けを認めたと同じ……！」

「もともとは人間たちの造った城だ」

「そうではありますが……！」

「バイルド将軍」

　いつになく、強い口調でゾムドは言った。

「これはもう決定したことなのだ。

　黄金王グレア・ギオラムのご承諾もすでに得ている」

「……くっ……！」

　国王の名を持ち出されては、もはやバイルドに反論できるわけはなかった。

　ゾムドは、謁見の間にい並ぶ一同を見渡して、

「不満はあるだろう。しかし、今、我々の取りうる最良の策はこれだと私は確信している。

　これより良い案──竜人ギオラムに一人の犠牲も出すことなく、結界実験を維持する案があるならばともかく、そうでないなら、この案に従ってもらう。

　よいな」

　むろんそんな、都合のいい案がそうそうあるわけはない。

　ゾムドの宣言に、高官たちは、ただただとまどい顔で沈黙するばかりだった。




「……くそっ！」

　だむっ！

　ひと声大きく吐き捨てて、バイルドは、手にしたカップを、乱暴にテーブルに叩たたきつけた。

「おやじ！　もう一杯だ！」

　バイルドの剣幕に、年老いて瘦やせた竜人ギオラムが、すぐさま無言で酒の瓶を持って来る。

　町の場末にある安酒場でのことである。

　バイルドは今は、鎧よろいはむろん、軍服も着てはいない。

　彼はここに、ヤケ酒飲みとグチこぼしのためにやって来たのだ。軍服のまま、白輝帝ライラ・ギオラム批判のせりふをばら撒まくわけにはいかない。

「──くそっ！　何が『他に案がなければ』だ！　結局は人間が怖いのだろうが！　自分の臆おく病びようさを任務のために置き換えよって！」

　ぶつぶつとつぶやきながら、かなりの急ピッチで酒のグラスを空ける。

「……だいぶ荒れておいでですな……」

「何か言ったか!?」

　横からかけられた声に、バイルドが、大声を上げてそちらをふり向けば、一体いつの間にやって来たのか、すぐそばのテーブルに、静かに座する竜人ギオラムが一人。

　浮浪者か何かと間違えそうな、汚れた服を身に纏まとい、頭からは、やはりぼろ布同然のフードをすっぽりとかぶったまま、顔を隠すようにうつむいている。

　──どこかで聞いた声のような気はしたが、酔いの回ったバイルドには、それが誰だったか、とっさには思い出せなかった。

「何か言ったか、と聞いたのだ！　答えよ！」

　声を荒らげ、わざわざその竜人ギオラムのいるテーブルへと座を移す。

　ほかの客たちも店の者も、触らぬ神になんとやら、とばかり、遠まきにして見ているだけである。

　フードをかぶった竜人ギオラムは、やはりうつむいたそのままで、

「……その様子だと……白輝帝ライラ・ギオラムが人間との和平か休戦の話でもしたのかな……？」

「──!?」

　酔いが──覚めた。

　なぜそれを知っているのか、という驚きもあった。

　しかしそれよりも──

　思い出したのだ。彼は。

　これが誰の声だったか──目の前にいるのが誰なのかを。

「──お久しぶりですな。バイルド将軍」

　ようやく彼は顔を上げ、バイルドに向かって小さな笑みを浮かべた。

「……ベ……ベヅァー……殿……!?」

「いずれ、こうなるとは思っていたが……ま、予想通りといったところだな」

「どういう……！　……どういうことですか!?　なぜ休戦のことを……!?」

　大声を上げかけたのをなんとか抑え、バイルドはベヅァーに問いかけた。

　彼は混乱していた。

　以前ベヅァーは、白輝帝ライラ・ギオラムを無視して黄金王グレア・ギオラムから兵を借り受け、人間の町を襲撃し、結果、結界区域に危機を招くこととなった。

　今では、見つけ次第取り押えるよう、白輝帝ライラ・ギオラムから通達が回っている。

　当然、この場でベヅァーを捕まえ、城へと連行するのが、軍人としての義務である。それはバイルドにもわかっている。

　わかってはいるが──

　──それならなぜ彼は、わざわざ自分から私の前に現われた？　それになぜ、休戦のことを知っている？　『いずれこうなると思っていた』とはどういう意味か？

　酒が入っていたせいもあるだろう。軍人としての義務感に、疑問と好奇心が勝った。

「──なぜ私が、兵を率いて人間どもを襲ったと思う？」

　バイルドの問いには答えず、ベヅァーは逆に問いかける。

「それは──人間どもが憎かったから……」

「むろん、それもある。

　しかしそれ以上に──私はあの頃から、ずっと恐れていたのだよ。白輝帝ライラ・ギオラムが、人間との和平か休戦を望むのではないか、と」

「あの頃から!?」

「そう。町の人間どもが一斉蜂ほう起きをする、そのすこし前。

　当時白輝帝ライラ・ギオラムが考えていたのは、結界実験を継続すること。そして極力被害を出さぬこと、だった。

　その頃から、予感はしていたのだ。

　白輝帝ライラ・ギオラムが、人間との休戦を考えるのではないか、とな」

　噓うそ──だった。

　ベヅァーが、白輝帝ライラ・ギオラムに休戦の考えがあることを悟ったのは、しばらく前。酒場での噂うわさ話ばなしに、ゾムドが本国へ帰っていると聞いてのことである。

　しかし今のベヅァーには、噓をついているという罪悪感はもとより、その自覚さえない。

　彼の頭の中では、すべてのできごとは、自分の行動の正当化のためにねじ曲げられていた。

「実験の継続と、兵に被害を出さぬことを考える。それが悪いとは、むろん思わん。

　だが──

　何を失うこともなく、何かを得ることなどはしょせん不可能。

　たしかに休戦をすれば、結界の実験も続けられるだろう。兵にも被害は出ない。

　そのかわり──

　こちらからそれを申し入れることによって、我々は、竜人ギオラムとしての誇りを失うのだ。永遠に」

「…………」

　ベヅァーのことばに、思わずバイルドは沈黙した。

　もともとバイルドは軍人の家系。『誇り』だの『名誉』だのということばには弱い。

　──もっとも、ベヅァーがそこまで計算して言ったのかどうかはわからないが。

「そのようなことだけはあってはならん。しかし私が何を言ってみたところで、白輝帝ライラ・ギオラムが耳を貸すはずもなかった。

　なら──どうすればいい？

　簡単なことだ。

　白輝帝ライラ・ギオラムを説得できぬのなら、人間どもの方が、和平だの休戦だのに応じる気を失くすようにしてやればよいのだ。

　我々竜人ギオラムに憎悪を抱かせることによって、な」

「……では……！　あの無差別攻撃はそのためのものだと……!?」

「そういうことになるな。

　──むろん、人間への憎悪がなかった、と言えば噓になるが」

「し……しかし……しかし……！」

　混乱する頭で、バイルドは必死に考える。

　たしかにベヅァーの言うことが真実だとすれば、その行動にも納得がいく。それにバイルドは、心情的には、白輝帝ライラ・ギオラムより、むしろベヅァーに近いものがある。

　だが──

「しかし──あなたの下にいた者の言いようによれば、あなたの行動はとても正気のものとは思えなかった、と……

　それに結局、あなたの無差別攻撃は、結界区域に、人間どもの軍を招き寄せることとなったのですぞ！」

「結界区域に被害はなかった」

「それは結果論です！」

「人間どもが結界区域を攻めた時、私がわざわざ近くの町を襲撃したのは──偶然だったと思っているのかな？」

「……え……？」

　ベヅァーのことばに、一瞬沈黙するバイルド。

　もちろん本当のところは、偶然にしかすぎなかったのだが──

「それではまさか──人間どもを引きつけるために、わざと近くの町を襲撃した……と？」

「実際に、人間どもは町の方へとやって来た。結界区域の攻撃を中断して、な。

　あの時、もし逆に、私が結界区域の援護に向かったとしたら、おそらく、塔の一つも陥おとされていただろう。

　なら逆に、人間どもを別の場所に引っぱり出せばいい。

　あとは、町の戦いで、こちらが敗れてみせれば、無差別襲撃に対する人間どもの危機感も消え、我々竜人ギオラムへの憎悪だけが残る。

　となれば当然、人間どもは、結界区域には攻めて来ず、私が潰つぶした村や町の復興に尽力するだろう。

　つまり──しばらくは、この結界区域が襲撃を受けることはない、ということだ。

　人間どもの町が復興するまで……おそらく、来年の春か夏までは」

「…………」

　思わずことばに詰まるバイルド。

　あの事件のことは、むろんバイルドとて知っている。

　しかしベヅァーは、事実をねじ曲げて噓うそをついているわけではない。

　表に現われた事実はそのまま。その動機となる自分の心情に関してを、すべて噓で塗り固めたのだ。

　だが、人の心など読めないバイルドに、それを悟ることは無理だった。

「結界区域に帰ることもなく、仲間の補給物資を奪うようにして、ひたすら人間どもを攻撃する──

　たしかに私のあの行動は、兵士たちから見れば異常なものと映っただろう。

　だが、なぜ結界区域に帰らなかったかは、以前、貴殿にも説明したと思うが？」

「……たしかに……

　白輝帝ライラ・ギオラムからの干渉を避けるため、ということでしたな。

　しかし、それならばそうと兵たちにも言ってやれば……」

「言えると思うか？　『白輝帝ライラ・ギオラムが人間との和平休戦を目もく論ろんでいるふしがある。それを防ぐために人間どもを襲撃するのだ』などと？

　下手をすれば、白輝帝ライラ・ギオラムへの不信感からクーデターさえ起こりかねんぞ。

　そうなれば、竜人ギオラムに害を為し、人間どもを利するのみ。

　ならむしろ、私に不信感を抱かせておく方がよほどましというもの。

　そう判断したまでの話。

　──それとも、バイルド殿、私は、竜人ギオラムの誇りが地に陥おとされることに気づきながらも、黙って白輝帝ライラ・ギオラムの命に従っていた方がよかったのかな？

　かりに貴殿が私の立場ならどうする？」

「……いや……それは……」

　逆に問われて彼は口ごもる。

「……た……たしかに私としても、感情的には、白輝帝ライラ・ギオラムのお考えには賛同しかねるところもございます。

　しかし……私は軍人。

　今回の計画が、白輝帝ライラ・ギオラムの意志のみならず、本国の黄金王グレア・ギオラムの承諾を得たものとあれば……」

「黄金王グレア・ギオラムの御心は、私にもわからん」

　消え入るようなバイルドのことばを遮り、ベヅァーは言った。

「今回の結界実験が、どれほどの意味を持っているのかも、な。

　むろん、浅からぬ理由はあるのだろう。

　しかし──

　それは果たして、竜人ギオラムとしての誇りと引き換えにせねばならぬほどのものなのか？」

「…………！」

　──もはや──

　完全にベヅァーのペースに巻き込まれたバイルドに、ことばはなかった。

　彼は知らなかったのだ。

　狂った者は、時として、普通の者以上にまともに見える、ということを。

「確かめるが、やはり白輝帝ライラ・ギオラムは休戦の交渉をするつもりなのだな？」

「……たしかに……今日、その発表がありました……」

　呻うめくように答えるバイルド。

「やはりな……

　私の思惑通り、人間どもが、休戦の提案をはねつけるならそれでよし。

　しかし──

　もし人間どもが承諾するようなことがあれば──

　私は、全力をもってそれをたたき潰つぶす」

「!?」

　バイルドは、思わずベヅァーの顔を見つめた。

　かまわずことばを続けるベヅァー。

「むろん──人もおらん。どれだけのことができるかもわからん。

　それでも私はやる。必ず」

「……ま……まさか……」

　かすれた声でつぶやくバイルド。

「私に……その手助けをしろ、とでも……？」

「貴殿がどうするかは、貴殿の自由」

　しかしバイルドの予想に反し、白い竜人ギオラムはあっさりと言った。

「誇りを捨てて命に殉じ、私を止めるもよし。竜人ギオラムとしての誇りを守ろうとするのもまたよし──貴殿の心のままに生きるがよかろう」

　ベヅァーは静かに席を立ち、酒の代金をテーブルの上に置くと、そのままバイルドに背を向けて、何事もなかったかのような足取りで店を出ていった。

　あとはただ──

　すっかり酔いも覚めたバイルドが、ただひとり取り残されるのみ。

「……竜人ギオラムとしての誇り……か……」

　胸の奥に、重いしこりを残したままで──




「……絶対何かあったわね……」

　寮の食堂で、ひさかたぶりに、まずい定食をぱくつきながら、エリはぽつりとつぶやいた。

　時間がすこしズレているのと、あいかわらずの味のせいで、彼女のほかには食堂に人の姿はない。

　冬休みを目前にひかえた──とある日曜の、昼をやや回った頃のことである。

　今日。

　いつもの時間になっても、レックスからの召喚はなかった。

　五分待ち、十分待ち──昼になっても、その状態には何の変化もなく、しかたなく、昼食をとることにしたのだ。

　外食、といきたいところではあったが、いつあちらに召喚されるかわからない。ほかの客や店の主人の目の前で、いきなり姿が消えたりしようものなら、それこそ大騒ぎになる。

　そこでしかたなく、料金先払いで人の目もない、ここでの食事となったのだ。

　召喚の時間が遅れた、というのは、何も今回がはじめてではない。

　以前まえにも一度──

　白い竜人ギオラム、ベヅァーが兵を引き連れて、村や町を無差別攻撃した時もこうだった。

　あの時は、いつもの時間──日曜の午前十時から、三十分ばかり遅れて召喚された。

　しかし今回のこの遅れようは……

「まさか……クルーガーやレックスたちに何かあったんじゃあないでしょーね……？

　またあの、ベヅァーとかいう白いのがかかわってたり……？

　──それともひょっとして……！」

　エリの頭に、ある考えがよぎった。

　しばらく前、クルーガーに、『こちらの世界で暮らさないか』と誘われたことがあった。

　あの時は、この世界から逃げ出したい、という思いを見透かされたような、なんとなく気まずい思いがしたせいで、適当にことばをにごしたが──

　あれはひょっとして──自分が何度もこちらとあちらを往復することで、何らかの不都合が生まれたのではないか──

　そう思ったのだ。

　……考えてみればありがちよねー。『二つの世界の繫つながりが薄くなってきている。いずれは魔道を使ってさえ、双方の世界の行き来は不可能になる』とか。

　──けどそれなら、クルーガーじゃなくてレックスの方から話があってもよさそうなもんだし……

　あるいはレックスの負担が大きいとか……自分からは言い出せないもんで、かわりにクルーガーが……

　……って、そんなことになってたら、クルーガーが言い出すより先に、バイザーのおっちゃんあたりが、面と向かって文句つけてくるはずだし……

　あれこれと頭を巡らせるが、むろん、考えてどうなるものでもない。

　とりあえず部屋に戻ろうと、食べ終えた食器を載せたトレイを手にして、いすから立ち上がりかけたその瞬間。

「──え……？」

　睡魔にも似た感覚が、エリの全身を包み込み──




　──かちゃんっ。

　食器の落ちたような音に、食堂の奥から、賄いのおばさんが顔をのぞかせた。

「…………？」

　彼女は無言で眉まゆをひそめる。

　無人の食堂。テーブルの上にぽつんと置かれた、食器の載ったままのトレイ。

　それはわかる。

『セルフサービス』とでかでかと貼はり出してあるにもかかわらず、自分の食べた食器の後片づけさえできない者はたまにいる。

　しかし──

　ちょうどトレイが置きっぱなしにしてある場所の床に落ちている、丸まった毛布のようなものは一体……？

「……何だね？　こりゃあ？」

　近づいて調べてみれば、それはまぎれもなく──ただの丸まった毛布だった。

　一応ちゃんと洗ってはあるようだが、かなり古く、決して見た目もきれいなものではない。

「……ゴミ……なんだろうかねぇ……？

　食器はほうり出しっ放し、ゴミはこんな所にほったらかし……

　……ったく……最近の若い娘こは……」

　何やらぶつぶつ言いながら、それでも彼女は、毛布と食器のかたづけにかかった。




「をうっ!?」

　気がつくと、立ち上がりかけた姿勢のまま、エリは見慣れた場所にいた。

「わた……たっ……！」

　多少よろけながらもなんとかバランスを立て直す。

　食器とトレイは──持っていない。『来た』と思ったその瞬間、手を離したせいだろう。

　どうやら少なくとも、食器泥棒の名を着ずにすんだようである。

「ちょぉぉぉっとぉぉぉっ！」

　エリは魔法陣の描かれた台座を飛び降り、目の前に佇たたずむ魔道士、レックスに詰め寄った。

「一体何があったのよ!?　これだけ呼び出す時間が遅れるなんて！

　まさかとは思うけど、これでもし『忘れてた』なんてことだったりしたら怒るわよっ！　あたしはっ！」

「そうじゃあありませんってば！　会議だったんですよ！

　お察しの通り、事件がありまして……」

「──事件……？」

　レックスのことばに、エリは真顔になって、

「ひょっとして……また攻めて来たの？　竜人ギオラムが？」

「いえ──そうじゃあありません。

　今度は──

　休戦を申し込んで来ました」

　…………

「は……？」

　レックスのことばにエリの目が点になる。

　そういえばラーディーが、以前まえに、和平がどうとか言っていたのをおぼえている。

　しかし──まさか本当に、しかも竜人ギオラムの方から休戦の話が来ようとは。

「ひょっとしてエリさん、そちらの世界には『休戦』ってことば、ないんですか？」

「いやもちろんあるけど……

　でもなんでいきなり竜人ギオラムの方からンなことを？」

「わかりません。だからこそ、朝からずっと会議がもめてるんです。

　ようやっと中休みになって、あなたを呼び出したんですが……もう少ししたら会議が再開します。

　そういうわけで、すみませんが、今日はご一緒できませんので」

「……ふーん……そいじゃあしかたないわねー……

　それで、どうなの？　話し合いは？

　休戦とかって話になりそう？」

「まあ無理でしょうね」

　レックスは、エリの問いにあっさりと答えた。

「あちこちの町に散らばった将軍たちも集めて会議をしているんですが……『今さら休戦とは何だ!?　ふざけるな！』というのが大半の意見ですね。

　私も戦争はきらいですが、それでもやはり、何をいまさら虫のいいことを、というのが正直な感想ですね」

「ンじゃあなんだってそんなに会議がもめてるわけ？」

「休戦うんぬんというよりも、竜人ギオラムたちが、何の目的でこんな申し入れをして来たのか、というのが論点になっていましてね。

　今から二、三日前に、竜人ギオラムたちの兵士たちが単独で、あちこちの村や町に、休戦提案の書状をばら撒まいたんです。

　当然その書状は、クルーガー殿下のもと──つまり、この町に届きます。

　つまり竜人ギオラムは、私たちの本部がどこにあるかを探るために、そんな書状をばら撒いているのではないか、という説も出ています。

　しかしそれにしては、監視や尾行の竜人ギオラムの姿が見当たらなかったらしいです。

　ほかに、冬の間、こちらの動きを封じる時間かせぎのための手段ではないか、とか、和平の席でこちらをだまし討ちにする気ではないか、なんて説も出てますね」

「ふーん……

　でも案外、竜人ギオラムたちの方はけっこー本気で休戦申し込んで来てるんだったりして」

「……あのですねぇ……

　二年前──いや、そろそろ三年になりますが……いきなり城を奇襲して、国を乗っ取るような真似まねをした連中ですよ。

　それが、今さらしおらしく休戦なんか持ちかけて来るわけないでしょう」

「……そーゆーもんかなー……」

「そういうものです。

　それに、もし竜人ギオラムが本気で休戦を望んでいたとしても、受けるわけにはいかないでしょう」

「なんで？」

「当り前じゃないですか！　竜人ギオラムたちの襲撃で、私たちは、国王と王妃をはじめ、多くの被害を出しているんですよっ！

　それを、降伏ならとにかく、ただの休戦を申し込まれたからといって、はいそうですか、と受けられると思いますか!?」

「これ以上被害出るよりいーじゃない」

「…………！」

　あっさりと言われて、レックスは、思わず一瞬口ごもる。

「たしかに……たしかにその通りです。

　これ以上被害を出したくはない。戦いを続けたくはない。

　私も──いえ、私だけでなく、ほかのみなさんもそう考えているでしょう。

　けど──それはあくまでも客観論、理想論です。

　もしもエリさんの身近なひとが、竜人ギオラムに殺されていたとしたら──

　それでもあなたはやはり、これ以上被害が出るよりはいいから、竜人ギオラムたちを許して休戦を受け入れろ、と言えますか？」

「…………」

　今度はエリが口ごもる番だった。

「それに、休戦を受け入れる、受け入れないというのは、あくまでも、竜人ギオラムが、本気で休戦を申し込んで来ているのなら、の話でしょう？

　また、仮に実際、休戦が成り立ったとしても、ですよ。いざとなったら竜人ギオラムは、ためらいもなく、私たち人間との約束なんて破り捨てて、攻撃をしかけてくるでしょうね」

「そーいうもの……なんだろーな……やっぱし……」

　レックスのことばに、エリは、うなずかざるをえなかった。

　もとの世界をかえりみれば、同じ人間同士でさえ、寝返り、反乱、協定違反。結んだ約束の反ほ古ごなど、いつの時代も絶えたことはない。

　それを、人と竜人ギオラムとの間に和を結び、信頼し、守れ、などと言ってみたところで、実現しようはずもない。

「……そーよね……

　けど──けどさ、たとえ憎しみが消えなかったとしても、よ。

　ずっと戦争してるよりは、噓うそでも一時的でも、戦いのない時期があった方がいいよーな気がするんだけど」

「…………」

　言われてまたまたことばに詰まるレックス。

　たしかに、このまま戦いを続けたとしても、国は疲弊するばかりである。

　竜人ギオラムを恐れ、ほかの国へと逃げる者もいる。町や村が竜人ギオラムに襲われることもある。

　実際の話、以前のベヅァーの襲撃事件でやられた村や町の復興のめどさえいまだに立ってはいなかった。

　かりにこのまま戦いが続き、竜人ギオラムたちを追い出すことができたとしても、その時国は、一体どれほどの打撃を受けていることか……？

「……噓でも一時的にでも……ですか……」

　しばしの沈黙のあと、レックスは、ぽつりと小さくつぶやいた。

「そうかも……しれませんね……

　けれど──

　どうやって戦いを終わらせるか。

　その決断は、私たちが、そしてクルーガー殿下がしなければならないんですよ。

　なぜなら──

　ここは、私たちの国なんですから──」

　言うレックスに、しかしエリはジト目を向けて、

「……ンな立派なことしみじみ言ってるけど……

　最初、異世界の人間呼び出してなんとかしてもらおう、なんて他力本願なこと考えてたのどこの誰よ？」

「……うっ……!?　い……いやまあ、あの時はあの時、ということで……

　あの時とは私も変わりましたし、何とかしてもらおうと呼び出したのが……」

「……何か言いたそうね……」

「いえ別に……

　と……とにかくそういうわけで、すみませんが、お一人で行動願います。

　監視がないからって、あまり無茶はしないでくださいよ。……まさか、『会議に参加させろ』なんて言い出さないでしょうね？」

「じょーだん。『会議』なんて、聞いただけで眠そうなの、まっぴらよ。

　それより夕方、ちゃんとあたしを帰せるの？」

「それは──大丈夫でしょう。

　その頃には会議も終わっているか──もし終わっていなくても、やっぱり中休みくらいはあるでしょうし。

　……まあ、多少時間がずれることはあるかもしれませんけれど」

「オーケイ。なら夕方に、ね。てきとーな時間になったら帰って来るから。

　そいじゃあっ！」

　無意味に手を上げて、地上へ続く階段を昇るエリの後ろ姿を見送って、レックスは、ただ静かに佇たたずんでいた。




「──それで？」

　レックスの話が終わるのを待って、冷たい口調で言ったのは、い並ぶ将軍たちの中の一人だった。

　ほかの将軍たちのほとんども、しらけた視線を彼の方へと向けている。

　クルーガーたちのアジトとなっている神殿の会議室。

　部屋の中央、大テーブルには、クルーガーやバイザー、ロッドゥェル、レックスをはじめ、各地から集まって来た将軍たち十数人が、不機嫌な顔を並べていた。

　会議が再開されたそのあと。

　レックスは、エリの言っていたことを一同の前で言ったのだ。

　なんとかこれを利用して、竜人ギオラムとの戦いに終止符を打つことはできないだろうか。

　かりそめの平和でも、永遠の戦いよりはましなのではないか、と。

　しかしそれに返って来たのは、冷たい視線だった。

「レックス殿のおっしゃりたいことはわかる。

　たしかに我々とて、戦いを長引かせたい、などと思ってはおらん。

　──しかし、だ。

　まさか本当に、竜人ギオラムの休戦の話を真に受けて、交渉にのぞめ、とでも言われる気ではあるまいな？」

「……いや……それも面白いかもしれんの……」

　言ったのは、レックスではなく、老将軍ロッドゥェルだった。

「面白い、ですと!?」

　まともに面くらった表情で、将軍のひとりが声を上げる。

「さよう。

　昼前の会議では、竜人ギオラムが何をたくらんでいるか、のみに目が行ってしもうたが、たしかに、それを逆手に取る、という方法もありますな。

　竜人ギオラムと仲良くしよう──とは言わんが、向こうが休戦を申し込んで来たのなら、それを受けてみるもまた一興」

「『また一興』ではありませんぞっ！

　策であろうと何であろうと、今さらのように申し込んできた休戦に応じるなどと！」

「まあ、お聞きくだされ。

　昼前の会議でも話にのぼったが、竜人ギオラムたちが休戦を申し入れたことに何かの策があるとすれば、時間かせぎ、もしくはこちらの核となるクルーガー殿下を、交渉を理由におびき出し、亡きものにせんとの企み──

　おそらくはそんなところじゃろうな。

　そうと決めつけて、休戦の話を蹴けることはたやすい。

　しかしそれでは、ただそれだけのことで終わる。

　考えてもみられよ。

　もし竜人ギオラムどもの目的が、時間かせぎにあるならば、じゃ。

　奴らはどうあっても、一度は休戦の協定を結ぶ必要がある。

　ならばその交渉で、できうるかぎり、こちらに有利な条件をつきつけてやればよい。

　それで交渉が決裂すれば、単にそこでしまいになるだけの話。

　逆に休戦ということとなれば、竜人ギオラムたちにも時間を与えることにはなるが、こちらにも時間ができる。

　村や町を再建し、国を立て直し、力を蓄える……

　やらねばならぬことは山ほどある。

　時間が経てば経つだけ、こちらが優位になるように、休戦の条件をつきつければすむだけのこと」

「し……しかし……！

　たしかに時間が経てば、国力も、少しずつは回復します！

　だがそれを待たずして、春になった頃に、竜人ギオラムたちの本国から、大規模な増援がやって来たりしようものなら、それこそひとたまりもありませんぞ！」

「増援が来れば、の話ですな。だがおそらく、そんなものはない」

　いともあっさりと言い切るロッドゥェル。

「竜人ギオラムの増援がない!?」

「さよう。

　そんな余力があるのなら、わしらが塔を陥おとした時点で増援がやって来ているはず。

　以前、白い竜人ギオラムが増援を率いてやって来た時があったが、それとて、実際にはそれほど絶対的な数ではなかった。

　──つまり、竜人ギオラムの本国には、こちらにはあまり戦力を割けん理由があるのじゃろう。

　なら、たとえ冬を越したところで、向こうが圧倒的に有利になる、ということはなかろう。

　そしてもう一つの可能性──つまりこれは、クルーガー殿下をおびき出す策ではないか、ということじゃが……

　それに関しては、交渉の席に、殿下がお出にならなければよいだけのこと」

『……なっ……!?』

　将軍たちの、驚きの声がハモった。

「……こ……交渉の席に出向かぬなど……！　殿下をないがしろにする行為！　前代未聞ですぞ！」

「竜人ギオラムに王国を襲われるのも、その竜人ギオラムから休戦を申し入れられるのも、十分に前代未聞じゃと思うが」

「そ……それはそうですが……！

　それに、竜人ギオラムどももそれでは納得しますまい！」

「納得させればよかろう？

　竜人ギオラムたちとて、まさか本国から国王が出向いてくるわけではあるまいて。

　ならばこちらも、殿下がお出向きになる必要はない、とな。

　それに──」

　ロッドゥェルは、口もとにかすかな笑みを浮かべ、

「竜人ギオラムたちは、我々人の顔の見分けはつかぬとか。

　殿下の替え玉を立てるなり何なり、竜人ギオラムたちの目をあざむく方法はいくらでもある」

「……む……むう……」

「──それならいっそのこと──」

　別の将軍が横から口をはさむ。

「逆にこちらが、休戦交渉の場を利用して、竜人ギオラムどもの要人を討つ、というのはいかがですかな？

　竜人ギオラムどもはそれを卑ひ怯きようとそしるかもしれませんが、そうと言うなら、我々の城に夜襲をかけ、民びとを奴隷として使った竜人ギオラムたちこそ卑怯の窮み。

　なんら気にやむ必要はありませぬ」

「おお！　なるほど！」

「それはよいかもしれませんな！」

　口々に賛同の声を上げる将軍たちの中で、しかしロッドゥェルはしぶい顔で、

「……いや……それはやめておいた方がよいじゃろうな……」

「なぜです!?　うまくゆけば、このあたりにいる竜人ギオラムの頭を潰つぶすことができるのですぞ！　さすれば竜人ギオラムとて引き上げましょう！」

「──そうかのぅ……」

「そうですとも！」

「ならお伺いするが、もしもあなたのお身内が、あるいは要職にある部下が、遠征の、休戦交渉の席で討たれたとなれば、どうなさいますかな？」

「……え……？」

「おそらくは、その相手を捨て置きはしますまい。

　竜人ギオラムとても、おそらくそれは同じこと。とくに彼らは、我ら人間のことを軽く見ておるきらいがある。その軽視している人間が、国の要職にある者を、休戦交渉の席で討ったとあれば、彼らもムキになろう。

　それこそ、ほかの事をも顧みず、全力で我らを討ちにかかるじゃろう。

　たぶん兵であろうと、民であろうとおかまいなしに、な。

　そうなれば、はたして持ち堪こたえることができるかのぅ……？」

「…………」

　その問いに、将軍たちは沈黙した。

　かつてのベヅァーの、散発的──というか、発作的な襲撃事件の時にさえ、ほとんど致命的に近い被害を受けたのだ。

　これでもし、相手が組織立って同じことをすれば、被害はどれほどのものになるか──

「──わかった──」

　その沈黙を破ったのは、それまでずっと黙したまま、一同のことばを聞いていたクルーガーだった。

「いずれにしろ、休戦の申し出には応じる。そう答えることになるな」

「お待ちください殿下！

　お恐れながら、それでは王国の名に傷をつけることになりますぞ！」

　また別のひとりが口をはさむ。

「相手は我が国を奇襲し、王と王妃を亡きものにした竜人ギオラムですぞ！　それだけの目に遭わされながら、いくら方便とはいえ、竜人ギオラムどもとなれあうなどと……

　それでは、国の面目が立ちませぬ！」

「……ほう……なら、休戦などははねつけて、竜人ギオラムとはあくまでも徹底交戦、力をもって敵を排除した方がよい、と言うのか？」

「むろんです！」

　きっぱりと言い切るその将軍に、しかしクルーガーは冷たい視線を向けて、

「──なるほど。ではかりに徹底交戦をして、今いる竜人ギオラムを退しりぞけることができたとして、そのあとはどうなる？」

「……そのあと……ですか……？」

「そう。かりに力で竜人ギオラムを退けることができたとして、その時にはこちらも相当国力を消耗しているはずだ。

　もしそこに、ロッドゥェルの言っていたように、ムキになった竜人ギオラムたちの第二派が来ればどうなる？

　かりに竜人ギオラムが攻めて来なくても、だ。

　近隣の王国の中には、このファインネル王国の領土を狙ねらう国もあるかもしれん。

　そういった国が、弱りきったこの国を見過ごすと思うか？」

「……そ……それは……」

　問われてその将軍は口ごもる。

　実際、竜人ギオラムが攻めてくる以前にも、国境の問題でごたついたり、ほかの国があれこれと言いがかりをつけてきたりしたことはいくどもあった。

　それらは幸い、たいして大きなことにはならずにすんだが──

「露骨に戦いをしかけて来なくても、だ。

　援助の名目でこの国に入り込み、じわじわと国を乗っ取ろうとするところもあるだろう。

　しかし。

　たとえかりそめにだろうと思惑含みだろうと、竜人ギオラムと休戦し、手を結ぶふりをすれば、他の国もおいそれと手は出せなくなる。

　へたにちょっかいをかければ、竜人ギオラムをも敵にまわすことになるからな。

　その、竜人ギオラムへの警戒心を利用して、ほかの国と友好条約でも結んでおけば、やはり竜人ギオラムたちとて、かんたんに休戦協定を破って攻め込んでくることはできなくなる。

　つまり、竜人ギオラムたちを利用して、この国の安定を図るわけだ。

　そうとなれば、休戦というのが一番の手だと思うのだがな？」

「そ……それはそうかもしれませぬが……！

　しかし……悔しくはないのですか!?　殿下！　竜人ギオラムと手を結ぶなどと……」

「悔しくない、とでも思っているのか？」

　問われて将軍は口ごもった。

　クルーガーのことばのうちににじむ怒りを感じ取り。

「私は──父と母とを亡きものにされたのだぞ……

　むろん、かたきが討てるものなら討ちたい。

　しかし……私がほんとうにしなければならないことは何だ？　この国を治めることではないのか？　父より受け継ぐこの国を発展させることではないのか!?

　かたきを討つため、国の面メン子ツを守るため、国そのものを潰つぶすわけにはいかん！

　そうではないのか!?」

「…………」

　クルーガーのことばに反論できる者はいなかった。

　ここに集まった者の中で、もっとも竜人ギオラムに反感を抱いている者のひとりが、まちがいなくクルーガーのはずだった。

　だが、その感情を押し殺してまで、考えうるベストの手段を取ろうとする──

　それを、弱気と取る将軍も、中にはいたかもしれない。

　しかしクルーガーは、戴たい冠かん式しきこそまだすませてはいないものの、間違いなく、彼らの王となるべき人間なのだ。

　その彼に向かって、国を滅ぼす危険を冒しても戦え、などと言えるわけはない。

「……決まり……だな……」

　長い沈黙を断ち切って、ぽつりとつぶやいたクルーガーの口調には、しかし、かすかに苦いものが混じっていた。




「……休戦する……って、なんか、昼とは話が違うわねー」

　あたりを歩きまわり、夕方になって帰ってきたエリは、レックスからの話を聞いて、あきれた口調で言った。

「いや……私も、まさかこうなるとは思わなかったんですけどね……」

　レックスは、ぽりぽりと頰ほおのあたりを指で搔かきながら、

「午前中はたしかに、『竜人ギオラムはなにかをたくらんでいる。一体何をたくらんでいるか』という話だったんですけど……

　昼からの話で、『相手がそのつもりなら、こっちも相手の策を逆手に取ってやろう』という話になりまして……

　それでそのうち、クルーガー殿下の、ツルのひと声という奴で決まってしまいまして……」

「ふーん……

　ま、よかったじゃない。何はともあれ、休戦っていうことになれば、一応すべてはめでたしめでたし、なんでしょ？」

「そんなに単純なら楽なんですけどね……

　竜人ギオラムが何をたくらんでいるのか、はっきりとわかったわけじゃあありませんし。

　こちら側にしても、将軍たちの中には、休戦を快く思わないかたもいらっしゃいますし、何より、クルーガー殿下のお心は複雑でしょうね」

「クルーガーの心って……

　あ……そー言えば、クルーガーのお父さんとお母さんって、竜人ギオラムの襲撃で……

　……そーか……そーよねー……」

「そういうことです」

「けどまあ……はくじょーな言い方になるけど、このまま戦いが続いて、双方に死人が出まくるよりはいーじゃない」

「……本気で薄情ですよ……そのセリフ……」

「悪かったわね。

　──とにかく、次にあたしがこっちに来た時には、その話ももーちょっとどーにかなってる、ってわけね」

「ええ。いい方向に進んでくれればいいんですけど」

「ま、きっとなんとかなるわよ」

　無責任な安うけあいをして、エリは、ぴょこんっ、と召喚の台座の上へと飛び乗った。

「もちろん──なんとかしてみせますよ。

　では──送ります」

　言ってレックスは呪じゆ文もんを唱える。

　こればかりは通訳のサークレットでも訳せないのか、意味不明の呪文の詠唱が進むとともに、台座の四方に置かれた宝珠が虹色の光を放つ。

　睡魔にも似た感覚が、エリの全身を包み込み──




　次の瞬間。

「をわっ!?」

　がさしゃぁっ！

　いきなり足をすべらせて、エリはその場にしりもちをついた。

　すでに陽は落ち、蒼あお黒ぐろい夜空と立ち並ぶ灰色グレイのビルを背景に、塀の外の街灯が、つくりものの光をあたりに撒いている。

「──を？」

　エリはまばたきひとつして、あたりをきょときょと見回すと、ようやく事態を理解した。

「……ここって……寮の裏……」

　そう。

　そこは、いつものエリの部屋ではなく、寮の裏手のゴミ置場だった。

　ゴミの詰まったビニール袋のどまん中に、いきなり出現したのだ。

「……さてはなんかミスったわね……レックス……

　しっかし……今までぜんぜんこんなミスなかったのに……」

「……何やってるの……？　村瀬さん？」

　ぶつぶつ文句を言いながら、ゴミ袋をかき分けるエリに声をかけたのは、そばの勝手口から顔をのぞかせた、管理人のおばさんだった。

「……あ……いや……あはははははは[image: ]」

　無意味にカラ笑いを上げてから、エリはあわててがさがさゴミ置場からはい出すと、服の埃ほこりをはたきつつ、

「いやあの……ゴミ捨てに来たら、つい、足すべらせちゃって……」

「…………」

　しかしエリのいいわけにも、彼女に向けられた不審のまなざしは変わらない。

「えとあの……別にいたずらをしよーとか、そんなつもりありませんから」

「いいけどね……別に……趣味ってぇのは人それぞれだから……

　あんたがマント着てゴミ捨てしたって文句言うすじあいなんてないんだけど……」

　──はっ！

　そのひとことに、ようやくエリは、自分がマントを着た黒ずくめのままだということを思い出した。

　あちらの世界ならいざ知らず、今の日本でマントなど着てうろついている者など、警察に通報されても文句が言えないくらい怪しい。

「……あ！　いや！　これはその……！」

「けどまさか村瀬さん、変な宗教とかに入ってたりしないわよね？」

「しませんしません！　いやあの、前に学校のイベントで使ってて、肌寒いから羽織ってて、ついそのまんま出てきちゃったんです！　あははははははははは！」

「……まあ……いいけどね……なんでも……

　ゴミは散らかさないでおくれよ」
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　あからさまにうさんくさげな視線のままでそう言うと、管理人は、勝手口の奥へと顔を引っこめた。

　あとはただ、ゴミ捨て場のまん中に、憮ぶ然ぜんと佇たたずむエリ一人。

　──レックスぅぅぅぅ！　今度行ったら絶対死ぬほどおごらせるっ！

　にじむ街灯の明りを眺めつつ、エリはかたく心に誓ったのだった。




「……え……？」

　手にしたお茶のカップを宙に止めたまま、ラーディーは、やや間の抜けた声を出す。

「今……何て……？」

「だから……休戦を申し入れた、と言ったんだ。人間に」

　やや気まずそうな表情で、ゾムドは視線をそらして言った。

　結界内部の竜人ギオラムの町。

　今日も今日とて、ゾムドは城を抜け出して、ラーディーの家へと『息抜き』にやって来たのだった。

「……おやまあ……」

「『おやまあ』って……

　もう少し驚くとかなんとかしてくれ。張り合いがない」

「驚いてますよ。これでも十分。

　それに、別に私を驚かせるために休戦を考えたわけじゃあないんでしょう？」

「それはまあそうだが……」

「けど、休戦の話、といったって、どうやって告知したんです？

　彼らの王がどこにいるのか──どころか、王がいるのかいないのか、さえもわかっていないのに」

「四日ほど前になるか。いくつか書状をつくって、あちこちの村や町にばら撒まいた。

　これ以上の戦いは双方の被害をひろげるだけだ。こちらには休戦の用意がある。話し合う気があるならば、その旨の書状を、白翼の塔の跡に届けてほしい、とな」

　ゾムドは、カップのお茶をひと口すすり、

「以前におまえが『和平でもすればいい』と言った時があったろう。

　あの時は正直、ナンセンスな案だと思っていたのだがな。

　しかしよく考えてみれば、我々にとっても人間たちにとっても、それが最良の手段かもしれん、と思ってな。

　正直言って私とて、人間が、我々竜人ギオラムと同等だ、などとは思ってはいない。

　しかし、甘く見てかかれないことだけははっきりしている。

　戦いの能力はともかく、文化や知恵となれば話は別だ。

　──エリとか言ったな。以前おまえが奴隷として買った人間は。あのレベルの者がいるとなれば、彼らとつき合うことは、我ら竜人ギオラムの益にもなる。

　とはいえ、『和平をしよう』などと言ったところで、誰も首を縦に振るわけがない。

　だからことばをすり替えて、『休戦』にしたわけだ」

　得意げに言うゾムドに、ラーディーは小さく苦笑を浮かべ、

「なるほど、考えましたね。

　けど──休戦ということにしても、あちこちからの風当りは強いでしょう」

「ああ……

　実際、この話をした時には、将軍や文官たちもイヤな顔をしていたよ。バイルド将軍は面と向かって抗議してきたし。

　兄上を説得する時も、国の面メン子ツだの何だのを盾に取って、なんとか丸め込んだが……

　一歩間違えれば極刑ものと、正直言ってひやひやしたよ。

　将軍たちも、『国の名誉と王の命令』で、なんとか黙らせた。

　納得してくれたとは思わんがな。

　……さぞかし、あちこちに敵をつくっているだろうな。私は」

「けど、こうして愚痴を聞いてくれる味方もいるからいいじゃありませんか」

「……ああ……そうだな……」

　ゾムドとしては、ラーディーには、ただの味方、もと学友、以上の存在になってほしいのだが、いまだにそれは言い出せない。

　かわりに彼は、別の話を切り出した。

「もしこの休戦に、人間が、首を縦に振ったとしても、彼らはおそらく、城の返還を要求してくるだろう。

　それを突っぱねるわけにはいかん。そんなことをすれば、彼らはまずまちがいなく、休戦に同意はしないだろう。

　結界実験の継続が絶対条件のこちらとしては、城を明け渡し、かわりにどこかほかの場所で、実験を続行する、という手を取るしかない。

　だが──

　知っての通りこの結界、維持には塔三つで十分だが、張るのには、どうしても四本の塔が要る。

　そして、同じ数だけの、強力な術者が、な」

「…………」

　彼が何を言わんとしているかを察し、ラーディーは視線をそらし、うつむいた。

「三人は問題ない。残った青牙、黒爪、赤角の塔の術者をそのまま使えばいいだけだからな。

　しかし問題なのは──

　今は、白翼の塔のベヅァー殿がいない、ということだ」

「……知っています……」

「人間を憎悪し、暴走した挙句、いまはその行方、どころか生死もわからん。

　彼と同等以上のレベルの術者なら、ひとりだけ、心あたりがないでもないのだが……」

　……はう……

　ラーディーは、重いため息ひとつつき、

「……ストレートに言ったらどうです……？　協力してくれ、って……」

　ゾムドとラーディーは、かつては同じ竜人ギオラムを師とあおいだ、いわば学友である。

　当然たしなみのひとつとして、魔術の修練もしたのだが──

　その分野において、ラーディーは、群を抜いた──いや、ケタ外れの才能を示した。

　多少のひいき目はあるかもしれないが、ゾムドの見立てがおおむね正しければ、おそらく彼女には、城づきの魔道神官クラスの能力があっただろう。

　とはいえもともと性格が性格だけに、それを知識と技術、以上のものとして利用しようとはしなかった。

　彼女が求めたのは、『力』でも『権力』でもなく、ただ『知識』だったのだ。

　むろんそれだけの才能ならば、多少のノウハウを学ぶだけで、十分に、ベヅァーに代わって結界を張ることができるだろう。

　ゾムドはそう思っていた。

　しかし問題なのは、ラーディーが首を縦に振るかどうか、である。

「……おまえが、この結界実験に反対だったことは知っているつもりだ。

『お国のしごと』などというのが嫌いなことも、な。

　この実験に参加したのも、人間を直接その目で見たい、という好奇心と、結界実験がどうなるか、という野や次じ馬うま根性から──

　違うか？」

「おおむねその通りですよ」

　ゾムドの指摘に、ラーディーは、苦笑を浮かべてうなずいた。

「協力したくない、というのはわかる。

　だが……黄金王グレア・ギオラムを納得させたのは、結界実験はあくまで続ける、という前提の上で、だ。

　術者が四人揃そろわないなら、新たに結界を張ることはできん。

　なら、この城と町とを人間たちに明け渡すというのも無理な相談だ。

　そうなればおそらく──人間たちは、休戦には同意しない。

　頼む。

　おまえの力を貸してくれ」

　……ふぅ……

　ふたたびため息をつくラーディー。

　しかし今度のため息は、さきほどのものに比べるといくぶん軽かった。

「……結界を張る時だけ、ですよ。

　あとは知りませんからね」

「すまん。助かる」

　かるく頭を下げるゾムドから、ラーディーは、ややてれくさそうに視線をそらし、

「けど、新しい結界がどうこうと心配するよりも、まず問題は、人間たちが、休戦を受け入れてくれるかどうか、ですね。

　これで人間が話をはねつけて来たら、あなた、単なる笑い物ですよ」

「それは──賭かけだな。

　たしかに彼らは、我々に恨みを抱いて当然だろう。今さら休戦の話を持ちかけるなら、最初から攻撃をしかけるな、と思っても無理はない。

　実際、先に手を出したのは、我々竜人ギオラムの方なのだからな。

　ただ感情に走るなら、彼らはまちがいなく、今回の話を突っぱねて来るだろう。

　しかし知恵に重きを置くのなら、これを利用して、状況を有利にしようと考えるだろう。

　それでいいのさ。

　思惑含みだろうとかりそめだろうと、休戦は休戦。

　あのエリのことから考えると、人間には、そのくらいの計算をする頭はあるだろう」

　ぴぴくっ！

　半ば確信したゾムドのことばに、ラーディーの体がわずかにふるえた。

「……あの……聞きますけど、ひょっとして、人間との休戦がうまく行くだろう、っていう思惑の根拠は、あのエリを基準に考えて、のことなんですか？　ひょっとして？」

「むろんそうだが──それが何か？」

「いえ……私がついしばらく前まで、人間の幻を纏まとって、人間の町に行っていたことはご存じですよね。

　その時実は……

　私、エリに再会したんですよね」

「ほう。

　──しかしよく相手の顔がわかったな」

「いえその実は……相手のほうに先に気づかれてしまいまして……」

「ほう。相手の方が──」

　なにげなくあいづちを打ってから、一瞬ゾムドは硬直し、

「──って、ちょっと待て！　それはまさか、おまえが竜人ギオラムだということが気づかれた、ということか!?」

「当然そうなりますよね……」

「当然……って、お前それでよく無事に……！」

「彼女がほかの人間には黙っていてくれたんですよ。私が竜人ギオラムだ、ということを」

「黙っていてくれた……なぜ!?」

「私にもわかりません」

　ラーディーは、かるく左右に首を振り、

「けれども彼女が、他の人間たちとは少々──

　いえ、かなり毛色が違っていることだけはたしかです。

　町にいる人間の間でも、知名度は高いようでしたし、むやみにお金も持っていましたし、彼女のまわりにいる人たちも、どうやらただものではなさそうでしたし。

　性格の鷹おう揚ようさ。金銭感覚のなさ。あの知識。まわりをとり巻く人々。

　となると考えられるのは──

　彼女は、賢者とか貴族とか、国の要職にある人間だ、ということです。

　まわりのかたたちが、けっこうぞんざいな口をきいていましたから、彼女が女王、などということはないとは思いますが──

　ことによると、おしのびの王族、という可能性くらいはあるかもしれません」

　言って自分でうなずくラーディー。

　むろん言うまでもなく、とことんはずれである。

　当人やクルーガーたちが聞いたら、思わず自爆しそうな推理ではあったが、考えてみれば無理もない話であった。

　むしろあれだけの手がかりで、『実は彼女は、平和ボケした異世界からやって来た、のーてんきな女子高生である』などという、正気の沙さ汰たとも思えない事実を推測できたとすれば、そちらの方がよほどどうにかしている。

「……なるほど……王族か賢者、か……」

　ゾムドはラーディーの『推理』に深くうなずいて、

「ありえん話ではないかもしれんな。

　考えてみれば、お前のところにあのエリが来た時期と、奴隷解放のために外から人間たちの攻撃があった時期とが、妙に一致している。

　人間たちからすれば、塔を攻撃した方が効率はいい。逆に町を襲撃するとなれば、残った三つの塔から出た戦力に、挟撃される危険がある。

　それにもかかわらず──だ。

　もしあのエリが、人間たちにとって重要な人物だとすれば、だ。

　何かの理由で奴隷狩りにつかまったのを助け出すために、あの襲撃は計画された、とも考えられるな」

「たしかに──つじつまは合いますね」

　つじつまは合う。

　答えはかなり間違っているが。

「なるほど……」

　ゾムドは口もとでカップをかたむけ、ふと、中身が残っていないことに気づいてテーブルの上に置く。
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「それで、『あのエリを基準に考えるのは間違っている』ということか。

　しかし──だ。

　もしあのエリが、国の要職にある者なら、私の休戦の案の真意も理解してくれるのではないか？

　むしろ、こちらの案を受け入れてくれる可能性も高くなる」

「かもしれませんね……たしかに」

　無責任に重々しくうなずくラーディー。

　事情を知っている人間が見れば、目が点になるような情景だが、事情を知らないゾムドやラーディーにとっては、至極真ま面じ目めな話である。

　ゾムドはしばし考えて、

「……ならばいっそのこと、あのエリとかいう人間を、和平の席に招いてみてはどうだ？

　しばしこの町にも滞在し、我々竜人ギオラムのことも、多少は理解してくれているはず。

　となれば感情に走ることなく、交渉を進めることもできるかもしれん」

「いい案かもしれませんね」

　かくて──

　根本的なかん違いと誇大評価から生まれた、世にも恐ろしい案は、二人の間で真剣に検討されはじめたのだった。




「──ほう……」

　ぬらりっ、と、瞳に狂気の光を閃ひらめかせ、ベヅァーはひとり、つぶやいた。

　結界区域の端、かつてはベヅァーの駐留する、白翼の塔があったその近く。

　生い茂る木々の間が、最近のベヅァーの棲すみ処かとなっていた。

　竜人ギオラム本国から持って来て植えた、人には発音することのできない名を持つ樹の枝で、ベヅァーは彼方を見つめていた。

　一騎の騎馬が、枯れ草に埋まった茶色い草原を、こちらに向かって駆けてくるのが見える。

　乗っているのが人なのか、竜人ギオラムなのかは、この距離では判然としないが、この白翼の塔が人間に陥おとされて以来は、竜人ギオラムが、騎馬で結界を出たことはない。

　それにもはや、結界の外はかなりの寒さである。

　となれば騎馬の主は人間しかいない。

「……人間どもめ……恥知らずにも、休戦を受け入れる気になりよったか……」

　何日か前、数十にも及ぶ伝令兵があちこちに飛んでゆくのを、やはりベヅァーは今と同じこの場所から眺めていた。

　バイルド将軍から聞いた話と考え合わせれば、おそらくは、休戦を申し込む書状をばら撒まかせたのだろう。

　それに対する返事を、今、人間の伝令兵が携え、こちらに向かっている。

　人間に休戦の意志がないのなら、わざわざ使いをよこしたりせず、単に書状を無視するだけのはずである。

　にもかかわらず使いが来た、ということは、休戦に応じる意志があるのだろう。

　ベヅァーはそう読んだ。

「しかし──その使いが殺されれば、人間どもは、はたしてどう判断するかな……？」

　つぶやいて、ベヅァーは低い笑みを漏らした。

　人間の騎馬一騎など、ベヅァーにとっては、攻撃呪じゆ文もんの一撃で倒せる相手である。

　書状は焼きすて、死体は人間の目につくところにほうり出す。

　ちゃちな妨害ではあるが、それだけでも、人間たちの疑心暗鬼をあおり立てるには十分なはずだった。

　騎馬はだんだんと、白翼の塔のあとへと向かって近づいてくる。

　乗っているのは予想通り、人間の兵士だった。

　やはり竜人ギオラムに対する警戒心はあるのか、馬の歩みをゆるめつつ、結界のすこし手前で降り立つと、そろりそろりと、かつてはそびえる要塞塔だった、ガレキの山へと近づいてゆく。

　見慣れぬ植物の森にひそんだベヅァーの存在には、いまだ気づいてはいないようである。

「……ふっ……」

　ばさりっ。

　ベヅァーはかすかに冷笑を漏らし、白い翼を大きくひろげる。

　伝令の兵士が、はじかれたように顔を上げた。

　視線の向いたその先は──ベヅァーのいる方向ではなかった。

「──？──」

　その様子に何を感じ取ったか、ベヅァーはあわてて翼を折り畳む。

「伝令兵か？」

　竜人ギオラムの声が聞こえたのは、兵士が視線を向けた方──ベヅァーの位置からは、生い茂る樹の死角になったあたりだった。

　──見はりがいたか──!?

　内心舌打ちするベヅァー。

「……そ……そうだ！　書状を持って来た！」

　伝令兵は声をはり上げると、ふところから丸めた羊皮紙の書状を取り出し、足もとに置く。

　どうやらこれ以上近づく気はないらしい。

「ここに置いておく！　あとは頼んだぞ！」

　多少のおびえを声ににじませながら言うと、馬の方へとあとずさる。

　──どうする──

　ベヅァーは迷った。

　──殺やるか？　見張りの竜人ギオラム兵ともども──

　一瞬、そんな考えが白い竜人ギオラムの頭をよぎる。

　竜人ギオラム兵といえど、数人の単位ならば、強力な攻撃呪じゆ文もんを操るベヅァーの敵ではない。

　そうすれば、さきほど彼が頭に描いていたシナリオに、結界の外縁部で、見はりの竜人ギオラム兵の死体が発見されることになる。

　となれば、竜人ギオラムのうちにも、人間に対する反感は一層強まるだろう。

　しかし問題なのは、竜人ギオラム兵が何人いるのか、それがわからないことだった。

　全員をしとめられればいいが、もし一人でもとり逃がし、結界区域に逃げ帰らせたら──

　兵士は当然、ことのあらましを上司へと報告し、それはゾムドの耳へと届く。

　ゾムドは兵を動員して、ベヅァーを狩り出しにかかるだろう。

　そして、やはり休戦交渉は行なわれる。

　──いや、あるいはゾムドのことだ。この私を人身御供に人間どもに差し出し、休戦の道具に使うやもしれん──

　そうなれば、交渉を決裂させるというベヅァーの目もく論ろ見みは、すべて裏目に出ることになる。

　やはりこの場は、へたに手を出さず、傍観を決め込む方が賢明だった。

　──まあいい。機会がなくなったわけではない。ほかにも手はある──

　ふたたび馬にまたがって、走り去る伝令兵の背を眺めながら、ベヅァーは胸のうちで小さくつぶやいたのだった。




「をぶっ？」

　目を覚ますと、見慣れぬ天井があった。

「…………？」

　エリは二、三度目をしばたたかせ、半ば眠ったままの頭を働かせる。

　きのうの夜はまちがいなく、目覚しをかけ、ベッドで眠った。

　しかし今、背中には、硬く冷たい感触があった。

　おそらくは、地面かコンクリートか何かの上だろう。

「……むー……？」

　動かしたエリの目が、ある一点で静止した。

　見おぼえのある部屋と、やはりこれまた見覚えのある、魔道士姿がそこにはあった。

「──レックス!?」

　ようやく事態を理解して、エリはその場に身を起こした。

　まだ目も覚まさないうちに、こちらに呼び出されたのだ。

　自分が目覚しにも気づかず寝過したのか、それとも──

　いきなりそのまま立ち上がり、佇たたずむレックスに歩み寄ると、その左手をにぎりしめる。

「……な……な……？」

　面くらうレックスの左手首のデジタル・ウォッチに視線を落とし、エリは一瞬硬直した。
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　表示はそうなっていた。

　約束より二時間以上も早い。

「あ……」

「ちょっとぉぉぉっ！　一体何考えてんのよあんたはっ!?」

　なにやら口を開きかけたレックスのことばを遮って、エリは怒りの声をはり上げた。

「約束の時間より早いでしょーがっ！　こっちも都合ってものがあるんだからっ！　さてはレックス！　あんた最近手を抜いてるでしょ!?　この前だってむこうの世界で変な場所に出ちゃったし！」

「……え……？　変な場所……ですか？」

「そーよっ！　よりにもよってゴミ捨て場のどまん中！　管理人さんに変な目で見られて、とことん恥ずかしかったんだからっ！」

「ゴミ捨て場──ということは、毛布が捨てられたんですかね」

「……毛布？　何それ？」

「いえ、ほかの世界から何かをこの世界に呼び込む時には、そのかわりに何かをそちらの世界に送り込まなければならないんですよ。別に何だってかまわないんですけどね。

　それでエリさんの場合には、こちらで使っている古毛布をかわりに送っています」

「……ふーん……

　そーすると何？　ほかのひとの目から、あたしが召喚されたり送られたりする瞬間見てると、あたしが古毛布に化けたよーに見えるわけ？」

「まあ、そうなりますね」

「そうなりますね……って……

　何でもいいったって、もーちょっと別の……何てゆーか……せめて古毛布ってのはやめてほしいような……」

「もとの世界に帰す時には、もともとそれぞれの世界にあったもの同士を入れ替える、ということになります」

　ぶちぶちつぶやくエリを無視して、すずしい顔で説明を続けるレックス。

「ですから当然、エリさんは、召喚されたその場所ではなく、その寸前まで、そちらの世界で古毛布があった場所に現われることになります。

　──この目でたしかめたわけじゃあありませんけど」

「……そーいえば、前に誰だったかが、毛布がどーのこーのって言ってたような気が……

　──ってちょっと待ってよ！　それじゃあもし、その古毛布が回収されて、ゴミ収集車とかに積まれてる時にもとに戻されたら──」

「当然その、『ゴミシューシューシャ』とかのところに出るんでしょうね」

「じゃあもし……その毛布が焼かれるか何かしてなくなっちゃったら？」

「…………」

　レックスは、しばし眉まゆを寄せ、沈黙してから、

「──ま、なんとかなるんじゃあありませんか」

「考えてなかったわねっ！　そのにこやかな笑みと額の汗からすると、なんっにも考えてなかったでしょっ!?」

「いやそのあの……と、それはともかく……」

「『ともかく』じゃないわよっ！　ンなセリフですべてがごま化せると思ったらおーまちがいよっ！　それに考えてみたら、こんないーかげんな時間に呼び出した理由の説明もまだだったわねっ！」

「そう！　それなんです！」

　レックスは、今こそとばかりにいきおい込んでうなずいて、

「緊急事態なんですよ！　ほんとうならきのうにでもお呼びしたかったんですけど、そちらの不都合を考えて、一応今日を待ちました。

　とにかく──上に来てください。みなさんがお待ちです」

「みなさんがお待ちです、って……何なの一体？」

　眉まゆをひそめ、上へと続く階段の方へと足を一歩踏み出し──

　足の裏の、つめたい石の感触に、はじめて自分がパジャマ姿のままだということに気づく。

「──ちょ……ちょっと待ったレックス！」

　エリはあわてて召喚の台座の上に飛び乗って、

「こんなかっこうでみんなの前に行けるわけないでしょっ！　一いつ旦たんあっちへ戻して！　服着替えるからっ！」

「そんなことどうだっていいじゃないですか！」

「よくないっ！」

「こんなかっこう、とおっしゃいますけど、いつものかっこうとたいして違うようには見えませんよ！　上からマントでも羽織れば誰も気にしませんよ」

「ほかのみんなが気にしなくてもあたしが気にするっ！」

「そんなにこだわるほどのことじゃあないでしょう……」

　困った顔で言うレックスに、エリは一瞬沈黙し、ジト目を向けて、

「……レックス、あんたひょっとして今までに、女の子から『鈍い』とか『朴ぼく念ねん仁じん』とか言われたことってない？」

「うっ……!?」

　図星なのか自覚があるのか、一瞬思わずことばに詰まるレックス。

　……はぁぁぁぁぁう……

　エリは、長いため息をついてから、

「──とにかく。

　あたしは一旦戻って着替える。いいわね。

　駄目だって言うなら、あたしも上には行かない。

　いいわね？」

「……わ……わかりました……」

　レックスは、しぶしぶ首を縦に振る。

「オーケイ。それじゃあ、もうすこし……そうね、かるい食事をすませられるくらいの時間が経ったらまた呼んで」

　レックスは、エリのことばにうなずいて、小さく呪じゆ文もんを唱えはじめた。




　がちゃりっ。

　扉を開けた瞬間に、エリは思わずその場に硬直した。

　中に集まった全員の視線がエリに集中する。

　──レックスはたしかに言った。みんなが待っている、と。

　エリはそれを、クルーガーやロッドゥェル、バイザーあたりのことだろうと思っていたのだが──

　会議室のテーブルを埋める面々、その数ざっと二十近く。

　大半はエリの知らない顔だが、全員が軍服姿となれば、だいたい素姓の想像はつく。あちこちから招集された将軍たちなのだろう。

「……え……？　あの……？」

　思わず腰を引くエリに、近くにいた見知らぬ顔のひとりが聞こえよがしに鼻を鳴らし、

「……この小娘が……ですか？」

　露骨に不服の声を上げる。

「──一応それでも私の恩人で、今回の重要人物だ。無礼な口はつつしめ」

「は……はあ……申し訳ありません……」

　クルーガーにたしなめられ、彼は恐縮して、エリではなく、クルーガーの方にわびを入れた。

　それが、エリの神経を逆なでした。

「……で？　一体何なわけ？」

　大テーブルをはさんで、ジト目でクルーガーをにらみつけてエリは言う。

「いきなりな時間に呼び出したのは、別に、へんなおっさんに小娘呼ばわりさせるため、ってわけじゃあないんでしょ？」

「変なおっさんとは何だ変なおっさんとは!?」

　エリを小娘呼ばわりした男が声を上げ、立ち上がる。

　そこそこの威圧感はたしかにあるが、威圧感だけならはるかに上のバイザーを見慣れたエリにとっては何でもない。

　平気でその将軍をにらみ返し、

「ほほぉぉぉぅ。他人をいきなし小娘呼ばわりするのは平気で、自分がおっさん呼ばわりされるのはヤなわけ？

　いつだったか、似たよーなこと言ってたごろつき竜人ギオラムがいたけど、レベルはいっしょね」

「なにぃぃぃぃぃぃっ!?」

「やめんかっ！」

　クルーガーの声に、さすがに将軍は気まずい顔で沈黙する。

　エリとしては、まだまだ言ってやりたいことはあったものの、それよりも、なぜ呼ばれたか、ということの方に興味があった。

「──エリ。これを見ろ」

　やや疲れた口調で言いながら、クルーガーは、一枚の紙切れのようなものを手元でちらつかせた。

　エリはテーブルをまわり込み、手に取って視線を落とす。

　それは、一枚の羊皮紙の書状だった。

「……見た」

「驚かないな……どういうことだ？」

「読めないって。こんな字」

「…………」

　エリの答えに、クルーガーは一瞬沈黙してから、

「……そ……そうか……そうだったな……

　なら──レックス、かわりに読み上げてやれ。

　エリ、とりあえず、そこにでも座れ」

　彼女はうながされるままに、クルーガーの近くにあった、空いている席に腰を下ろす。

　それを待って、レックスが、渡された書状を手にして、

「……まずかんたんに、状況を説明しますが、過日、竜人ギオラムから休戦の申し入れがありました」

「それは知ってる」

　レックスのことばに小さくうなずくエリ。

「協議の結果、とりあえず話に乗ってみよう、ということになり、私たちは、話し合いの用意がある旨を竜人ギオラムたちに伝えました。

　それからしばらく──

　きのうの朝早く、これが私たちのもとに届きました」

　レックスは、目の前にその書状をひろげ、

「あいさつと、休戦交渉の日時、場所についての案が記されていて、文末にはこう書いてあります。

　そのまま読みます。

『尚なお、交渉の席には是非にも、我々竜人ギオラムに対する造ぞう詣けいも深く、貴殿らの間でもご高名なエリ殿にご列席願いたい』」

　…………

　エリの目が点になった。

　沈黙がその場に落ちる。

「…………は…………？」

　エリが、ようやく間の抜けた声を漏らしたのは、かなり経ってからのことだった。

「……あの……？」

「ですから、竜人ギオラムたちは、『有名で、竜人ギオラムに対する理解のある』あなたに、休戦交渉の席に出てほしい、と言って来てるんですよ」

「……なんで!?」

「それがわかれば苦労はしないし会議もモメん」

　クルーガーは、半ばなげやりな口調で言い放った。

「同じ名前のひとちがいとか……」

「そちらの世界ではいざ知らず、こちらでは、『エリ』などという名はあまり聞かん。

　我々一同が知っている『エリ』といえば一人だけだ。

　お前、本当に何か心当たりないのか？」

「心当たり……ったって……」

　かつて竜人ギオラムの町で奴隷（？）をやっていた時、ラーディーの家をたずねて来た、ゾムドの名を持つ銀色の竜人ギオラムが、結界区域の責任者だということをエリは知らない。

　むろんラーディーも、エリにはそのことを言っていない。

　秘密にしていた、というよりは、エリがラーディーに、クルーガーたちのことを説明しなかったのと同じように、『いちいち説明するのがめんどうくさいから』といったところだろう。

　あの時エリが思わず知識をひけらかしたことが、今のこのかん違いにつながっているのだが、むろんそんなこと、想像できるはずもない。

「……あたしの知ってる竜人ギオラムって言ったら……ラ……」

　あやうくラーディーの名を出しそうになり、あわてて口をつぐむエリ。

『ラーディー』の名の竜人ギオラムがいる、と知ったら、バイザーあたりはともかく、ロッドゥェルやレックス、そしてたぶんクルーガーも、以前この町にいた、人の姿をした『ラーディー』との関係をまず考えるだろう。

　それに、エリとしては、あのラーディーが竜人ギオラムの国政に影響を与えるような人物だとは想像してさえいなかった。

　当然彼女の頭の中で、そちらの可能性はまっ先に除外される。

「……ん……そーねー……あたしの名前を知ってる竜人ギオラム──」

　ごまかし半分につぶやいて──




　ひきっ！




　エリはその場に凍りつく。

　心あたりがあったのだ。

　ラーディーとは別に、エリの名を知る竜人ギオラムに。

「……あった……心あたり……」

「どういう心当たりです!?」

　引きつり顔で言うエリに、いきおい込んで問うレックス。

「あたしの名前、知ってるって言えば……

　……白い竜人ギオラム、ベヅァー……」

　ざわりっ。

　エリのひとことに一同がざわめいた。

「し……白い竜人ギオラムというと、まさかあの……！」

「前の襲撃事件で指揮をしていたという……あいつか!?」

「……やはり……そんなところか」

　うろたえる将軍たちの中にあって、ひとり、落ち着いた口調で言ったのはクルーガーだった。

　そのつぶやきに、将軍たちも沈黙する。

「うすうす、そうじゃないかとは思っていた。

　私とそこのエリが、かつて竜人ギオラムたちに囚とらわれの身となったことは皆も知っているだろう。

　そこで私たちは、やはりその白い竜人ギオラム、ベヅァーと対たい峙じすることとなった。

　その時、ベヅァーがエリに対して見せた憎悪は──尋常なものではなかった。

　ベヅァーの口から竜人ギオラムたちの間に、このエリの名が誇大に伝わったか──

　そうでなければ、あのベヅァー当人が、今回の休戦交渉の裏で糸を引いているか、だ」

「そんな！」

「なら間違いなく、今回の休戦申し入れは竜人ギオラムどもの張った罠わな!?」

「殿下！　やはり今回の休戦の話、なかったことにした方が賢明かと！」

「待たれよ！」

　声を上げ、ざわめきをおさえたのはロッドゥェルだった。

「例の白い竜人ギオラムが、裏で糸を引いている、と結論するのは性急すぎると思うがのぅ。

　あの襲撃事件で捕虜になった竜人ギオラムの証言から、ベヅァーとやらが、結界区域の責任者とは無関係に事件を起こしたのだ、ということはわかっておる。

　しかもそれで、暴走した上に兵を失ったとあっては、指揮官としての資格は、もはや奪われておるじゃろう。

　部下たちからの受けもずいぶんと悪かったようで、捕虜にした竜人ギオラム兵も、あのベヅァーのことに関しては悪口しか言っておらんかった。

　そのような者に、休戦をかたり、兵を使ってあちこちに書状をばら撒まくような組織立ったことはできんと思うがのぅ」

「……そ……それはそうかもしれませんが……もし黒幕があの白いのでなかったとしても、これが竜人ギオラムたちの罠ではない、という保証があるわけでは……」

「そのことはすでに話し合ったはずだ」

　こんどはクルーガーが口を開く。

「休戦については、予定通りとする」

　言ってから、一転して疲れたため息をつき、

「……さて、それで問題は……だ……」

　複雑な思いのこもった視線をエリの方に向ける。

「このご招待通り、エリを休戦協定の場に連れていくかどうか、だが……」

　問われて一同は沈黙した。

　竜人ギオラムが何のつもりでエリを招待したのかもわからなければ、交渉の席にエリを連れて行ってどうなるのか、想像できる者はいない。

「──別によいではありませんか。連れて行けば」

　沈黙を破って、むぞうさに言い放ったのは、エリがこの部屋に来た時、いきなり小娘呼ばわりをしたあの将軍だった。

「向こうは連れてこい、と言っておるのですから。

　よしんばこれが白い竜人ギオラムの罠わなで、それでこの娘がどうにかなろうと、我々は痛くもかゆくもありませんからな」

「……な……」

「何ということを!?」

　エリが声を上げるより早く、言って席を立ったのは、親衛隊長のバイザーだった。

　まさかバイザーから抗議の声が上がるとは思っていなかったか、エリは驚きの目で彼に目をやる。

「私は絶対に反対ですぞっ！

　エリ殿を休戦会談の席に連れてゆくなどとっ！

　そんなことをすれば、たとえ竜人ギオラムどもに本気で休戦の意志があっても、全面戦争になりかねませんぞっ！」

「ちょっとぉっ!?」

「貴殿はエリ殿の日ごろの行状をご存知ないから、気軽にそのようなことを言われるが、エリ殿をそのような場所に連れて行こうものなら、一体何を言い出すことやら！

　そのような、我が国の、いいや、人間の恥を竜人ギオラムに晒さらすような真似などできるはずがなかろう！」

「どーいう意味よ、それはっ!?」

「おぬしが来ると話がややこしくなる、という意味だっ！」

　エリの文句に迷わず即答するバイザー。

「第一っ！　国どうしのかけひきだの休戦条件の交渉だのの折衝の場にいて、役に立つ自信でもあるのか!?」

「……うっ……!?」

　問われて思わず口ごもるエリ。

　たしかに、交渉のなりゆきがどうなるのか、興味はあるものの、罠わなかもしれない休戦交渉の場に行きたい、とはあまり思わない。

　たぶん結構退屈なものだろうし、自分でも、何かの役に立てるとは思わない。

　しかし、こういう言い方をされれば、当り前だが腹も立つ。

「──まあ待て。バイザー」

　口ゲンカまであと一歩、のところで、横から口をはさんだのはクルーガーだった。

「たしかに交渉の席で、実質上、エリが役に立つとは私も思わない。

　しかし──だ。

　エリがかかわりはじめてから事態がすこしずつ好転していることはたしかだ」

「……そうですか……？」

「すくなくとも、エリがいなければ、我々は、最初に塔を攻撃した時、あの白い竜人ギオラムに、倒されるか連れ去られるかしていただろう。

　そこですべては終わり、だ」

「……まあ……たしかにあれはそうですが……」

「もちろん、足を引っ張ったことがなかったとはいわんが、そういった時にも結局、なりゆきと運とで事態を好転させている。

　つまり──エリの運の良さを使えないか、と思っているのだ。私は」

　クルーガーはことばを切って、将軍たちが無言なのを確かめてから、

「そこで──だ。

　決定は、そのエリの運となりゆきに任せてみようと思う。

　無責任な言い方だし、不満なものもいるだろうが、正確な判断をするに足りる情報がない以上、私は、これがベストではないかと思う」

　ふたたび彼はことばを切り、将軍たちの反応を見る。

　さすがにほとんどが不満顔だったが、とりあえず、反論する──いや、根拠をもって反論できる者はいないようである。

　彼はひとつうなずくと、エリの方に向きなおり、

「──と、いうことで聞くが、どうする？

　会談の席に出るか、出ないか？」

　正直言ってエリは、会談の席などというものに出るつもりはなかった。

　しかし。

　エリは、ちらりっ、と、バイザーの方へ目をやってから、きっぱりと答えた。

「出るわ」

　──と。

　それはむろん、いろいろ言ってくれたバイザーへのいやがらせ以外の何でもなかった。

「よし。決まりだ」

　エリの予想した通り、クルーガーのことばに、バイザーは、ロコツにめーわくそうな表情を浮かべたのだった。







　二　白い翼のマーダラー







　──冬休み──

　夏休みに比べて期間は短いものの、暮と正月、年賀状にお年玉、と、結構いろいろイベントが並んでいたりする。

　コタツに入ってミカンを食べて。お茶をすすってＴＶ見て。暮と正月の定番番組が、退屈といえば多少は退屈だが、気にせずゆったりと過ごせば、決して悪くはない時期である。

　──ただし。

　あくまでも、ゆったり過ごすことができれば、の話ではあるが。

　中にはむろん、それが許されない者もいる。

　そう。

　今ならお年玉に、もれなく、母親の小言がえんえんとついて来る、どこかの女子高生のように。

「はい、お年玉よ。エリちゃん」

「ありがとー[image: ]　母さん[image: ]」

　にこにこ顔で手をさし出すエリに、しかし母親はにこにこ顔で、お年玉を渡しもせずに、

「──けどエリちゃんも、ことしはがんばってもらわなくちゃあね。なにしろもうすぐ三年生なんだから」

　ひきっ！

　エリの笑顔がこわばった。

　──しまったぁぁぁっ！　ハメられたぁぁぁぁっ！

　思った時にはもう遅い。

　母親からの小言攻撃は、何も、今日はじまったことではなかった。

　それでも正月くらいは、実家に帰らないわけにもいかないだろうと、レックスたちには、しばらく呼び出さないでくれと頼んで里帰りをしたわけなのだが──

　──成績、あんまりパッとしないわね──

　母親のそのひとことが、最初の攻撃だった。

　成績は、そう大幅に下がったわけではない。多少上がった教科もあれば、逆に下がった教科もある。全体的に見てみれば、以前と変わらず、といったところだろう。

　……まあ……高校入学以来、全体的にパッとしていない、というのは事実ではあるが。

　ひとり暮らしで、逆に油断が出たのでは、との母親の攻撃には、高校はそれまでと違って、同じレベルの者が集まるのだから、という返し技を使っている。

　しかし母親も、心配なのかどうなのかはしらないが、食前・食後に食事中、顔を合わせればほとんど例外なしに小言をくり出してくる。

　それでもあまりしつこい時には、席を立ってほかの部屋に行く、という手を使ったりもするのだが──

　目の前に、お年玉というエサをぶら下げられたままでは、その方法も使えない。

「来年の今ごろになったら、もうお正月だの何だのって言っていられなくなっちゃうものね。

　一年なんて、ほんとあっという間よ。

　今から気をひきしめておかないと、どたん場になってからじゃあ間に合わないわよ」

「……そ……そーね……」

　にこにこ笑顔で言う母親に、ひきつり笑顔を向けたまま、エリはお年玉をさいそくするかのように、さし出した手をぱたぱた動かしてみるが、母親の方は、それに気づいていないのか、はたまた無視しているだけなのか、はりついたような笑みのまま、

「──まあ、わざわざ『勉強のためにひとり暮らしをはじめさせてくれ』なんて自分の方から言い出したエリちゃんのことだから、こんなこと言わなくても、やる時はちゃんとやってくれる、って、母さんは信じてますけどね」

　──[image: ]っ……！

　あやうく漏れかけた呻うめきはなんとかおさえたものの、笑みはますます引きつるばかり。

「けどまずは、どこの学校を目ざすか、よね。母さんも、そんなに無茶を言うつもりなんてないけど、それでもやっぱり、どうせ行くならなるべくいいところを目標にしたいわよね。

　エリちゃんは、どこか今、考えてる学校あるの？」

　そんなものはない。

　とはいえそうまっ正直に答えられるはずもない。

「……そ……そうね……、あっちがいいかなー、こっちがいいかなー、ってなふうに、漠然と考えてたりするところはあるんだけど……

　それより最近心配なのは、不景気の就職難、って奴よ」

　適当に答えを濁し、なんとか話題を世間話の方へと持って行こうとする。

「最近もＴＶなんかじゃあ、大卒女性の就職難のニュースなんてしょっちゅうやってるし。かりに入社したって、女だ、ってだけの理由で、あんましたいした仕事もやらせてくんない、って噂うわさも聞いたりするし……

　景気は回復しつつある、なーんてな話、ずいぶん前からニュースなんかでやってるけど、そんなふうには思えないし。

　──父さんの会社のほうだって、やっぱりいろいろあるんでしょ？」

　コタツの向かいがわに寝そべって、面白くもない正月番組を眺める父親にちらりと目をやり、エリは言った。

「まあ、父さんのことはともかく」

　しかし母親は、エリの話題転換攻撃を、いともあっさりと受け流し、

「就職率が悪いならなおのこと、やっぱりいい学校は出てなきゃあね」

　──そ……そう返してくるかっ!?

「まあ、将来何をするにしたって、勉強しておいて、それが邪魔になるなんてことはないんだから……」

　もはやすでに、つくりものの笑みを浮かべる力すらなくしたエリに向かって、彼女の母親は、やはりにこにこ顔のまま、えんえんと説教をたれまくり続けるのだった……




「……あーあ……」

　ゆううつなため息をつきながら、エリは、畳に、ころんっ、と横になる。

　いつもは寝室として使っている部屋である。居間に家族がいすわっている以上、ひとりで横になれる場所といえば、ここくらいしかない。

　彼女が母親の説教から解放されたのは、あれから三十分以上が経ったあとのことだった。

　あの説教がはじまるのが、もしも食事の前ならば、腹を減らした父親か弟が食事を催促し、それで話が中断する、などということもあったかもしれないが、お年玉をエサにした説教がはじまったのは、食事のあと。

　……きっと計算ずくよね……あれって……

　口には出さず、心の中でつぶやくエリ。

　へたなことをつぶやいて、母親に聞きとがめられでもしようものなら、またまた小言の雨を降らされかねない。

　別の部屋とはいえ、安普請に『防音』の文字はない。現に今も、となりの部屋のＴＶの音が、かなりはっきり聞こえていたりする。

　──里帰りなんてするんじゃなかった──

　それが、正直なところだった。

　とはいえもしエリが里帰りをしない、と言えば、母親の方から様子を見に来る、などということになりかねなかった。

　それだけはまっぴらである。

　だからこそ、小言の連打を覚悟の上で、こうして里帰りを敢行したのだが──

　……やっぱし疲れるわ……

　胸のうちでのつぶやきと同時に重いため息ひとつ。

　三年前──エリが高校に入る前も、ちょうどこういった感じだった。

　あのときは、さんざん母親と、口ゲンカ同然の議論をしたものだった。

　勉強なんていくらしたって、将来役に立つか立たないかわからない。

　エリがそう言えば、母親は、

　たしかにそうだが、役に立つかもしれないなら、やっておくに越したことはない。

　と言う。

　将来、高校などで勉強したことなど何の役にも立たないしごとにつくかもしれない。

　と言えば、返ってくる答えは、

　けれど将来のはっきりした展望がないのなら、進学し、自分には何が合っているかを見極めたらどうか。

　──そして次に、必ずこう来るのだ。

　何にしろ、どうせ行くならいい学校に。

　エリとて、母親の言うことが、何から何まで間違っているとは思わない。

　しかし、エリ自身の言っていることも、間違ってはいないと思っている。

　将来、何かの仕事について、高校、大学で勉強した何かが役に立つこともあるだろう。

　しかしそうすると──

『結局役に立たなかったこと』に、苦労して費やした時間は一体何の意味があるのだろう？

　むろん、将来役に立つことと立たないこととを、今から判断するのは無理だった。

　そう考えれば、母親の、何でも勉強しておけ、というのが正論ではある。

　正論ではあるが──

　腹が立つのだ。

　正論をしつこくくり返す母親に。それを言い返せないもどかしさに。

　メイの、そしてクルーガーの言っていたことが頭をよぎる。

　──こちらの世界で暮らさないか──

「……たしかにこっちにいたって、面白いことなんてありそうにないし……」

　今度は、口に出して小さくつぶやいた。

　それはたしかに、かなり魅力的な話ではあった。

　冬休みが終わってしばらくした頃、あちらの世界では、人と、竜人ギオラムたちとの間に休戦の話し合いがひらかれる予定だった。

　それにはエリも出席する予定である。

　──もともとは、出るつもりはなかったのだが、その場のノリというか、ほとんどバイザー親衛隊長へのいやがらせで、『出る』と答えてしまったのだ。

　しかもクルーガーのツルのひと声で、会談の日程も、エリの来訪に合わせて、冬休みをしばらく過ぎた日曜日、ということで話が進んでいるはずである。

　こうとなっては今さらやめる、というわけにもいかない。

　だが、もしも休戦の話がうまくいけば、むこうも少しは平和になるはず。

　となればあちらで暮らしてみるのも悪くない。

　たとえこのままこちらの世界にいたとしても──

　親の小言に後押しされて勉強し、いい学校、いい会社へと就職する。それが本当に幸せなのだろうか。

　どこかの漫画家だか小説家だかが言っていた。いい人生というのは、いまわの際に、『けっこう悪くなかった』とか言って、にっこり笑って死ねる一生のことではないか、と。

　こちらの世界で、そんな人生の送りかたができるのだろうか？

　そもそも、将来をどう生きるかに関しても、漠然としたイメージさえ浮かばないのだ。

　──もしもあっちの世界に移住したら──

　考えたその時。

「……あれ……？」

　やや古びた天井を眺めたまま、エリは、ふとあることに気づいたのだった。




　ベヅァーは焦っていた。

　白輝帝ライラ・ギオラムが、人間との休戦をもくろんでいることはわかった。

　いくどかに亘わたって、双方が書状のやりとりをしていることも知っている。

　しかし──

　現在、どういう形に話がまとまりつつあるか、ということになると、正直言って全くわからない。

　書状のやりとりの現場に出くわしたことは二度ほどあったのだが、そのいずれも、現場には複数の竜人ギオラム兵がいた。

　それではうかつに手を出せば、休戦交渉の妨害どころか、単に自滅を招くだけ、である。

　すぐま近にいながら、竜人ギオラム兵と人間の兵士が書状をやりとりするさまを、指をくわえて眺めているしかなかったのだ。

　ここしばらくは、どうやらその書状のやりとりも見られない。

　と、いうことは、とりもなおさず、おおまかな話はまとまった、と考えて間違いはないだろう。

　会談の日は、そう遠くないはずだった。

　だが、それがいつなのかがベヅァーにはわからない。

　このままでは、ある日いきなり、町の中の立看板か何かで、寝耳に水に、人間との休戦が成った、という話を知る、という事態にもなりかねない。

　なんとか情報を手に入れたいところなのだが──

　それにはどうしても、城の関係者と接触を図る必要があった。

　そのあたりの下級兵士たちなら、小銭で抱き込むこともできるだろうが、彼らが、交渉がいつ、どこで行なわれるか、などという重要事項を知らされているわけもない。

　実を言うとベヅァーは、バイルド将軍以外にも、城の関係者何人かに接触を取ったことがあった。

　むろん城の外──町の中で、何らかの理由で彼らが一人になった時を見計らってのことである。

　バイルドと話した時の要領で、いきなり相手の意表を突き、竜人ギオラムの誇りを盾に話を持ってゆく。

　話を持ちかけた者たちは、例外なく、ここだけの話、と、白輝帝ライラ・ギオラムへの不満を、人間などと休戦をすることへの憤りと嫌悪をぶちまけた。

　しかし──

　彼らは一様にベヅァーに賛同しながらも、結局誰一人として、彼に力を貸そうとは言い出さなかった。

　ベヅァーの存在は誰にも言わない。しかし力を貸すこともない。

　それが、これまでの一様な反応だった。

　上への反感はあるものの、へたなことをして、今の地位を失うのはいやだ──

　おそらくはそんなところだろう。

　──意気地無しどもめ──

　ベヅァーは思う。

　──竜人ギオラムの誇り、ということばにはうなずいて、白輝帝ライラ・ギオラムをこき下ろすくせに、自分はわが身かわいさに保守に回る、か。

　それでは、思っていることは違っても、実質白輝帝ライラ・ギオラムと同じではないか──

　と。

　会談を潰つぶす方法は、ほかにもいろいろ考えた。

　たった一人ででも人間の町へ出向いて行って、攻撃をしかけて逃げる、ゲリラ戦法をくり返す。

　本気でそんな案を検討し、実際に、結界の外に出てみたこともあったのだが──

『冬』の寒さは、ベヅァーが思っていた以上に、竜人ギオラムの動きを束縛した。

　これではたとえ人間たちの町にたどり着いたとしても、満足に動くこともできないだろう。

　それで人間どもに袋ふくろ叩だたきにでもなろうものなら、単なる間抜けである。

　とにかく今は、情報が欲しかった。

　今日もまた、ベヅァーは、胸のうちに黒い想いを抱えたままで、汚れた服にその身を包み、あてもなく、町の中をうろついていた。

　その日は朝から、生ぬるい小雨が降っていた。

　纏まとった服に水がしみ入るのも、ベヅァーにはたいして気にならなかった。

　さすがに町には人の通りも少なく、防水服をかぶった竜人ギオラムたちが、足早に通りすぎてゆくのが、雨にけぶる景色ににじんで見えている。

　その時。

　──？──

　ベヅァーの目が、通りをゆく、ひとりの竜人ギオラムの姿を捕らえた。

　いくどか城で見かけ、話をしたこともあった文官である。

　それが一体何の用で、こんなところをうろうろしているのか、そんなことは、ベヅァーにとってはどうでもよかった。

　重要なのは、彼もまたたしか、人間に対して弱腰なゾムドを、あまり快く思ってはいなかったはずだ、ということである。

　都合よく手を貸してくれるとは思わなかったが、あるいは、休戦会談のことについて、何かつかめるかもしれない──

　──接触してみるか──

　ベヅァーは顔をうつむけたまま、その文官のあとをつけはじめた。




　小雨の降る町を歩きながら、彼は気づいていた。

　さきほどから、自分が尾行されていることに。

　通りの角を曲がった時に、ちらりと視界の片隅に捕らえてみたが、相手は、ぼろを纏まとってうつむくように顔を隠した竜人ギオラムだった。

　むろんそれが、しばらく前に姿をくらませた魔道神官ベヅァーだとは、彼は夢にも思わなかった。

　──おそらく、物取りか何かだろう──

　そう判断した。

　奴隷として使っていた人間たちの反乱で、町を焼かれて以来、家や財産を失い、やけになって物取りに身を陥おとす者があいついでいる。

　そんな話を耳にもしていたせいもある。

　──見回りの兵たちに、手柄でも立てさせてやるか──

　知人の家へと向かう予定だったが、多少コースを変更する。思い違いをしていなければ、そこは、見回りの巡回コースになっているはずだった。

　果たせるかな。

　いくつめかの角を曲がったその先に、こちらに向かって歩いて来る、二人の巡視兵の姿があった。

「止まれ！」

　彼は兵士を呼び止めて、自分の身分と、今の事情を説明した。

　物取りらしき奴があとをつけてきている。捕まえれば多少の手柄になる、と。

　──実際のところは、兵士たちにしてみれば、たかが物取りの一人など、捕まえたところで、たいした手柄にならないどころか、手続きやら報告やらでかえって面倒臭い、というのが正直なところだった。

　とはいえ、城づきの文官から言われては、まさか『面倒だからヤだ』とは言えない。

　兵士たちは、内心しぶしぶながらも、その『物取り』がいるとおぼしき方へと向かって歩みを進めた。




　ばしゃばしゃばしゃっ。

「おい！　そこのお前！」

　雨の路面に、濡ぬれた足音を立てながら、ベヅァーの目の前へとやって来たのは、二人の巡視兵だった。

　内心舌打ちし、ベヅァーは伏せていた顔を上げる。

　ここで逃げ出せば、追われるのは目に見えていた。

　あの文官は、一度も後ろをふり向きはしなかった。ということは、尾つけているのがベヅァーだとは気づかず、単に『誰かに尾行されている』というので、通りかかった兵士にそう言ったのだろう。

　ベヅァーはそう判断した。

　なら、ごま化すのは簡単だった。たまたま行く方向が同じだった。顔を伏せていたのは雨がうっとうしいからだ、と言えばすむだけのことである。

　──だが。

　ベヅァーが計算していなかったことが一つだけあった。

「……ベ！」

　見はりの一人が、いきなり驚きの声を上げ、思わず一歩、後退る。

「……まさか……ベヅァー!?」

　そう。

　その兵士は、ベヅァーの顔を知っていた。

　本国からベヅァーに率いられて出撃し、人間の町や村を襲撃した、あの部隊の兵士の一人だった。

　部隊が自然消滅したあと、この結界区域に転がり込んだ彼は、巡視兵としての任を与えられていたのだ。

　そして当然、彼は知っていた。

　ベヅァーに対して、白輝帝ライラ・ギオラムからの手配が出ていることも。

　ふぃぃぃぃぃぃっ！

　天に向かって兵士が吠ほえる。

　甲かん高だかいその声は、いわば呼び笛の役割を果たす。ほどなく近くの兵たちが、この場へとかけつけるだろう。

　ベヅァーの方は、その兵士の顔を覚えてはいなかった。しかしこうなれば、何が起こったのか、大体の察しはついた。

「──ちっ！」

　今度は露骨に舌打ちをして、ベヅァーは身をひるがえす。

　この場でむざむざ捕まるわけにはいかなかった。

「何だ!?」

「どうした!?　何があった!?」

「手配中のベヅァーだ！　捕まえろ！」

　後ろでいくつもの声が錯さく綜そうする。

　──下級兵士どもが！──

　ざわめきを背に聞きながら、ベヅァーは胸の奥で毒づいた。

　すこし前までは、彼に向かってぺこぺこ頭を下げていた連中が、今は彼の名を呼び捨てにし、捕らえんがために追って来る。

　それが彼にはむしょうに腹立たしかった。

　──むろん、この事態を招いたのは、ほかならぬ彼自身なのだが、そんなことは、今のベヅァーの念頭にはない。

　──いっそこんな連中、まとめて始末するか？──

　黒い誘惑が、一瞬ベヅァーの脳裏をかすめる。

　──いや……それでは気休めにもなるまい──

　彼の目的はあくまでも、竜人ギオラムと人間との休戦を決裂させることだった。

　今ここで、追手の竜人ギオラム兵を倒せば、たしかに一時の気晴らしくらいにはなるかもしれない。

　しかしそうなれば、白輝帝ライラ・ギオラムは、彼をほうってはおかないだろう。

　探され、捕らえられ、牢の中かどこかで、竜人ギオラムと人との休戦が成った、などという話を聞くことになるのはごめんだった。

　逃げるしかない。今は。

　目ざすは町の外にひろがる森。あそこに隠れれば、追手をまくのは決して不可能ではないだろう。

　ベヅァーはまっすぐ、町をとり囲む塀の方へと向かっていた。




「……何だ……？」

　つぶやいて、黒い竜将軍バイルドは、視線を宙にさまよわせた。

　今、たしかに聞こえた。

　雨の音に混じって、緊急の事態を知らせる遠とお吠ぼえが。

　この時バイルド将軍は、町の外壁にいくつか設けられた詰め所のひとつに、定例の視察に来ていた。

　呼び笛がわりの遠吠えは、すこしずつだが、こちらに向かって近づいて来る。

「──何があった!?」

　問われて詰め所の兵士たちは、一瞬顔を見合わせて──

「確かめてきます」

　言ってひとりの竜人ギオラム兵が立ち上がったその時。

　ばたんっ！

　入り口の扉が外側から開かれた。

「手を貸してくれ！」

　飛び込んで来るなりそう声を上げたのは、一人の竜人ギオラム兵だった。

「どうした!?」

「どうしたもこうしたも……っ!?　これは、バイルド将軍！」

　問われてようやくその存在に気づいたか、あわてて竜人ギオラム式の礼を取ろうとするのを、バイルドは手で制し、

「で？　どうしたというのだ？」

「はい、実は……」

　それでも一応律儀に竜人ギオラム式の礼をしてから彼は言う。

「白輝帝ライラ・ギオラムより手配の出ておりました魔道神官ベヅァーを発見したとのことです！」

「なに!?」

　バイルドは、思わず声を上げていた。

「現在は十名ほどの兵があとを追っています！　しかし相手は魔道に長たけた身！　あの人数では反撃でも受けたら──」

「わかった！」

　兵士にみなまで言わせずに、バイルドは大きくうなずいた。

「そういうことなら、この私も出る！」




　塀はもはや目の前へと迫っていた。

　しかしそこにはすでに、ベヅァーの行く手を塞ぐべく、数人の竜人ギオラム兵が待っている。

　──ちぃっ！　しかたがあるまい！

　うぉんっ！

　吠ほえ声にも似た呪じゆ文もんを唱え、ベヅァーはエネルギーの塊を、前にいる兵士たちの方へと撃ち出した。

　殺すつもりはない。単なる牽けん制せいである。

『うわっ!?』




　ゴゥオッ！




　あわてて身をかわす兵士たちのそばで、赫あかい光がはじけて散った。

　まだ消えやらぬ爆煙を縫い、白い翼が風をうつ。

　ばさりっ。

　空を飛び、塀を越えようとするベヅァーに向かって、兵士のひとりが槍やりをふりかぶり──

　しかし、投げ放つことなく手を下ろす。

　翼を貫いて落とそうかと思ったのだが、そうなると、まちがいなく抵抗してくるだろう。

　ベヅァーが、かつて結界塔のひとつを任されていたこと──すなわち、かなりの魔力を操るということは、兵士なら誰でも知っている。

　ここにいる仲間はまだ数名。この数でベヅァーの反撃を受ければ、おそらくひとたまりもないだろう。

　白輝帝ライラ・ギオラムから、『捕まえろ』との指示しか出ていない以上、後ろから槍で串くし刺ざしにする、などというわけにもいかない。

　結局──

「こっちだ！　塀の外に逃げたぞ！」

　その兵士にできるのは、かけつけて来る仲間たちに声をかけ、ベヅァーのあとを追うことだけだった。




　──面倒な──

　ベヅァーは、内心ほぞを嚙かんでいた。

　彼のもくろんだその通り、町を出て、森の木々にまぎれてほどなく。

　追って来た兵たちは、ベヅァーの姿を見失っていた。

　しかし──

　集まってきた兵たちの数は、ベヅァーが予想していたよりかなり多かった。

　しばらくそのあたりに身をひそめていれば、すぐにあきらめて帰るだろうとたかをくくっていたのだが、なかなか帰る様子もない。

　このままでは、いずれ見つかるおそれは大きい。

　──一いつ旦たん、結界の外に出てやりすごすか──

　外に出れば、寒さのせいで動きは鈍るが、それは追う方とて同じ。

　おそらく、結界の外に逃げれば、たとえそれを見られたとしても、兵士たちは追ってはこないだろう、とベヅァーは踏んでいた。

　追ってきたら追ってきたで、そのまま手近な人間の町まで引きずって、自分が町に攻撃すれば、人間は、『休戦を申し込んでおきながら、竜人ギオラム兵が町を攻撃した』と解釈するだろう。

　ベヅァーは、結界の外周部を目ざして歩みを進めた。

　草が多少がさつくが、兵士があちこちをうろついている上、雨が木の葉をうつ音もある。これで雑音がひとつ増えたところで、誰も気づきはしないだろう。

　むろん空を飛んだ方が早いが、見つかるおそれも大きくなる。

　兵士たちの目をかいくぐり、木々の陰に身を隠し、草をかき分け──

　──!?──

　しかし、結界の外周部へとようやくたどり着いたその時。

　ベヅァーは、思わずことばを失くし、その場に立ちつくした。

　彼の後ろでは、生ぬるい雨が、竜人ギオラムの本国から持ち込んだ木々の葉を濡ぬらしていた。

　だが。

「──これが……」

　我知らず、ベヅァーは小さなつぶやきを漏らす。

「これがひょっとして……雪……か……？」

　そう。

　ベヅァーの前──結界の外、灰色の空から大地に降り落ちているのは、舞い散る白いはなびらのような──雪。

　結界の区域内に降りたそれは、熱で溶かされ、なまあたたかい雨となって、竜人ギオラムの町へと降り注いでいたのだ。

　しかしその外は、白と灰色グレイに染まった世界。

「……雪……か……」

　呻うめくように。唄うたうように。ベヅァーは小さく声を漏らした。

　たしかに美しい光景ではある。

　しかしその美は、彼ら竜人ギオラムにとっては危険な美だった。

　──どうする？──

　一瞬の、美への恍こう惚こつと驚きから、意識を現実に引き戻し、ベヅァーは自分自身に問いかける。

　たしかに今外に飛び出せば、兵士たちは、絶対に追ってはこないだろう。

　だが、外が実際に、どれほどの寒さになっているのか、ベヅァーは知らない。

　そして、その寒さの中で、彼ら竜人ギオラムがどれだけ活動を続けられるのか。どれだけ生きていられるのかも。

　それを、自らの命を賭かけて試してみようとは思わなかった。

　ならばやはり、ここに──結界内の森の中に身を隠すより他はない。

　腹を決め、身をひるがえした、まさにその時。

「誰かいるのか!?　そこに!?」

　竜人ギオラム兵の誰彼の声はま近で聞こえた。

　──見つかったか!?

　思うと同時にかがみ込み、近くの草むらに身を沈める。

「？　今、何か動かなかったか？」

「応援を呼ぶか!?」

「いや待て、確かめてからだ」

　声とともに、草を踏みしめる音がすこしずつ大きくなる。

　兵士たちは間違いなく、ベヅァーの方へと近づいて来ていた。

　──どうする？──

　ふたたび自問するベヅァー。

　声からすると、相手は三人か──それ以上。

　反撃は得策とは言えない。

　しかし、決して捕まるわけにはいかなかった。

　濡ぬれた服のまま結界の外に飛び出せば、おそらく、待っているのは凍え死にだろう。

　この三つのうちから選ぶなら──

　──殺すしかないか──

　身を潜めたままのベヅァーの瞳に、異様な色の光が宿る。

　兵士たちの足音は、雨音に紛れながらも、確実に近づきつつあった。

「──たしかこのあたり──」

「お前たち！」

　兵士のつぶやきを遮り、あたりに響いたのは、ベヅァーにとっても兵士たちにとっても、聞きおぼえのある声だった。

「こんなところで何をうろうろしている!?」

「バイルド将軍!?」

　兵士のひとりが驚きの声を上げる。

　ベヅァーの潜む場所から姿は見えないが、それは間違いなく、黒い竜将軍、バイルドの声だった。

「聞いておらんのか!?　ベヅァー殿らしき姿が、青牙の塔の方へ向かっているのを見た、という話だ！　捜索に向かえ！」

『了解しました！』

　いくつもの兵士の声が唱和して、はばたきの音が遠ざかる。

　あとに残るは二つの気配。

　身を潜めたままのベヅァーと、そしてやや離れて佇たたずむバイルドと。

「──お探ししましたぞ。ベヅァー殿」

　バイルドはその場を動かぬまま言った。

「返事はご無用──

　そこにおいでになることは、気配でわかります」

「……私を捕まえに来た……というのではなさそうだな……」

　低い声で応じるベヅァー。

「声は出されぬよう──いつ近くに兵が来るやも知れませぬゆえ。

　それより──

　ご懸念通り、人間どもめ、白輝帝ライラ・ギオラムの休戦案に乗って来ました。

　町にはまだ、触れは出されてはおりませんが」

「…………」

「会談の護衛の任を命じられましたよ。

　白輝帝ライラ・ギオラムも、私が人間を嫌っておるのはご存じのはずなのに。

　いやがらせ──でしょうな。おそらく。

　……それ以来、私も私なりに、以前のベヅァー殿のお言葉を考えてみました。

　幾度考えても、出る答えは一つでした」

　バイルドは、しばしことばを切り、言った。

「──やはり、竜人ギオラムとしての誇りを捨てるわけにはいかぬ、と」

　彼は知らない。

　その言葉に、ベヅァーが笑みを浮かべたことを。

「しかし、そうは思えど、一体何をどうすればよいものやら、この私には思いつきません。

　何かよい案でもお持ちでは、と、探しておりました」

「──今の状況はどうなっておるのかな？」

「幾度か書状をやりとりし、近々、休戦の会談が行なわれることとなっております。

　それが行なわれ、話がまとまれば正式な休戦。そうなってしまえば、もはや手の出しようもありませんな。

　会談は──人間どもの提案で、結界の外、ということになりました。

　この季節の外の寒さはどれほどのものかと、一度、試しに出てみましたが……ろくに動けるものではありませんでしたな。

　人間どもがもしも、会談の席で、こちらをだまし討ちにしようともくろんでいるのなら、かなりたやすいことでしょうな。

　にもかかわらず、白輝帝ライラ・ギオラムは、外での会談という条件を呑のまれた。

　つまり、それだけ本気で休戦を望んでおられるわけですな」

　あからさまに、揶や揄ゆと侮ぶ蔑べつの色を込めてバイルドは吐き捨てる。

「これで、人間どもに、こちらをだまし討ちにする知恵も度胸もないのなら──うかつに手も出せぬ結界の外で、休戦は成る、というわけです。

　つまり──何かをしかけるのならばそれ以前」

「他には？」

「あとは──いろいろと噂うわさのたぐいが飛び交っております。

　こちらは、あくまで単なる噂でしょうが。

　白輝帝ライラ・ギオラムは、本国の黄金王グレア・ギオラムに取ってかわろうとしている、とか、裏で人間と手を結んでおり、すでに実質上休戦の話は通っている、とか」

「人間と、裏で手を？」

「あくまで噂。信しん憑ぴよう性せいはないに等しいですな。

　その噂では、人間への書状を書いた書記が話の出どころ、ということで、会談の席には、誰それに出席してほしい、と、白輝帝ライラ・ギオラムが、人間を名ざししたとかしないとか。人間を名ざしにできるのは、すなわち裏で手を組んでいる証拠だ、と。

　──人間を名ざししたなど、いくらなんでも──

　全くもってナンセンスな噂です」

「たしかにナンセンスだな」

　抑揚のない声でベヅァーは言う。

「ナンセンスすぎる。

　根も葉もない噂というのは、普通は、もう少しもっともらしいものだ……」

「そういうものですか……？」

　バイルドは気もなくつぶやいて──

「……っと!?

　それではまさか!?　根も葉もない噂などではなく事実だと!?」

　色をなす竜将軍に、しかしベヅァーはやはり淡々とした声で、

「そこまではわからん。

　しかし、可能性はあるな。

　臆おく病びようさに敗れて敵に通じるものなどいつの時代にでもいる。

　で？　名ざしにした人間の名というのも伝わっているのかな？」

　それは、ベヅァーにしてみれば、なんの気なしにの質問だった。

　バイルドがその名を、うろおぼえながらもおぼえていたのも、たまたまの話だった。

「……はて、たしか……

　メリーとかエリーとか、そんな名だったような気がしますが」

「……ほう……」

　身を潜めたままつぶやいたベヅァーのことばに、今度は、かすかに、ある感情の色が混じっていることに、しかし黒い竜将軍は気づかなかった。




「ベヅァー殿を見つけたそうだな」

　謁見の間の玉座にあって、白輝帝ライラ・ギオラムゾムドは、報告をもたらした、竜将軍バイルドにそう問いかけた。

「はっ。

　巡視兵のひとりが発見いたしまして。兵を集め、追跡いたしました」

　伸びる絨じゆう毯たんの上で、竜人ギオラム式の敬礼をしたまま、バイルドは言う。

「たまたま私も町に出ておりまして、追跡に加わりました。

　ベヅァー殿は町の塀を越え、森の中へと逃走。

　一いつ旦たんは見失ったものの、結界内で隠れ通すのは無理と悟ってか、結界の外へと逃げ出した模様です」

「結界の外!?」

　そのことばに、ゾムドはいぶかしげな表情を浮かべる。

「しかし、たしか今日、結界の外は……」

「はい。『雪』とやらが降っておりました。

　おそらくベヅァー殿は、外に逃げれば追手はかからない、とでも判断したのでしょうな。

　実際、追撃の命令は出しませんでした。

『雪』は、町の中では雨となって降っておりました。濡ぬれたままの服であのようなところに飛び出すなど、我々竜人ギオラムにとっては自殺行為です。

　兵たちに、そのようなことをさせるわけにはいきませんからな」

　むろんそれは、ベヅァーと打ち合わせの上、でっち上げた噓うその報告だった。

　白い竜人ギオラムと別れたあと、バイルドは、適当にでたらめな命令と情報とをばら撒まいて、兵たちの間にちょっとした混乱状態をつくり出した。

　その間かん隙げきを縫ってベヅァーは身をひそめ、ころあいを見計らい、バイルドは、『ベヅァー殿は結界の外に飛び出したらしい』という話をひろめ、兵を引いたのだ。

「帰って来ることもあるかと思い、何人かの兵を残して、結界の外を監視させていますが、まだ何も報告はありません」

　見張りを立たせているのは事実である。

　むろん、結界の外を見はる兵士たちが、結界の中にいるベヅァーを発見することなどはありえないが。

「……うむ……」

　そしてゾムドは──バイルドの噓を見抜けなかった。

　ふつうの竜人ギオラムが、外へ飛び出して行った、というのなら、あるいはゾムドはそれを疑ってかかったかもしれない。

　しかし、ベヅァーの異常ぶり、暴走ぶりをなまじ知っている彼は、『あのベヅァーならやりかねん』という感想を抱いたのだった。

「……なるほど……とすればベヅァー殿はほぼ絶望、ということか」

「左様ですな」

　表情一つ変えずに答えるバイルド。

「……わかった。

　また何か、事態に変化があれば報告を頼む。

　退さがっていい」

「はっ」

　深々と一礼を残し、バイルドは、謁見の間をあとにした。

　──ゾムドは結局、気づかなかった。

　バイルドが、一度も彼と目を合わせようとしなかったことに。




「やっほー[image: ]　おひさしー[image: ]」

　陽気にぱたぱた手を振りながら、エリは、召喚の台座から、ぴょこん、と飛び降りた。

「どうでした？　エリさん。『フユヤスミ』とやらは？」

「……[image: ]っ……！　聞かないで……」

　レックスの問いに、いきなりエリの笑みが曇った。

　結局この正月は、親戚との行き来もあまりなく、不景気のせいか、お年玉の実入りもいまいちだった。

　くわえてほとんど毎日のように、母親からの小言攻撃である。

　ゆっくりする、どころか、いいかげんうんざりして、冬休みが終わるより数日早く、『友だちと約束があるから』などと言って、寮の方へと帰っていったのだ。

　──とはいえむろん、本当に約束があったわけではない。結局、寮に帰ってはみたものの、ほかの寮生は帰っておらず、ヒマをもて余したあげく、しかたなしに、自分の部屋で、面白くもない正月番組の再放送を眺めて過ごす、という、なかなか腐った過ごしかたで、休みの終りを迎えたのだった。

　そして今日が、今年に入って第一回目の異世界旅行。

　こちらも季節が冬だけあって、やはりあちらと同じように──いや、むしろあちらより寒いくらいなのだが、空気のにおいが違うせいだろうか、澄んでいる──というか、身が清まるような気さえする。

「いよいよ来週──七日後ね。竜人ギオラムとの会談。

　ここしばらくは何もなかった？」

「……いえ、その……」

　エリの問いに、今度はレックスの表情が曇った。

「どうしたの？

　まさか、また何か変な事件でも起こったとか？」

「事件……と言うかなんといいますか……

　実を言うと……クルーガー殿下が、いきなり、自分も会談に出席する、なんて言い出されまして……

　今も上で、ほかのみなさんと少々もめてるんです」

「はぁ!?」

　レックスの説明に、思わず眉まゆをひそめるエリ。

「もめてる……って……クルーガーが会談に出たら、何かマズいことでもあるわけ？」

「あのですねぇ……

　今回の休戦、竜人ギオラムたちが一体どこまで本気なのかわからないんですよ。

　ことによったら、こちらの頭を潰つぶそうとする、彼らの罠わなかもしれません」

「……そーいえば、前もそんな話があったわね。あの白いの、ベヅァーが裏で糸を引いてる可能性があるとかないとか」

「ええ。そんな危険な場所に、殿下をお連れするわけにはいきません」

「なるほどー……って……」

　気楽にひとつ、うなずいてから、かすかに頰ほおを引きつらせ、

「そーゆー場所にあたしを連れてくのはいーのか!?」

「いやあ。それは、ご本人がそう決められたことですから」

「[image: ]っ……!?」

　さらりとすずしい顔で言われて、さすがにエリもことばに詰まる。

「──ともかく、最初は、会議の結果、クルーガー様は会談に行かない、ということに決まっていたんですが……

　それが、やはり行く、と言い出されまして……」

「へー。

　けどなんだってクルーガー、急に行くなんて言い出したわけ？」

「なぜ……って……」

　問われて一瞬、レックスは答えに詰まる。

　当人は、『やはり、次代のファインネル王国を背負って立とうという自分が、竜人ギオラムの謀略を恐れ、交渉の席に臨まぬというのは面目にかかわる』などと、けっこう立派なことを言っているのだが──

　それを言い出したのが、エリが交渉の席につくと決まった、しばらくあとのことだった、といえば、本音は大体想像がつく。

　しかしここで、『エリさんに気があるから、心配なんじゃあないですか』などと言えるような性格のレックスではない。

「……まあ、それは……殿下にもいろいろとお考えがあるようですから……」

「ふーん。

　そういえば、ちょっと前から、クルーガーの様子がどことなくおかしかったような……」

　そちらの方は、クルーガーが、エリにふられた、と勘違いをしたのが原因だったりするのだが、むろんエリは気づいていない。

「きっと、いろいろ考えてたんでしょーねー。

　でも、れーせーに考えたら、出ない方がかしこい、ってわかりそーなもんなのに。

　──なんならあたしが説得したげよか？」

「えエッ!?」

「……何なのよ……そのおーげさな驚きようは……？」

「……いやその……」

　そんなことをしたら、よけいに話がややこしくなるだけである。

「さては、あたしには『説得』なんてこと無理だ、とか思ってるんでしょ？

『まさかエリさんの口から、説得なんてことばが出て来るとは思ってもいなかった』とか何とか」

「いえ別にそんなことは……」

「思ってるっ！　その目は絶対思ってるっ！

　──おーし。それならなおのこと、あたしがクルーガー説得してみせるわっ！」

「──ち……ちょっとエリさんっ！」

　一方的な決意を胸に秘め、上へと続く階段を上るエリの背を追って、あわててレックスも駆け出したのだった。




「……困りましたなぁ……」

　しんそこ困り切った口調で、ロッドゥェルはつぶやいた。

　会議室ではない。クルーガーたちが食堂に使っている部屋である。

　テーブルには、ロッドゥェルとバイザーが並び、二人に向かいあう形で、クルーガーが、不機嫌な顔で座っている。

　クルーガーの本心は、おそらく『エリが心配だから』だろう。

　それは、ロッドゥェルにも容易に想像がつく。

　とはいえ、真っ向からそう指摘すれば、クルーガーがますますムキになることは間違いなかった。

　となるとやはり、『危険だから』とか『前の会議で決まったことだし』とか言って説得するしかないのだが──

　それであっさり説得できれば、困りはしない。

「困ることはない。私が行けばそれでいいだけのことだろうが」

「……簡単におっしゃいますが……」

　ばたんっ！

　ため息混じりのロッドゥェルのことばを遮り、扉が音を立てて開いた。

　そこに立っているのは、言うまでもなく──

「聞いたわよ、クルーガー。『自分も行きたい』とかってだだをこねてるんですって？」

「だだをこねてるわけじゃないっ！」

　エリのことばにクルーガーは声を上げて立ち上がる。

　──またややこしいことに……

　思わず頭を抱えるロッドゥェルとバイザー。

「エリさん、それじゃあ『説得』じゃなくって、単にケンカ売ってるだけですよぉぉぉぉ」

　後ろからついて来たレックスが、気弱なツッコミを入れるが、むろんそんなもの聞こえてはいない。

「だぁぁって！　一度は『行かない』って決まったのを、『やっぱし行く』とか言い出したんでしょ？　それが気まぐれのだだこね以外の何だってぇのよ？」

「お前だけには気まぐれ呼ばわりされるいわれはないっ！

　それにっ！　私も、理由もなしに会談に出る、と言っているわけじゃあないんだっ！」

　強い口調で反論しながらも、『フラれた』と勘違いしている気後れと気まずさのせいか、エリからは、微妙に視線をそらせていたりする。

「けど、あんたに万一のことがあったら、この国、どーにかなっちゃうわけでしょ？

　それなら出ない方がいーじゃない」

「竜人ギオラムたちは私を知らん！　この席の責任者だが王ではない、と言えば、相手もむやみに襲っては来ないはずだ！」

「『はず』でしょ!?　あくまでも。もしンなことかまわずに襲って来たらどーすんのよ!?

『あいやー。まいったなー』じゃあすまないわよ！」

「えーい、やかましいっ！　どこかのお気楽娘も行くというのに、私が行かんという話があるかっ！」

　──それは、『お前が心配だ』ということばの裏返しだった。

　しかし。

　エリはそのまんまに解釈した。

「悪かったわねお気楽娘で！　さてはクルーガー、仲間はずれにされたよーな気がしてさみしーんでしょ!?　実は」

　自然とことばも輪をかけてケンカ腰になる。

「誰がさみしいかっ！　そんなもんっ！

　事情もわかってないどこかの誰かが、会談をメチャメチャにしないかどうか心配で、ゆっくりなんかしていられない、って言ってるんだっ！　俺おれはっ！」

　売りことばに買いことば。いきおいクルーガーの口調も荒くなる。

　──こうなっては、もはやただの口ゲンカ。

「ひとがせっかく心配してあげてんのにっ！　そーゆーつもりなら勝手にすれば!?　来たけりゃあ来ればいーじゃないっ！」

「エリさん説得……」

　レックスが、あわてて止めにかかるがもう遅い。

「いつ心配した!?　いつ!?　よーしそう言うのなら行ってやるっ！　誰が何と言おうと、何が何でも行ってやるっ！」

『ああああああああああああああああああっ!?』

　最低最悪の展開に、三人は完全に頭を抱えた。




　──このあと、エリに首を突っ込ませる原因となったレックスに、バイザーが文句をえんえんとぶちまけたのは、言うまでもない。




「……なあ……ラーディー」

　その同じ頃。

　竜人ギオラムの町では、またまたゾムドは、ラーディーの家に入り浸っていた。

「実は……お前に頼みたいことがある」

「何です？　あらたまって？」

　お茶うけの、干した果物を口に運びつつ問うラーディーに、ゾムドはやや言いにくそうに、

「……もうすぐ、人間たちとの休戦会談だ……」

「ええ。うまく行くといいですけど。

　がんばってくださいね」

「いや……『がんばってくださいね』じゃなくて、な……その……」

「歯切れが悪いですね。何か」

　ラーディーの問いにゾムドは、彼女から視線をはずしたまま、

「つまり……

　その会談に、お前も出てほしいんだ」

「……は……？」

　ラーディーの目が点になった。

「──ちょ……ちょっと待ってくださいよ、ゾムド。

　なんで私がそんなものに出なくちゃあならないんですか？

　……それはたしかに、会談がどう進むかに興味はありますし、次の結界を張る時には協力する、って約束はしましたけど。

　宮仕えになる気なんてさらさらありませんよ。私は」

「それはむろんわかっている。別に、宮仕えをしろ、と言うつもりもない。

　ただ──

　ちょっと気にかかることがあってな……」

「気にかかること？」

「ああ……」

　ゾムドは茶をひと口すすり、

「実はしばらく前──あのベヅァーが現われた」

「……はあ」

　眉まゆをひそめて、あいまいに応えるラーディー。

　実を言うと彼女は、あまりベヅァーのことを知らない。

　彼女の家で油を売っていたゾムドを連れ戻すために、いくどかこの家を訪れ、ラーディーと顔を合わせたこともあった。

　結界塔のもと責任者で、しばらく前、本国から援軍を引き連れて、人間の町を無差別攻撃した張本人。現在は、行方不明で手配中。

　それくらいは知っている。が、その程度だった。

　人間を毛嫌いしているだろうということは、容易に想像がついたが。

「ベヅァーの人間嫌いは普通じゃない」

　ゾムドは暗い目をして言った。

「以前、人間奴隷たちの反乱と外からの攻撃で、町が焼かれることがあっただろう。

　あの少し前──結界の外で人間の兵がうろついている、という話があった頃。

　ベヅァーの提案はこうだった。

　見せしめに、奴隷の人間を全員処刑しろ──と」

「全員処刑!?」

　さすがに驚いた声を上げるラーディー。

「ああ。そんなことをすれば、多少の見せしめにはなるかもしれんが、それ以上に反感をあおるだけのものになる。そう言ってやったが、納得した様子はなかった。

　あいつが抱いている、人間に対する憎悪が、結界実験の成功という目的を押し退けてしまっていた。

　前の襲撃事件でも、ベヅァーの部下だった兵士たちの話を聞くと、あいつの目的は、ただ、人間の殲せん滅めつにあったとしか考えられない。

　そのベヅァーが、しばらく前、町に現われた」

「…………」

「町をパトロールしていた兵士が見つけ、かなり大規模な追跡が行なわれた。

　結果、ベヅァーは結界の外へと逃げ、姿をくらましたらしい。

　その日は、結界の外では『雪』が降っていた」

「そんな日に結界の外へ、ですか!?　自殺行為ですよ！」

「ああ。

　たしかに自殺行為だ。その時見張りに立った兵たちからも、ベヅァーが戻って来た、という報告は結局なかった。

　普通に考えたら、もう生きているとは思えん。

　しかし、だからと言って、死んだと決まったわけでもない。

　私にはどういうわけか、彼が死んだとは思えんのだ。

　そして問題なのは、なぜベヅァーが今ごろ町の中に現われたか。なぜ命をかけてまで、逃げ回る必要があったのか……

　あるいはベヅァーは、休戦交渉の話を知っているのではないか、と思うのだ」

　人間と休戦交渉を行なう、ということは、まだ町の住民たちには知らせていない。

　とはいえ、高官たちはもちろん、一部の兵士たちもこのことは知っている。交渉が終わるまで他言は無用とクギを刺してはいるが、噂うわさなどはどこからでも漏れる。『いずれは皆に知れること』と、知人に吹ふい聴ちようした者もいるだろう。

「そしてもし、ベヅァーが休戦の噂を耳にしていれば──何をやろうとするか、大体の想像はつく」

「妨害……ですね。休戦の」

「ああ」

　ゾムドはこっくりとうなずいた。

「取り越苦労、考えすぎ──それならばそれでいいのだが、もしも万一、やはりベヅァーが生きていて、何かをしかけて来るなら、なんとか阻止しなければならん。

　考えられるのは、人と竜人ギオラムとの間の不信感をあおり立てて、会談が行なわれること、そのものを潰つぶそうとする可能性だ。

　しかし今は、『冬』の冷気が、我々竜人ギオラムと人間とを隔てる壁になっている。

　この状況では、ベヅァーとて、前のように人間の町を無差別攻撃する、というわけにもいかんだろう。

　ほかの可能性としては、会談の場に直接乱入する、という方法だ。

　そこでベヅァーが、やって来た人間を殺すようなことになれば、当然休戦など成り立つわけはない。

　会談を行なうのは、人間たちに有利なように、結界の外。護衛の兵たちも、たいした数は連れて行けん。

　もしもベヅァーがどこかに潜み、こちらの動きを見張っていれば、我々のあとを尾つけて、会談の席に乱入するのは、不可能なことではないだろう。

　それだけは、なんとしてでも止めなければならんが──大人数を連れて行かない、というのが人間たちとの約束だ。

　数を出すのが無理ならば、少数精鋭しかない。

　だが、ベヅァーほどの術者を止めるほどの実力がある者と言えば──」

「……なるほど……」

　ラーディーは、しんそこうんざりとため息をついた。

「結界塔の三人の魔道神官は動かせない。そんなことをしたら結界が消える。

　となれば考えられるのは一人だけ──と、いうわけですね……」

「そういうことだ」

　ゾムドはこっくりとうなずいた。

「私が『やめろ』と言ったところで、やめてくれるとは思わんしな。

　ベヅァーを倒せ、とは言わん。止めるか、追い払ってくれるだけでいい。

　もともと攻撃の術など使うつもりはないだろう？」

「…………」

　気乗りのしない話ではあった。もともと、政治だの何だのにかかわるしごとというのは好きではなかったし、護衛などというのならなおさらである。

　しかし、ゾムドに『和平・休戦』などということを言ったのは、他でもないラーディー自身なのだ。

　ベヅァーが何かをしでかす危険がある以上、『なんとなくヤだから』という理由で、見て見ぬふりをするというのも無責任ではある。

「……けど……もしも私が行くとしても、ほかのかたたちにはどう説明するんです？　まさか『ベヅァーが襲って来るかもしれないから、護衛に連れてきた』など説明するわけにもいかないでしょう？」

「むろんそれは考えてある。

　名目上は、人間を研究する学者として、つまり人間をもっとも理解する者として同席してもらう、ということにする。

　実際に、意見を聞くことになる場面もあるかもしれんし、な」

「……一番いいのは、ベヅァーがおとなしくしていてくれること、ですけどね」

「同感だ。

　──それと。

　招待したエリ殿、会談に出席するとの返事があったぞ。

　会談に来れば再会できる」

「……そうか……そうですよね」

　ゾムドのことばに、ラーディーは、ひさしく会わない、人間の友のことを思い出していた。




「……そうか……もうじきか……」

　酒のカップを、ことりっ、と置いて、ベヅァーは低くつぶやいた。

　町の片隅にある、安酒場。

　彼はあいもかわらずフードを目深にかぶり、顔をうつむかせたままで、店の隅にあるテーブルに陣取っている。

　そしてそのテーブルの向かいには、鎧よろいではなく、ごく普通の服を身につけた、黒い竜将軍バイルドの姿があった。

　彼はあの雪の日、ベヅァーと出会って以来、将軍の権限を利用して、町のパトロールにわざと穴をつくり出し、いくどか白い竜人ギオラムとの密会をしていた。

「時刻は正午。

　場所は結界の外。

　南東の方に、以前、こちらの巡視兵の詰め所になっていた小屋があります。

　二年ほど前、人間のゲリラどもに襲われて以来、使ってませんが……そこが会談の場所になっています」

　バイルドは気づいていない。

　我知らず、ベヅァーに対することばが敬語になっていることに。

　自分がもはや完全に、ベヅァーのペースにはめられているということに。

「こちらから赴くのは、白輝帝ライラ・ギオラムと文官一人。白輝帝ライラ・ギオラムが連れてくるアドバイザーとやらが一人。

　そして私と、護衛の兵士が四人」

「わずか八人──か。

　これでは、人間どもが卑劣な罠わなでもかけておれば、ひとたまりもあるまいな」

「全く……

　人間どもは、交渉係の者が四人、護衛の兵士が六人、の、合計十人。

　常時であれば、たかが人間ごとき、十人や二十人束になろうとも、このバイルド、遅れは取りませんが……寒さの中で、どれだけ動けるかは自信がありませんな。

　それに、こちらをだまし討ちにする気なら、ほかに伏兵もいるでしょう。

　──そう。前にベヅァー殿のおっしゃったこと、少々気になりましたので、私なりに調べてみました」

「私が前に言ったこと？」

「白輝帝ライラ・ギオラムが人間と裏でつながっているのでは──という、あの話です。

　調べてみたところ、あの噂うわさ──白輝帝ライラ・ギオラムが、人間を名ざしで招待した、というのは本当の話でした」

「……ほう……」

　──やはりそうか、ゾムド……！

　口では気のないふうな答えを返しつつ、内心ベヅァーは、ゾムドの裏切り、という妄想を確信し、怒りで胸の内を満たす。

「たしかにその人間の名はエリ──だったかな？」

「……？　よくご存じで。はて、前に言いましたかな？

　ともあれその『エリ』も、その会談に出席します」

「……そうか……」

　フードの下のベヅァーの表情は、バイルドからは見えない。

「それで……そろそろお考えを聞かせていただきたいのですが。どのようにして、あのくだらぬ会談をぶち壊すか」

「方法は──それほど難しくはない。

　会談の席に私が乗り込み、人間どもを殺す──

　それでこの馬鹿げた計画も水の泡だ」

「……か……会談の最中に!?」

　短絡的といえばあまりにも短絡的な方法に、さすがにバイルドもやや鼻白む。

「その……白輝帝ライラ・ギオラムの目の前で、ですか!?」

「ほかには方法も機会もなかろう」

　ベヅァーはそっけなく言い放つ。

「心配の必要はない。策はある。

　直接手を貸せとは言わん。多少の協力をしてもらえばそれですむこと。

　あくまでも表面上は、この私の独走、ということになるだろう」

「……し……しかし……」

「なぁに。たしかに白輝帝ライラ・ギオラムは腹を立てるかもしれんが、本国の黄金王グレア・ギオラム陛下は、きっとわかって、喜んでくださるはずだ。

　やはり人間ごときと手を組んで、竜人ギオラムの誇りを汚すなどというのは間違っている、とな」

「……そう……でしょうか、やはり……」

「そうだとも。

　考えてもみるがいい。

　白輝帝ライラ・ギオラムの休戦案、支持する者と反感を抱く者、どちらが多い？

　いくら理屈を並べ立てようとも、竜人ひとの心が動かせぬならば、そんなものは真実ではない。

　そうは思わんかな？」

「……それは……確かに……」

　ベヅァーの詭き弁べんに、いともあっさり首を縦に振るバイルド。

「バイルド殿は、私がその場に飛び込んだ時、竜人なかまを護まもるふりをして、彼らの動きを封じてくださるだけで十分。

　──ただ──」

「ただ？」

「白輝帝ライラ・ギオラムの動きには、気をつけていただきたい。

　おそらくは、私が会談の席を襲うことを、うすうす勘づいておろうからな」

「白輝帝ライラ・ギオラムがですか!?　まさか！」

　一笑に付すバイルドに、しかしベヅァーは真顔で左右に首を振り、

「──いいや。

　あの白輝帝ライラ・ギオラム、たしかに我々の目から見れば、腑ふ抜ぬけてはいるものの、なかなかどうして、頭の切れは悪くない。

　会談以前に、白輝帝かれに不信感を抱かれるような行動だけは慎んでもらいたい。

　よろしいかな？」

「……はあ……それはむろん、私とて、言われるまでもありません」

「結構。ならば──」

　ベヅァーは、目の前のグラスの中身をひと息に飲み干した。

「しかし……どうやって会談の場に行かれるおつもりですかな？　この寒さとなれば、あらかじめその場所で待つ、ということもできぬでしょうし……」

「むろんその点は考えておる。──いろいろと、な……」

　言ってベヅァーは、かすかな笑みを口もとに浮かべたのだった。




　いつもと同じ、睡魔にも似た感覚。

　いつもと同じ、地下の部屋。

　そして、いつもと同じ、目の前に佇たたずむレックスの姿。

　しかし──

　見慣れたはずのそれらすべてが、今日は、どことなく特別に見える。

「はろー。レックス」

「こんにちは。エリさん。

　いよいよ今日──ですね」

「ええ──いよいよね」

　レックスのことばにエリはうなずいた。

　今日──それは、人と竜人ギオラムとの休戦の会談が行なわれる日だった。

　エリもその会談に参加する。

　だからこそ、こうして、いつもより早い時間に呼び出してもらったのだ。

　もともとは、単にバイザーへのいやがらせ、その場のいきおいで参加することになっただけである。こちらの国の政治のこともよくわからないし、当然意見やら何やらをさしはさむ余地はないだろう。

　ただひたすら退屈な時間を過ごすことになるかもしれない。

　いや、それならまだしも、これが竜人ギオラムのしくんだ罠わなだったとしたら、退屈どころか、それこそ生死にかかわってくる。

　だが──

　たとえかりそめにではあっても、人と竜人ギオラムが手を取るところが見られるのなら見届けたい。

　その想いが、退屈と危機感に勝った。

　……まあ、もともとエリに『危機感』などというものはない、という説もあるが。

　実際エリは、竜人ギオラムの罠、という心配はほとんどしていなかった。

　ラーディーとつき合っていたせいか、竜人ギオラムも、そうそう無茶なことをやる者ばかりではない、と思うようになっていた。

　唯一の懸念といえば、毎度のベヅァーの乱入だが、まさかこの寒い中で、何かをしかけて来るとは考えていなかった。

「ほかのみんなは？」

「もう大体の準備は終わります。あとは時間を待って出るだけ、ですね。

　お気をつけて行ってきてください」

　本来、今日の出席メンバーは、ロッドゥェルとレックス、エリと、そしてエリの知らない文官ひとり。その四人が名目上は交渉係で、それに護衛の兵士六人がつくことになっていた。

　──交渉係といっても、実質上はロッドゥェルと文官ひとりとが行ない、レックスは万一の時のための魔法戦力、エリはおかざりである。

　しかし、クルーガーがいきなり出席をする、と言い出したせいで、レックスがい残りをすることになったのだ。

　単純に人数を増やせればいいのだが、書状で知らせたよりも多い人数でいきなり行けば、竜人ギオラムたちの警戒心をあおる。

　交渉用のロッドゥェルと文官は外せないし、まさか名ざしされたエリにかわって、というわけにもいかないだろう。

　それで結局、ロッドゥェルも魔法を操るから、ということで、レックスは留守をすることとなったのだ。

「ところでエリさん、出発までもう少し時間がありますけど、軽い食事でもなさいます？　それくらいの時間はありますけど」

「……うーんー……やっぱしいいわ。ちょっと前に朝ごはん食べたし、今へたにおなかいっぱいにしちゃうと、会議のとちゅうに眠くなっちゃうだろうし。

　時間がくるまで、そのあたりでもうろうろするわ」

「うろうろ、って……あ！　ちょっとエリさんっ！」

　レックスのことばをしまいまで聞かず、エリは上へと続く階段を上りはじめる。

「ちょっとエリさんっ！　うろうろするって！　そんなことしたら時間に間に合わなくなりますよっ！」

「食事するくらいの時間があるなら、それくらいだいじょーぶよ[image: ]」

　あとを追いながら言うレックスのことばをあっさり聞き流し、地上へと続くドアを開け、ずんずんと、玄関の方に向かって進むエリ。

「エリさんの『大丈夫』なんてあてになりませんっ！」

「……当人前にしてそーゆーこと言う……？」

　やがて玄関にたどり着き、扉のノブに手をかける。

「それに、あたりをうろつくって言っても……」

　がちゃりっ。

　扉の開く音。そして──

　冷たい空気がエリの顔を打つ。

　──!?──

　彼女は思わずことばを失くし、扉を開いたかっこうのままで、しばしその場に硬直した。

　そこは──一面の銀世界。

「……雪……だ……」

「雪です」

　エリの漏らしたつぶやきに、レックスはしずかな口調で言った。

　数センチは積もっているだろう。地面を、屋根を白く埋め、なおも灰色の空からは、雪が舞い落ちつづけていた。

「このぶんだと──かなり積もりそうですね」

「かなり……って……今でもじゅーぶん積もってるよーな気はするんだけど……」

「これくらいなら積もったうちにも入りませんよ」

「……そ……そーなの……？」

　そういえば、エリのクラスメートの中にも一人、以前、雪の多い地方に住んでいた、というのがいた。

　いわく、『雪が一、二センチ積もって交通機関がマヒすることの方が不思議だ。あんな程度なら踏めば溶ける』だそうである。

　とはいえ、雪など積もることの方が珍しいところで育ったエリの目から見れば、これだけ降れば立派な大雪である。

　あたりをうろつく、とは言ったものの、この雪では、店などが開いているかどうか。

[image: ]

　──案外開いているかもしれないが、さすがにこの雪の中をうろつくのは、慣れないエリにとっては少々根性が要った。

「……そ……そーね[image: ]　うろうろするのはやめて、お茶でも飲んで待つわ[image: ]」

　ぱたんっ、と玄関の扉を閉めて、エリはレックスに向かって言った。

「私もその方がいいと思います」

「……けど、やっぱしこの雪の中、会談やるわけ……？」

「当り前です。今さら『雪だからやめよう』なんて言ったって、連絡のしようがありませんからね。

　それに。たしかにこの雪では、いざという時、思ったように体が動かない、ということもあるかもしれませんが、竜人ギオラムたちにとってはそれ以上のハンデになるはずです。

　となればこの雪、かえって好都合かもしれませんよ」

　たしかにそれはそうなのだろうが、この雪の中を遠出することを考えれば、やはり少々気が滅め入いる。

　──やっぱし……会談に出るなんて言うんじゃなかった……

　今さらのように、エリは、胸のうちでつぶやくのだった。




「……全く……正気じゃねえよな……」

　結界の外にひろがる、白い世界を眺めながら、見張りに立った赤い竜人ギオラムは、ひとり、ぽつりとつぶやいた。

　この暖かい結界を出て、彼らの目から見れば、死の世界にも等しい雪の野に出て行かなければならないのだ。

　しかもその目的は、人間との休戦を結ぶため、ときた。

　彼は別に、人間に恨みがあるわけではなかったが、それでもやはり、人間ごときと手を組むのは面白くない。

　どういう理由で、自分が護衛のひとりに選ばれたのかは知らないが、正直言っていい迷惑だった。

　とはいえ一介の兵士の身では、バイルド将軍直々の命令に逆らうことなどはできなかった。

　などといろいろ考えていると──

　がさっ。

　草の揺れる音に、彼は後ろを振り向き──思わず一瞬身構えた。

　そこにいたのは一人の竜人ギオラム。

　うす汚い、ムラのある緑の翼はいいとしても、問題なのはその風体である。

　全身を余すところなくすっぽりと布で覆い、顔さえも隠して目だけ出している。

　それで右手に槍やりを持っているとなれば、警戒するな、という方が無理な話である。

　しかし考えてもみれば、自分もまた、それとほとんど同じ姿をしていることに、赤い竜人ギオラムは気がついた。

　結界の外に出るための耐寒装備、という奴である。

「……なんだ……もう時間か？」

　内心の動揺をごま化すように彼は問う。

　彼ら兵士四人はここで待ち、城からやって来る白輝帝ライラ・ギオラムら四人と合流し、会談の場所へと赴く手はずになっていた。

「──少々早かったか？」

「早すぎる、ってことはないと思うけどな。

　……しかしやっぱりこの格好、怪しいよな。ふつーはこんなのが町歩いてたら、問答無用で捕まえるぞ」

「確かにな。まあ、凍え死ぬよりはましかもしれんが──

　これではあの、手配中のベヅァーとかいうのが顔を隠して紛れ込んでもわからんぞ」

「……まあ……そいつはないだろう。

　直接目にしたことはないが、なんでも、手配書によると、白くて、頭の左右に二本ずつ、えらくご立派なツノを生やしているらしいからな。

　そんなもん、上から布きれかぶったところで目立つわな」

「それもそうか」

　がさりっ。

　二人の話を遮って、ふたたび横手で草が鳴る。

「おう。来た──」

　ふり向いて言いかけた、赤い竜人ギオラムが凍りつく。

　三人目は、白い翼に、頭の左右に張り出した角を持っていた。




「──な……」

　白輝帝ライラ・ギオラムゾムドは、我知らず声を上げていた。

　バイルドとラーディー、そして文官一人を伴い、兵士たちとの会合場所へたどり着いた時、そこには予定通り、防寒装備に身をかためた、四人の竜人ギオラムの姿があった。

　顔はわからないが、翼の色はそれぞれ、赤、緑、茶──そして、白。

　しかもその白い竜人ギオラムだけは、頭の左右に、大きく角がはり出していた。

　ほかの三人が、その白い竜人ギオラムに、警戒のまなざしを向けているのがはっきりとわかる。

　こうやって見るかぎりは、どう見てもベヅァー、なのだが……

「……あ！　しょうぐぅぅぅぅん！」

　バイルドを見るなり、その白い竜人ギオラムは情けない声を上げた。

　ベヅァーとは、似ても似つかない声で。

「なんとかしてください！　ロコツに怪しまれてますよ！　私！」

「……あー。わかったわかった。とりあえず顔の布を取れ」

　白い竜人ギオラムの陳情に、バイルドはなげやりな口調で言う。

「……これって……けっこう面倒なんですけど……よっ……と……」

　何やらぶちぶち言いながら、慣れない手つきで、彼は顔の布を取る。

　──ベヅァーでは……ない……

　ゾムドは胸をなでおろした。

　たしかに頭の左右に角はあるが、太いのが一対のみ。顔の方も、ベヅァーとは似ても似つかぬ、少々ゆるんだ顔である。

「……別人だ……」

　ゾムドのことばに、ほか三人の兵士姿は、ほっと息をついた。

「……あの手配書、なんとかなりませんでしょうか？　あちらこちらで怪しまれて困っているんですけど……」

　ぶちぶち苦情を並べながら、白い竜人ギオラムは、ふたたび顔に布を巻きつける。

「特徴が似ているのは仕方あるまい」

　無責任な答えを返すバイルドに、ゾムドは視線を向けて、

「……しかし将軍……こういう誤解を招きかねない人選は、あまり感心できませんな」

「たしかに不手際でした。

　しかしこの者たち、人間たちに対しては、恨みを持たぬ者、という基準で選んだ結果、こうなった次第です。

　知人を人間たちとの戦いで失くしたりした者を連れてゆけば、もし会談の席で、人間どもが無神経なせりふを吐いた場合、冷静でいられるかどうか。

　むろんそれで、いきなり暴れ出したりはせんでしょうが、場の空気はあまりよくはならんでしょうから。

　これでも、私なりに配慮したつもりではありましたが──」

「──いや、そういうことならいい。

　とにかく──行くぞ」

「わかりました。

　──行くぞ！　ベヅァーの尾行も考えられる！　後方への注意をおこたるな！」

　バイルドの声が高らかに響き──

　そして、八人の竜人ギオラムは結界を抜けた。




　暖炉の炎が、石造りの部屋の中を、ゆらめくオレンジに照らし出す。

　だだっ広い部屋の中は、さすがに外よりはだいぶましではあるが、おせじにも暖かいとは言えなかった。

　がらんとした部屋の中央に置かれた大きなテーブルには、今、エリたち四人だけが座っていた。

　エリがレックスに聞いた話によれば、ここは以前、竜人ギオラム巡視兵たちの詰め所になっていたとか。

　たしかに、何から何まで石造り。小さな明かり取りの窓にはクリスタル板が窓ガラスのようにはめ込まれている、という、竜人ギオラム様式のつくりである。

　なんでも二年ほど前に、クルーガーたちが襲撃をかけ、物資を失敬して以来、使われていないそうである。

　一行がここに到着してから、すでに三十分ほどが経っていた。

　約束の時間をやや過ぎているが──

「来ました！　竜人ギオラムたちです！」

　一つしかない扉を開け、言いながら部屋に飛び込んで来たのは、外の様子を見張っていた兵士だった。

　ざわっ。

　室内が一瞬ざわついた。

　護衛の兵士たちはあわてて外に飛び出し、エリたち四人も、思わず腰を浮かしていた。

　開け放たれた扉から、雪まじりの冷たい風が吹いてくる。

　エリの座った場所からでも見える。

　白と灰色のまだらに染まった世界の中で、動くいくつもの影が。

「数は八人！　間違いありません！」

　兵士の一人が声を上げた。

　雪の中にゆらめく影は、やがてすこしずつ、その輪郭をはっきりと浮かび上がらせて──

　それは、全身に布を巻きつけた竜人ギオラムの姿となった。

「遅れて申し訳ない。

　この寒さは──我々には、思った以上にこたえるようだ」

　先頭に立った、銀色の翼の竜人ギオラム──白輝帝ライラ・ギオラムゾムドは、入り口で、体についた雪をはたき落としながら言った。

　そのあとに、交渉係らしき竜人ギオラム三人が続き、後ろには、槍やりを手にした警護兵とおぼしき竜人ギオラムが四人──

「ち──ちょっと待ったぁぁっ！」

　裏返りまくった声を上げたのはエリだった。

　ほかでもない。竜人ギオラム一行の中のひとり──顔を隠した白い竜人ギオラムに目を止めたのだ。

「──ああ……そうでしたね……」

　エリの視線に気づいたか、銀色の竜人ギオラムは、やや困った顔で、

「過日……そちらの町に無差別攻撃を行なった、ベヅァーという名の白い竜人ギオラムがいます。

　彼は、そのベヅァーと、特徴は似ていますが、別の者です。

　──布を取れ」

　言われて白い竜人ギオラムは、悪戦苦闘しながら顔の布を取る。

　そこから現われたのは、ベヅァーとはあまり似ていない別の顔。

「──違う……わね……」

「ああ。違う」

　エリのつぶやきにうなずくクルーガー。

　彼もまた、あのベヅァーとは、直接出会ったことが何度かあったが、目の前にいる白い竜人ギオラムが、あのベヅァーとは別人だということくらいはわかる。

　角の本数や顔の輪郭も違うし、ベヅァーにあった、狂気じみた凶々しさが、目の前の竜人ギオラムにはない。

　ゾムドには、人間二人が、この白い竜人ギオラム兵をベヅァーではないと断言した理由はわからなかったが、ともかくこれで、いらぬ誤解は解けたわけである。

　人間の兵士が外を眺め、ほかに動くもののないことを確かめてからドアを閉じる。

　そして──

　人と竜人ギオラムとの会談ははじまった。




「本日は、こちらの身勝手とも言うべき申し出に応じていただき、まずは御礼を申し上げる」

　ゾムドはテーブルにつくと、顔を覆った布を外してそう言った。

　──あれ……？

　下から現われた銀色の顔に、エリは、どこか見覚えがあるような気がして、小さく首をかしげた。

　実際に、ラーディーの家で一度見たことがあるのだが、竜人ギオラムの顔の見分けがつかないエリには、はっきりそうとはわからない。

「はじめてお目にかかります。

　ヅェムド王国国王、黄金王グレア・ギオラムジグラドの弟にして結界実験責任者、ゾムドと申します。

　こちらが──」

　と、やはり顔の布を取ったバイルドと文官を紹介し、次に、もう一人の青い竜人ギオラムを指す。

　──をや？──

　そちらに目を移し、エリはロコツに眉まゆをひそめた。

　目の前にいる青い竜人ギオラムが、どう見ても、エリの知っている竜人ギオラムに似ているような気がするのだが──まさか彼女がこんな場所にやって来るとは思えない。

　エリの一瞬のとまどいなどには気づきもせず、ゾムドはかまわずことばを続ける。

「アドバイザーとしてお呼びしました。あなたがた人間のことをいろいろと調べておられる、研究家のラーディー殿」

『は!?』

　エリとクルーガー、そしてロッドゥェル。三人は、同時に声を上げていた。

「……何か……？」

「あ──いや、何でもありません」

　いぶかしげに問うゾムドに、ロッドゥェルは落ち着いた口調で答え──

　ちらりっ、と、もの問いたげな視線をクルーガーと交わし、小さく左右に首を振る。

　──あのラーディーと名は同じだが……たぶん偶然だろう。

　二人の視線はそう語っていた。

　エリだけは、真実を知っているのだが。

　──ど……どこにでも出て来るわね……ラーディー……まさかあたしを名ざしで指名したのって……？

　ジト目で見つめるエリの視線に気づいてか気づかずにか、ラーディーは、平然と腰かけている。

「ところで──失礼を承知でお願いしたいのですが、よろしければ、防寒布をつけたままで話を進めたいのですが。

　室内とはいえ、この寒さは、我ら竜人ギオラムには少々……」

　言うゾムドも、そして他の竜人ギオラムたちも、さきほどから小きざみに体を震わせている。

「わかりました。ご随意に」

「──感謝します」

「それでは今度は、我々の紹介を……」

　ゾムドたちがふたたび布で顔をくるむのを待って、ロッドゥェルは、自分たちの紹介をはじめた。

「私が今回、代表で交渉を進めさせていただく、ロッドゥェルと申します。一応お断りしておきますが、あくまでも交渉の席での代表。我々人間の、国の代表というわけではありませんので」

「王ではない!?　この大事の席に──」

「バイルド将軍！」

　ゾムドは、怒りの声を上げかけたバイルドを制し、

「──結構です。こちらにしても、王の代理でしかないのですから」

「ご理解いただき、ありがたいですな」

　内心何を考えているやら、にこにこ笑顔で言うロッドゥェル。

　続いてロッドゥェルは文官を紹介し、クルーガーを『参謀のレックス』として紹介する。

　竜人ギオラムたちが、クルーガーの名を知っている可能性はゼロではない。少々気のきく竜人ギオラムが、かつてファインネルの城に住んでいた王族の名を、何らかの方法でリスト・アップしていれば、その中には必ず、クルーガーの名があっただろう。

　竜人ギオラムの本心がわからぬ以上、その名をうかつに出すのはまずい。となればこの会談が終わるまでは、クルーガーには『レックス参謀』という役をこなしてもらうしかない。

「そしてこちらが──ご招待を受けました『賢者』エリ殿です」

　ロッドゥェルの紹介に、思わずもとの世界のくせで、かるく頭を下げるエリ。

「ところで──」

　と、ロッドゥェルは、ちらり、とゾムドに目をやって、

「一つお尋ねしたいのですが、そちらはこのエリ殿を名指しでご指名なさったが……どこでその名をお知りになったのですかな？　一般の者の間では、あまり知られていないはずですが。

　もしお差し支えなければお聞かせ願いたいのですが」

「私の思い違いでなければ、そちらのエリ殿は、以前、こちらの奴隷狩りで、町の中へと連れ去られていたことがおありかと思います。

　その時、少々縁がありまして」

「ほほぉぉう」

　ロッドゥェルとクルーガーの視線が、ちらりっ、とエリの方を向く。

　──そのあたりのことは、あとでたぁぁぁっぷりと聞かせてもらおう──

　二人の視線はそう語っていた。

　──やっぱし……来なけりゃあよかったかも……

　反射的に二人から視線を外し、口の中でつぶやくエリ。

「──さて。それでは──」

　白輝帝ライラ・ギオラムゾムドは、しずかなまなざしで一同を見つめて言った。

「よろしければ──そろそろ本題に入りますか」




　エリの予想した通り、会談は、彼女にとっては退屈なものとなった。

　まずは、客観的な現状の確認。

　本国の王の命令で、ゾムドたちが、結界実験のためにファインネル王城を襲ったことにはじまり、しばらく前の襲撃事件が、人間に憎悪を抱いたベヅァーの独走だった、というところまで。

　クルーガーたちが知ることのなかった、竜人ギオラムがわの水面下での動きを、ゾムドは知るかぎり語った。

　クルーガーやロッドゥェルにしてみれば、なかなか面白い話なのかもしれないが、エリにとってはさしたる興味もわかない話題である。

　暖炉のおかげで、部屋の中もようやく暖まってきている。このままなら、エリが眠気に襲われるのも、そう先のことではないだろう。

「──以上が、我々の側から見えるかぎりの、客観的な現状です」

　ゾムドの説明が終わったのは、二、三十分も経った頃だったろうか。

「正直申し上げて、私は、これ以上仲間の竜人ギオラムが死ぬのを見たくはありません。

　そしておそらくは、あなたたちも、仲間の人間が死ぬのを見たくはないだろう、と考えました。それゆえにこそ、こうして休戦を申し込みました。

　勝手な話だということはわかっています。

　どう考えたところで、客観的に見るならば、我々竜人ギオラムの方が悪いのですから」

「──ゾ……ゾムド様!?」

　黒い竜将軍の上げた抗議の声をまるっきり無視して、ゾムドはことばを続ける。

「こういう言い方をすれば、開き直りと受け取られてもしかたないとも思います。

　しかしやはり、休戦こそが、今の我々、いや、双方にとっては、取りうるベストの手段ではないかと考え──」

　かたん。

　小さな、硬い音がしたのはその時だった。

　聞こえたのは、一つしかない扉の方からだった。

　全員の視線が、一瞬そちらに集中する。

「──念のためだ。外を見てこい」

　バイルドの命令に、戸口のそばに立っていた、緑の翼の竜人ギオラムが、小さくうなずき、扉を開けて外に出る。

　誰もが、思わず沈黙していた。

　暖炉の炎のはぜる音と、屋外を風が吹きすぎる音。

「──たぶん、なんでもない……」




　どぅんっ！




　バイルドのことばを遮って、まごうかたなき爆音が部屋をふるわせた。

「何だ!?」

「今のは──攻撃呪じゆ文もんの音!?」

　誰かの声が上がる。

「お前たち！　外を見て来い！」

『はいっ！』

　バイルドの指示に、竜人ギオラム式の敬礼を残し、竜人ギオラム兵三人が扉の外へと消える。

　そしてほどなく。

『──がっ!?』

　ごぅんっ！　ごっ！　ごぅんっ！

　上がった悲鳴が、立て続けの爆音にかき消される。

　あとは──沈黙。

「──どうなっている!?　一体!?」

　バイルドは、椅い子すを蹴けり倒して立ち上がり、クルーガーたちに敵意のこもった視線を向ける。

「さてはきさまら──謀ったな!?」

　いきなりな言いがかりに、さすがのロッドゥェルもとまどいの色を浮かべる。

「待たれよ。我々は──」

「言い訳など聞かんっ！　我々があずかり知らん以上、ほかにどう──」

「やめんか！　バイルド！」

　はじめて聞くゾムドの一喝に、ぴくんっ、と体をふるわせ、沈黙するバイルド。

「我々でなければ彼らだ、などというのは短絡的な判断だ。

　この会談をぶちこわしたがっている者は他にもいるだろう？」

「──まさか──!?」

　声を上げ、立ち上がったエリに、ゾムドは大きくうなずいて言った。

「そう。たとえば──ベヅァー」




　外には風が吹き荒れていた。

　出て行った竜人ギオラム兵たちはどうなったのか──

　その疑問を口にする者はいなかった。

「……い……いずれにしても！」

　ベヅァーの名がもたらしたしばしの沈黙に、終止符を打ったのはバイルドだった。

「これ以上この場にとどまるのは危険です！　ここは双方、一いつ旦たん戻った方が！

　会談は日を改めてでも行なえます！」

「たしかに──その方がよろしいですな」

　言ってロッドゥェルも立ち上がる。

　彼の目から見れば、この一連の動きが竜人ギオラムたちの打った芝居だという危険性はあった。

　一方で、やはりゾムドの言う通り、あの白い竜人ギオラムの暴走だというおそれもある。

　いずれにせよ、外に出るのは危険だが、ここに留まるのはそれ以上に危険だった。

「──わかりました。それではまず我々が、外の様子を見ます」

　言ってゾムドも席を立つ。

　正直なところ、自分たちといっしょにいる方が、人間たちは安全なような気はしたが、そう言ったところで、人間がそれを信じるとは限らないし、へたをすれば逆に、無用な疑いを招きかねない。

　ここはやはり、人間たちの意志を尊重するべきだ、と判断した。

　ゾムドのことばに応えて、バイルドは、慎重な足取りで戸口へと進み──

　ばたんっ！

　大きく扉を開け放った。

　外にあるのは、白い世界と風の鳴る音。

　バイルドは、戸口から顔を覗のぞかせて、しばし左右を見回して、

「──誰も──いません。さっき出て行った兵士たちも。

　地面の『雪』が何か所かえぐられて……攻撃呪じゆ文もんの跡です」

「本当に誰もいないのか!?」

　ゾムドのことばに、バイルドは、ふたたびあたりを見渡して、

「視界はあまりよくありませんが……すくなくとも見える限りは、動くものも、不審なものもありません」

　ゾムドは戸口に近寄ると、雪の向こうを透かし見る。

　たしかにバイルドの言う通り、あたりに動くものはない。

「確かに──誰もいるようには見えん。

　しかし状況から考えれば、近くに、必ず何者かが潜んでいるはずだ」

　ゾムドは問いかけるように、室内の一同をふり向いた。

　ロッドゥェルは、それに平然とうなずいて、

「──でしょうな。気をつけて帰るとします」

「ちょ……ちょっとお待ちください！」

　老将軍のことばに、おびえた声を上げたのは、エリの知らない文官だった。

「どう考えても外は危険です！　それよりここにいた方が安全ですよ！」

「そうかのう？

　わしはベヅァーとか言う竜人ギオラムを直接には知らんが、話だと、強大な魔力を操る上に、何をしでかすかわからん、とか。

　相手がそのベヅァーだとすれば、もしもここに留まれば、外からわしらを、建物ごと術で吹っ飛ばそうとするかもしれん。

　そうなれば、逃げることも抵抗することもできん」

「……し……しかし……」

　文官は、すがるような視線を、ちらりっ、とクルーガーの方に向けた。

　だがクルーガーはその視線に気づきながらも席を立ち、

「──そうと決まれば行こうか。将軍どの」

「異義なし」

　エリもまた言って立ち上がる。

　クルーガーまで同意したとあっては、これ以上異を唱えるわけにもいかない。文官は、泣きそうな顔でしぶしぶ立ち上がった。




「──止まれ！」

　ゾムドが一同に声をかけたのは、あとにした小屋が、雪の向こうに見えなくなった頃のことだった。

「いかがしました？」

　風の音に負けないように、バイルドは、顔に巻きつけた防寒布の下からくぐもった大声を上げた。

「戻るぞ！」

「──は!?」

　ゾムドの唐突な宣言に、バイルドの目が丸くなる。

「戻って、人間たちのあとを追い、護まもる」

　一方的にそう言うと、くるりとそのままきびすを返し、小屋の方へと歩き出した。

　ラーディーが、迷いもせずにそのあとに続く。

「お……お待ちください！」

　バイルドは、あわててゾムドに駆け寄りながら、

「そこまでしてやることはありません！　それに我々の方こそ、これ以上遠出をすれば、帰れなくなるおそれもあります！」

「まだ大丈夫だろう！　もし襲撃者がベヅァーだとしたら……それは我々がカタをつけるべきことではないか!?」

「しかし……！」

「それに、今のうちに、人間たちに恩を売る──いや、すこしでも借りを返しておくのも、長い目で見れば悪くないだろう！

　まさかおじけづいたわけでもあるまい！　ついて来てくれ！」
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　おじけづいた、とまで言われては、バイルドとしてはあとに引くわけにはいかなかった。

「……わかりました！」

　半ばヤケの口調で答えるバイルド。

「あの……私は……？」

「一人で帰りたければ帰ってもかまわん」

　弱気な口調で問いかける文官には、ゾムドは一いち瞥べつすらも与えず、つっけんどんに言い放つ。

　ゾムドにとって、今は、誰かの弱音につき合っている場合ではなかった。

　もしも予想通り、襲撃者の正体がベヅァーなら、彼は必ず人間たちを狙ねらう。

　外で騒ぎを起こしたのは、おそらく、全員を小屋からいぶり出し、竜人ギオラムと人間とを引き離すためだろう。

　様子を見に行った竜人ギオラム兵たちは、おそらく生きてはいない。ゾムドはそう考えていた。

　──しかし問題は、襲撃者がベヅァーだとしたら、なぜ彼は、会談の時間と場所を知っていたか、だ。

　雪の野を行きながら、ゾムドは考えを巡らせる。

　人間と休戦をとり行なう、という噂うわさは、おそらく、どこからでも漏れるだろう。

　ベヅァーが町の中で、その噂を聞きつけた、という可能性は十分にありうる。

　しかし──

　会談の場所と時間を、どうやって知ったのか。

　尾行をされた、という可能性もむろんある。もしもベヅァーが白い服で身を包めば、その姿は雪の中へと溶け込む。少々距離を置いてゾムドたちを尾行すれば、まず気づかれるおそれはなかっただろう。

　しかしその場合、ベヅァーは、会談がはじまってすぐではなく、しばらくの間、雪の降りしきる中にじっと身をひそめてから行動を起こした、ということになる。

　いくらベヅァーの行動が常軌を逸しているといっても、おかしな話だった。

　ベヅァーが、何らかの理由で会合の時間と場所とを知っていたとすれば、ゾムドたちに少し遅れて結界を出て、到着するなり手を出した、ということも考えられる。

　これなら時間的な矛盾はたしかに解決するが、いくつかの疑問も残る。

　たとえば、ベヅァーはどうやって、会談の場所と時間を知ったのか──

「──あれは!?」

　ゾムドの思考を中断して、ラーディーの声が風に流れた。

　一行はふたたび、会談の場所、もと詰め所のそばまで帰って来ていた。

　ラーディーが指したのは建物の横手──出入り口からは死角になった場所だった。

　積もった白い雪の上に、そこだけ黒い何かがあった。

　一行はそちらの方に歩みを進め──

「──ひぃっ!?」

　それの正体に気づいた文官が、情けない悲鳴を上げる。

　まるで、ゴミのように折り重なってうち捨てられたそれは──灼やけて黒くなった、竜人ギオラム兵たちの死体だった。

「──な……」

　話が違う！

　口を突いて出かけたそのことばを、バイルドは、あやうくのどもとでおしとどめた。

「死体が──三つ、か。おかしな話だな」

　ゾムドはぽつりとつぶやいた。

　部屋を出ていった竜人ギオラム兵は四人。転がっている死体は三つ。

　となれば当然、考えられるのは──

　……ごぅぅん……

　風にまぎれて、爆音にも似た響きが届いたのはその時だった。

　視線を移せば、人間たちが雪の上に残した足跡の伸びゆくその向こう──雪のカーテンに遮られた彼方に、何かの光が閃ひらめいた。

　──はじまったか！

　ゾムドの心を焦りが捕らえる。

　真相を追及するのはあとでもできる。今は、人間たちを助けることの方が先だった。

「行くぞ！」

　ゾムドは声を上げると、答えも待たずにかけ出した。




　殺気は、雪の中からいきなりやって来た。

「よけろっ！」

「うにょおっ!?」

　叫んだクルーガーにつき飛ばされて、エリは雪の上にすっ転ぶ。

　じゃっ！

　雪を瞬時に蒸発させて、赫あかい光がエリとクルーガーの頭上を行き過ぎた。




　ゴゥゥンッ！




　一撃は、エリたちのかなり後ろで、大地をえぐり、音と光を撒まき散らす。

　エリはあわてて身を起こし、光の飛んで来た方向へと目をやった。

　しかしそこには、やはり視界を埋める白い雪──

　──違う！

　何かが動いていた。

　雪の中に何かがいる。雪と同じ色をした何かが──

　それの正体を想像するのは、さして難しいことではなかった。

「──よけられたか。まあいい。今のはあいさつがわりだ」

　声には聞き覚えがあった。忘れられるはずはない。

　ゆらりっ、とそれがゆらめいた。

　敵意と殺気をにじませながら、ゆっくりとこちらに近づいて来る。

　やがてほどなく、ゆらめきは、白い翼の竜人ギオラムとなって、エリたちの前に立ちはだかった。

「……ベヅァー……」

　エリのつぶやきが風に流れる。

　顔は防寒布で隠れてはいるものの、その声。狂気じみた敵意。

　それはまぎれもなく、エリの知っている、白い竜人ギオラムのものだった。

　だが──なぜだろう？　どことはなしに違和感があるのは。

　答えはすぐにわかった。

　かなり特徴的だった、頭の左右にはり出していた、大きな角がないのだ。

「我ら竜人族ギオラム・バスカーと、きさまら人間ごときとが和平を結ぶなど……あってはならんことなのだ」

　むしろ、淡々とした口調でベヅァーは言う。

　それをチャンスと見て取ったか──

「うおおおおおおっ！」

　護衛の兵士のひとりが剣を抜き放ち、ベヅァーに向かって突っ込んでゆく。

「ばかっ！　よせっ！」

　クルーガーの制止は、しかし手遅れだった。

　うぉんっ！

　どずっ！

　ベヅァーがひと声吠ほえたのと同時に生まれた、輝く魔力の塊が、あっさりと、向かい行く兵士の胸板を貫いた。

　兵士はそのまま、いきおいで数歩進んでから、雪の上へと倒れ伏す。

「懸念はしていたが……まさか、休戦などという恥知らずなことが、本気で行なわれるとはな……」

　まるで何事もなかったかのような口調でベヅァーは続ける。

「しかし阻止してみせる。そんな愚かなことは。

　ここできさまらを皆殺しにすれば、残った人間はこう考える。

　竜人ギオラムは、休戦交渉と称してお前たちをおびき寄せ、討った、と。

　そうなればもう二度と、休戦などという馬鹿げた話は実現しなくなる」

「──で、あんたたち竜人ギオラムは、人間に、永遠に卑ひ怯きよう者もの呼ばわりをされ続ける、というわけね」

　エリのことばに、しかしベヅァーは、表情も、声のトーンも変えぬまま、

「人間ごときにどう言われようと、痛くもかゆくもないな。獣風情を罠わなにかけたからといって、誇りも良心も傷つきはせん」

「なんだと!?」

　兵士のひとりが怒りの声を上げるが、さすがにむやみに突っかかって行こうとはしない。

　ぽつり、とベヅァーは言った。

「さて──さっさと終わらせて帰るとするか」

「お逃げくださいっ！　ここは我々に任せて！」

　言って五人に数を減じた兵士たちが前に出る。

「よせっ！　お前たちも逃げろっ！」

「その方が賢明だ」

　クルーガーのことばにベヅァーがうなずく。

「貴様らごときでは壁にもならん」

「なにぃっ!?」

　五人の兵士が一斉に、ベヅァーを目ざしてダッシュをかける。

　しかし！

　るぉぉぉぉぉぉっ！

　白い竜人ギオラムが雪に吠ほえた！




　ぐごぉっ！




　ベヅァーの魔力が虚空に生んだ衝撃波は、雪を巻き上げ風を生み、迫りゆく兵士五人を、横よこ薙なぎに、いともあっさりうち倒す！

　──たわいもない──

　ベヅァーがつぶやこうとしたその瞬間。

　衝撃波の名残が生んだ、小さな吹雪ふぶきを貫いて、ベヅァーに向かって躍り出る影一つ！

　ぐぉんっ！

　──とっさにベヅァーはふりむき、魔力弾を放つ。

　だがしかし、その一撃は、剣にはじき流される。

「ほう──！　魔法剣か!?」

　大きく後ろに飛び下がり、ベヅァーは感嘆の声を上げた。

　視線の向かうその先には、剣を片手に佇たたずむ老将軍、ロッドゥェルの姿があった。

　剣に魔力を込めることにより、その切れ味を強化する。これでなら、パワーの小さい魔力弾程度ならあっさりはじき飛ばすこともできる。

　しかし、ロッドゥェルのその表情には、いつもの余裕の色はなかった。

「なかなかやる──と言いたいところだが……しょせんは人間ふぜいの子供だまし、だな」

　ベヅァーはこともなげに言った。

　実際のところ──

　ベヅァーがとっさに放っただけの一撃でさえ、ロッドゥェルは、受け流すのがせいいっぱいだったのだ。

　へたに受ければ、おそらく剣はへし折れていただろう。

　──話には聞いておったが……まさか、これほどの強大な魔力を操るとは……

　うかつには動けない。間を置いて、ロッドゥェルはベヅァーと対たい峙じする。

　ベヅァーの口の端に、にぃっ、と深い笑みが刻まれた。

　その瞬間。

「──ひぃっ！」

　緊張に耐えられなくなったのか、文官が、いきなり背を向け、走り出す。

　うぉんっ！

　その背に向かってベヅァーが吠えた！

　生まれた魔力の塊が、その文官を背中から貫く！

　瞬間、ベヅァーに一瞬の隙すきが生まれた。

　それを逃さず、ロッドゥェルが雪を蹴ける。ひと息に、白い竜人ギオラムとの間を詰めて、魔力を込めたその剣を、ベヅァーに向けてくり出した！

　ばぢっ！

　しかし、決まるはずの一撃は、ベヅァーの体に触れるその前に、閃せん光こうを生んで虚空に制止した。

　魔力障壁！

　──ベヅァーは、いくつもの術を同時に操る──

　レックスの言っていたそのことばを、ロッドゥェルは思い出していた。

　ベヅァーは、剣を防がれて、一瞬動きの止まったロッドゥェルをふり向く。

　二つの瞳が、老将軍をまっ正面から捕らえた。

　死の色をたたえて。

「──ベヅァー！」

　雪の中に、エリの声が響いたのはその時だった。

　白い竜人ギオラムが首を巡らせる。

「……ひさしぶりね……！　とっくにのたれ死んだかと思ってたわ！」

　ベヅァーの視線を受けながら、エリは声をはり上げた。

　ベヅァーの気を自分にひきつけておけば、ひょっとしたら、ロッドゥェルやクルーガーが、そのすきを突いてなんとかしてくれるかもしれない──

　それがエリの考えだった。

　しかし──

　ベヅァーは一瞬、エリの方を向きはしたが、すぐにその視線をロッドゥェルへと戻す。

「ひさしぶりだな──エリ。しかし悪いが今は、きさまごときと遊んでいる場合ではないのでな」

　──挑発に乗って来ない!?

　一瞬エリは焦ったが、相手の腹を立てさせることに関しては自信がある。むろん自慢はできないが。

「──なーるほど。ま、そーよね」

　つき離しきった口調で言い放つ。

「なにしろ、これで負けたらなんと四連敗！　それじゃあ『人間ふぜい』相手だろうとムキにもなるわよねー！」

「──きさまぁぁっ！」

　さすがにこれは腹にすえかねたか、怒りの声を上げ、ベヅァーはエリの方を向く。

　すかさず疾はしるロッドゥェル。

　うぉんっ！

　白い竜人ギオラムが吠ほえた！

　それを合図に、エリは大きく横に跳ぶ！

　しかし──

　ドッ！

「がっ！」

　右の肩に魔力弾を受け、雪の中に転がったのは、ベヅァーの死角にいたはずのロッドゥェルだった。

「──魔力弾は、正面にばかり飛んでいくとは限らんよ」

　ゆっくりとロッドゥェルの方をふり向いて、ベヅァーは静かな口調で言った。

「さすがに少々、狙ねらいは甘くなるが、ね。

　本当は心臓を狙ったつもりだったが……まあ、かまわぬか。いずれにしてもその傷では、剣はふるえまい」

　ベヅァーの言う通り、ロッドゥェルは剣を取り落とし、右腕は力なく垂れている。

　傷はおそらく、肩の骨と筋肉を、ぼろぼろにしているだろう。

「しかしまあ……念のためだ。どんな隠し玉を持っているかも知れんからな。

　まずは──きさまから──」

「させるかぁぁっ！」

　クルーガーが疾はしる。剣を携え、ベヅァーに向かって。

　──無茶だ！

　それはエリにもわかった。

　ロッドゥェルがかなり強い、ということは、みんなから聞いて知っていた。そのロッドゥェルが勝てない相手なのだ。クルーガーが勝てるとは思えない。

　おそらくは、ベヅァーの魔力弾を受け──

　思ったその瞬間。

「だめ！　クルーガー！」

　エリの体は、思わず動いていた。

　ベヅァーに向かってまっすぐ突っ込んでゆく。

　突っ込んでどうなるのか。そんなことは考えてもいない。

　しかしその動きに、ベヅァーの心の中にわずかな迷いが生じた。

　倒すなら、武器を持っている者が最優先である。エリなどはほうっておいても、せいぜいが体あたりを受けるくらいのものだろう。

　しかし──彼は、白翼の塔でそう判断し、エリから手痛い反則技を食うことになったのだ。

　どうすればいいか──答えは一瞬で出た。

　ベヅァーはただ、翼をはためかし、大きく後ろに飛び退るだけでよかった。

　あわてて立ち止まるエリとクルーガー。

「いいだろう！」

　三人の人間に向かってベヅァーは声を上げた。

　狂気の色を、瞳の奥にちらつかせて。

「ならば全員同時に死ぬがよい！」

　るぅおんっ！

　竜人ギオラムの吠ほえ声が、雪を運ぶ風に流れる。

　ばぢぃっ！

　虚空に生まれた雷が、三人に向かって降りそそぐ！

　──!?──

　そして、四人は硬直した。

　エリたち三人と──ベヅァーとが。

　消えたのだ。

　雷撃が。エリたちに届くその寸前に。

　以前にもエリは、これと同じ光景を目にしたことがあった。

　と、いうことは──

「間に合ったか」

　声のした横手に一同が目をやる。

　そこには──

　白輝帝ライラ・ギオラムゾムドを先頭に、四人の竜人ギオラムの姿があった。




「もうやめろ！　ベヅァー！」

　ゾムドの声が響く。

「なぜこんなことをする!?　何のために!?

　これ以上は──やめろ！」

　ベヅァーはしばし、じっとゾムドの方を眺めていたが──

　やがていきなり、エリたちの方をふり向く！

「ラーディー！」

　ゾムドが叫ぶ。

　ぅうぉぉぉんっ！

　ゾムドとラーディー、二人の声が風の中に重なった。

　エリたちを狙ねらって、ふたたび生まれた雷撃は、やはりさきほどと同じく、三人に届く前に消え失せる。

　ラーディーの張り巡らせた、魔力の障壁にかき消されたのだ。

「無駄だ！　ベヅァー！」

　ゾムドのことばに、ベヅァーはしばし、何やら考え込むように、視線を虚空にうつろわせ、

「……そう……ですな……」

　やがて、ため息混じりにつぶやいた。

「確かに……私のやって来たことは無駄だったのかもしれませんな……

　考えてみれば……やり方も間違っていた……」

　わずかに、その場の緊張がゆるむ。

　ベヅァーはやはり、疲れた口調でことばを続ける。

「こちらから先に片付ければよかったのですな……」

　一瞬──

　その場にいる誰も、ベヅァーの言ったことばの意味を理解できなかった。

　ベヅァーには、その一瞬で十分だった。

　うぉんっ！

　白い竜人ギオラムが吠ほえた。

　虚空に生まれた魔力光は、白輝帝ライラ・ギオラムゾムドの胸を貫いた。




「──!?」

　ラーディーが息を呑のむ。

　ゾムドの、銀色の翼が風に泳ぐ。

　積もった雪を巻き上げて、銀しろがねの竜人ギオラムの体は大地に倒れた。

「──ゾムド!?」

　あわてて彼を抱き起こすラーディー。

　ゾムドはうっすらと目を開く。

　一撃は、心臓をわずかにそれていた。

　だが──助かる傷でもない。

「……ラーディー……ベヅァーを……止めてくれ……」

　細い息を吐きながら、ゾムドはつぶやくように言った。

「──けど！　ゾムド！」

「……頼む……」

　視線を転じれば、ベヅァーはふたたびエリたちの方を向いている。

　彼女はふたたび、ゾムドへと目を移す。

「──わかりました。

　わかりましたから──待っていてくださいね……」

　ラーディーはやさしくささやくと、ゾムドの体を文官にあずけ、立ち上がった。




　──!?──

　バイルドの頭の中が、まっ白になった。

　一体、何が起こったのか。

　しばらく彼には理解できなかった。

　ベヅァーが──吠ほえて──ゾムドが──倒れて──

　──違う──

　呆ぼう然ぜんと、彼は頭の中で考える。

　──こんなはずでは──なかった──

　計画は、途中までは順調だった。

　護衛の兵士の中にベヅァーがまぎれ込む。

　それはベヅァー自身の発案だった。

　場所と時間だけを聞いて、ベヅァーだけがひとり、別ルートで会合場所に向かう、という方法もあったのだが、それではベヅァーは、冷え切った体で人間たちと渡り合うことになる。

　寒さで舌が回らない、などということになれば、それこそ犬死に。なんのための襲撃かもわからない。

　しかし、ただ防寒布で顔を隠しただけでは、特徴のあるベヅァーの姿をごま化すことはできない。

　ベヅァーは自ら、頭の横に生えた角を切り落とし、翼と顔を、草木の汁で緑に染めた。

　だがこれだけでは不十分だった。慎重論の好きな白輝帝ライラ・ギオラムのことである。顔をあらためる、などと言い出すかもしれない。

　そうなれば、いくら角を切ろうが顔に色をつけようが無駄である。

　そこで、バイルドの手配でダミーを用意した。

　ベヅァーに似た印象を持つ、あの白い竜人ギオラムである。

　思った通り、ゾムドも、人間たちも、そちらの方に注意が行って、ほかの竜人ギオラム兵たちにはたいして注目もしなかった。

　会談がはじまり、ある程度体が暖まれば、ベヅァーが小さな音を立てて合図する。

　バイルドが外を見るように指示し、ベヅァーは外に出、派手な音を立てて攻撃呪じゆ文もんをぶちかます。

　竜人ギオラム兵を外に連れ出し、会談を中断させ、竜人ギオラムと人間とに別行動を取らせる。

　そのあとバイルドは、ゾムドたちを結界区域に連れ帰るだけでよかった。

　ベヅァーは体の緑の色をぬぐい、雪にまぎれて人間たちを全滅させる。

　それで、すべてはうまくいくはずだった。

　だが──

　ベヅァーは言った。連れ出した竜人ギオラム兵たちは、術で気を失わせるだけだと。

　しかし、小屋の外にあったのは、無残な黒コゲ死体だった。

　ゾムドが、戻って人間たちを護まもる、などと言い出したのも予想外だった。

　しかし──しかし──

　まさか──白輝帝ライラ・ギオラムを殺す、などと──

　竜人ギオラムとしての誇りを守るため。

　そのためにこそバイルドは、ベヅァーに手を貸し、休戦を潰つぶそうとした。

　だが──

　これでは、竜人ギオラムの誇りを守る、どころか、王族殺しの片棒かつぎではないか。

　雪の中、黒い竜将軍は、ただただ呆ぼう然ぜんと立ち尽くしていた。




　ぅおんっ！

　ベヅァーが吠ほえた。

　生み出された魔力衝撃波は、三たび、エリたちの直前で虚空に散った。

　やはりラーディーの生んだ魔力障壁に阻まれたのだ。

「邪魔立てをするな！」

「──ゾムドが言いました──あなたを止めてくれ、と──」

　ベヅァーの一喝に、ラーディーは、むしろ静かな声で答えた。

「その願い──聞き届けてみせます」

「止められるものなら止めてみろ！」

　るおおおおおおおおおおおおん！

　ベヅァーが吠える！

　今度の一撃は、ラーディーを狙ねらったものだった。

　そう来ることは予想ずみ。張っておいた魔力障壁がそれを阻止する。

　次にベヅァーはエリたちを狙うが、やはりこれもラーディーの術に防がれた。

　ラーディーは、ベヅァーの攻撃を受けながら、じりじりと、エリたちの方に近づいてゆく。

　一か所にかたまっておけば、防御もしやすい。

　しかし──

　ベヅァーを止める、とは言ったものの、ラーディーは、攻撃用の術などは知らない。

　潜在能力的には、たしかにラーディーはベヅァーを上回っていたかもしれない。

　だが、経験と実践の面では、はるかにベヅァーに分があった。

　あるいは、ベヅァーの術を防ぎ続けることができるかもしれないが──せいぜいがその程度である。

「どうした!?　さっきのは口先だけのハッタリか!?　守っているだけではどうしようもないぞ！　それともきさま、防御の術しか使えんか!?」

　間断的に雷撃や魔力光を放ちつつ、ベヅァーは声を上げる。

　ほどなくラーディーはエリたちのところにたどり着く。しかし、それで何ら状況が変わるわけではない。

「あんた！　攻撃の術は使えないのか!?」

　クルーガーの問いに、ラーディーは、無言で小さくうなずいた。

　今、ここにいるメンバーで、攻撃の手段を持っているのは唯一、クルーガーだけだった。

　ラーディーは攻撃呪じゆ文もんを知らず、ロッドゥェルは右手が使えない。エリに至ってはただただ見ているよりほかにはない。

　その唯一の武器というのが、ただ一ふりの、ごくごく普通の剣だというのは、心もとないことこの上ない。

「──なら、あいつの魔力の壁を消すことは!?」

「そんな術は──いえ！　ひょっとしたらできるかもしれません！」

「できるものか！」

　ラーディーのことばをベヅァーがあざ笑う。

　彼の知るかぎり、魔力障壁をうち消す呪文、などというものは存在しない。

「切りつけてください！　なんとかしてみます！」

「わかった！」

　ラーディーのことばにうなずいて、クルーガーはベヅァーに向かって、剣をふりかぶり、地を蹴けった。

「無駄だ！」

　ベヅァーが吠ほえる。

　生まれた無数の雷撃は、ベヅァーが思っていたより近くでかき消えた。

　そして──

　ばぢっ！

　白い竜人ギオラムのすぐま近で、魔力の光とプラズマが生まれる。

「──まさかっ!?」

　ベヅァーは気づいた。ラーディーが何をしようとしているのかに。

　考えかたはいたって単純。ベヅァーの魔力障壁に、ラーディーの魔力障壁を接触させ、力を相そう殺さいしようというのだ。

　そして──それは成功した。

　一部ではあるが、双方の魔力障壁が消え去る。

　そこに──その向こうの白い竜人ギオラムに向かって、クルーガーの剣がくり出される！

「──っがぁっ!?」

　白銀しろがねの剣が白い肌を裂く。

　だが。

　クルーガーの一撃は、剣先で、ベヅァーの腹を浅く傷つけたにすぎなかった。

　致命傷、どころか、ほうっておいてもたいしたことのない程度の傷である。

　ベヅァーは大きく飛び退り、一同との間を取った。

「そう来たか！　しかし同じ手が二度通じるとは思うな！」

　ぅるおおおおおおおおおおおおおおおおんっ！

　天に向かってベヅァーが吠ほえた。

　ラーディーも、あわてて魔力障壁を強化する。
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　ばぢばぢばぢばぢばぢっ！




　今までとは比べものにならないほどのパワーを持った雷撃が、魔力障壁の表面で荒れ狂う。

　クルーガーは半ば本能的に、あわててラーディーのもとへと退った。

　雷撃は、とぎれることなく降りそそぐ。

　魔力障壁が、じわりっ、と後退する。

　圧おされているのだ。ベヅァーの放つ雷撃に。

「魔力のコントロールが甘いな」

　ベヅァーの口の端に笑みが浮かんだ。

　彼は自分の魔力障壁を消し、その分の力を攻撃にまわしているのだ。

　その全力攻撃を防ぎうるほどの魔力と経験を持つ者などは、ほとんどいない。

「しょせん私には──勝てん」

　ベヅァーの瞳に、狂気の色が灯る。

　雷撃は、一層その力を強め──




　そして、雪原に悲鳴が響いた。




「……っがっ……!?」

　ベヅァーはゆっくりとふり向いた。

　驚きよう愕がくと。怒りをその表情に浮かべ。

「……ひ……!?」

　ま近でベヅァーに見つめられ、バイルドの口からかすかな悲鳴が漏れる。

　黒い竜将軍の手にした剣は、その切っ先を、ベヅァーの脇わき腹ばらにもぐり込ませていた。

　しばし呆ぼう然ぜんと佇たたずんでいたバイルドが、いきなり剣を携えて、横あいからベヅァーに突っ込んだのだ。

「……きさ……ま……！」

　ベヅァーは理解した。

　バイルドは恐ろしくなったのだ。王族殺しの片棒かつぎ、という汚名を着ることが。

　だから、ベヅァーを殺し、口を封じようとした。

「小者がぁっ！」

　るぉんっ！

　ベヅァーが吠ほえる。

　ばじゅっ！

　至近距離から放たれた魔力弾が、バイルドの頭を粉砕した。

「うおおおおおおおっ！」

　その瞬間。雄お叫たけびを上げてクルーガーが斬きりかかってくる。

　しかしベヅァーは空へとはばたき、この一撃をあっさりかわす。

　──馬鹿が！　今すぐ殺してやるわ！

　ベヅァーは吠えた──つもりだった。

　だが。

　ごぶっ！

　その口からは、圧縮された呪じゆ文もんではなく、血の塊があふれ出す。

　バイルドの一撃は、どうやら内臓にまで届いていたようである。

　これでは呪文もろくに唱えることはできない。

　──退却──か──

　ベヅァーはそのまま翼をはためかせ、空の高みへと舞い上がる。

　──見ていろ！　私は──必ずもう一度戻ってきさまらを叩たたき潰つぶす！

　胸の奥で、呪のろいのことばを撒まき散らしながら。




「──行った……のか……」

　ベヅァーの姿が見えなくなってしばし。

　クルーガーは、白い竜人ギオラムの飛び去った虚空を眺めてつぶやいた。

「──ゾムド！」

　戦いが終わったことを知り、ラーディーは、はじかれたようにゾムドの方へとかけ寄った。

　しかし──

　ゾムドの体を支えた文官は、ただ、しずかに首を横に振った。

　沈黙を、風の音だけが埋める。

「……待っていてくださいって……言ったじゃないですか……」

　やがてラーディーは、放心したようにぽつりとつぶやいた。




　ラーディーが、ゾムドのために涙を流したのは、結界区域へと戻り、一人になったあとのことだった。




　雪が降る。

　天を、大地を白く染め。

　白く染まった大地の上を、雪と同じ色の竜人ギオラムがひとり、足を引きずり、歩みを進めていた。

　ゆくあてなどない。

　あったとしても、もはや視界は一面のモノトーン。自分が今、どちらに向かって歩いているのかさえもわからない。

　──まだ──死なん──

　ベヅァーは胸のうちでつぶやいた。

　翼はもはや動かない。

　空を飛んでいるうちに、寒さに翼が動かなくなり、彼は、白く染まった大地に落ちた。

　翼だけではない。

　手も。足も。

　すでに感覚は麻ま痺ひしていた。

　もはや、受けた傷の痛みさえ、感じることはなかった。

　そして──

　どさっ。

　ベヅァーは白い雪の上へと倒れ込んだ。

　積もった雪が、風に舞い上がる。

　立ち上がる力は残っていなかった。

「──私は──」

　たおれ伏したまま、ベヅァーは小さくつぶやいた。

　なぜ、こんなことになったのか。

　ベヅァーにはわからなかった。

　彼はなんとか顔を上げ、空を眺める。

　灰色の空。白い雪。

「…………」

　ベヅァーはふたたびつぶやいた。

　だが、その最期のつぶやきを聞く者は、この銀世界の中にはいなかった。

　──ただまっ白な雪だけが、白い竜人ギオラムの上へとしずかに降りつもる。







　エピローグ







　風に吹かれた草原が、明るい陽の光を浴びて、エメラルド・グリーンにかがやく。

　──春──

　芽ぶきはじめた草のかおりが、まだやや寒さを残す風に運ばれる。

　エリとクルーガーたちは、なじみの、小高い丘の上にやって来ていた。

　レックスもいる。ロッドゥェルも、バイザーも──

　彼らだけではない。

　かなりの数の町の人々が、この場に、そして別の場所へと集まっている。

　特にこの場所からだと、竜人ギオラムたちの町がよく見える。

　しかしいまや、その町に、よどんだ空気のような、あの結界はなかった。




「──ゾムドが……死んだ……!?」

　その報告を聞かされた時、黄金王グレア・ギオラムジグラドは、思わず玉座から立ち上がっていた。

　たしかに彼は、弟を内心うとんじていた。

　それがゆえに、結界実験などというものの責任者たる地位を押しつけた。

　しかし──

　それが結局、弟の命を奪うこととなるとは──

　ジグラドはこの時ようやく、自分が弟をうとんじてはいたものの、決して憎んではいなかったことに気がついた。

「……ゾムド様は、人間どもとの休戦会談の席にて……」

「殺されたというのか!?　人間どもに!?」

「いえ……それが……」

　結界区域からの報告をもたらした将軍は、やや言いにくげにことばを詰まらせた。

「何だ!?　はっきりと申せ！」

「その……白輝帝ライラ・ギオラムのお命を奪ったのは、人間どもではなく……

　……ご乱心の魔道神官ベヅァー殿です」

「──!?──」

　ジグラドに、もはやことばはなかった。

「……その際、白輝帝ライラ・ギオラムにご同行なさっていたバイルド将軍も、ベヅァーの手にかかってお命を落とされ、当のベヅァーも、過日、遺体にて発見されました。

　今は、文官たちと武官たちとが協議の上で、町の運営をとり行なってはいますが……

　今後、いかが取り計らいましょう？」

　将軍の問いにも、ジグラドは、視線を彼方にさまよわせたまま答えない。

「……黄金王グレア・ギオラム陛下……？」

「……ああ……」

　呼ばれてジグラドは、視線を将軍に移し、

「……すまんが……

　しばらくひとりになる……」

　疲れた声でつぶやくようにそう言うと、一同を残して、謁見の間を後にした。




　結界実験の中止と撤去の命令が、黄金王グレア・ギオラムの名のもとに発せられたのは、それからほどなくのことだった。

　高官たちは言う。

　これでよかったのだ、と。

　もしもゾムドが人間に殺されたというのであれば、竜人族ギオラム・バスカーの名誉にかけても、大規模な派兵を行なわなければならない。

　しかし、乱心者に殺されたというのであれば、体面や他国からの目を気にすることなく、もともと無謀と噂うわさされていた実験から手を引くことができる、と。

　──黄金王グレア・ギオラムジグラドの胸の内を知る者は誰もいない。




　ほどなく、竜人ギオラム撤退の知らせは、結界区域の町へと、そしてクルーガーたち人間の町へと知らされることになった。

　そして、竜人ギオラムたちが退去するその日が──今日だった。




　ざぁっ。

　風の鳴る音が、遠く、この丘まで届く。

　……おおっ……

　眺める人々の間から、思わずどよめきが起こった。

　今。

　無数の翼が、一気に舞い上がったのだ。町から空へと。

　竜人ギオラムたちの撤退がはじまった。

　これだけはいまだ名残を留める、町を囲んだ森からは、荷を運ぶ車が列を成す。

　そして、竜人ギオラムは帰りゆく。

　自分たちの国へ。

　列を組んで空をゆく中から、ぽつり、と、ひとりだけ離れた竜人ギオラムが、名残を惜しむかのように、しばしあたりを飛んでいたが、やがてほどなく列へと戻る。

　……ひょっとして今のって……ラーディー？

　エリは、何の理由もなく、ふとそう思った。

　しかしその想像が正しいかどうかを確かめる術すべはない。

「──行く……竜人ギオラムたちが……」

　さまざまな想いを込めて、クルーガーはつぶやいた。

「結局……ひょっとしたら、勝ったのは、あのベヅァーだったのかもしれんな……」

　ある冬の日。

　かがやく雪原のただ中で、あの白い竜人ギオラムベヅァーの遺体が発見されたことは、クルーガーも知っている。

　しかし結局はベヅァーの思惑通り、人と竜人ギオラムが手を結ぶことはなかった。

　クルーガーたちにしても、竜人ギオラムが完全に撤退する以上、彼らを盾に、ほかの国の動きを牽けん制せいする、という手は使えなくなった。

　これからはさぞ、外交に頭を痛めることになるだろう。

　ほかにも、やらなければならないことは、まだまだ山のようにある。

　城と町の改装。町や村の復興。

　それとも、クルーガーの戴たい冠かん式しきが先だろうか？

　しかしとりあえず──

「まずは一段落、ですな」

　ロッドゥェルは、安あん堵どのため息にことばを載せた。

「いや全く」

　老将軍のつぶやきに、バイザーは深々とうなずいて、

「しかし──これでエリ殿ともお別れかと思うと、少しは静かになる、と思う反面、少々淋しくなるかもしれませんな」

『──は？』

　思わず眉まゆをひそめる一同。

「ちょっと!?　なんで、これであたしとお別れ、なのよ!?」

　嚙かみつくエリに、バイザーは、しれっ、とした顔で、

「もともとエリ殿は、竜人ギオラムとの戦いのためにお呼びしたのですからな。

　竜人ギオラムが去った今となっては──」

「それは違います」

　バイザーのことばを遮って、抗議の声を上げたのは、意外にもレックスだった。

「違う──と？」

　ややムッとした顔で問うバイザーに、レックスはきっぱりと、

「ええ。バイザー殿は、勘違いをなさっております」

「ほほぅ。どんな勘違いだと言われるのかな？　レックス殿？」

「バイザー殿の言われようだと、エリさんが役に立ってたように聞こえます」

　どっ。

　エリを除く全員が爆笑した。

「ウケるなぁぁぁぁっ！　あんたらはぁぁぁぁぁっ！」

　言うエリも、どことはなしに嬉うれしそうだったりする。

「──で、エリさん、あなたはどうなさいます？」

　すこし真顔に戻り、問うレックスに、エリは、いたずらっぽい笑みを浮かべ、

「ふっ。そーゆーあなたも立派にかん違いしてるわね、レックス」

「……と、言いますと？」

　エリは、左の人さし指を立てて、ウインクひとつ。

「あたしはこっちの世界に、役に立ちに来たんじゃなくて、遊びに来てるのよ。

　それに、ひょっとしたら──

　いつか、竜人ギオラムと人間とが、まがりなりにも手を結ぶ、なんて日が来るのを、見ることができるかもしんないし」

　答えてくるりっ、ときびすを返し、こんどはクルーガーの方に向きなおり、

「──ね、クルーガー。

　いつだったか、あなたが、『どうせならこっちで暮らしたらどうだ』とかって言ってたことあったでしょ？」

「……あ……ああ」

　フラれたと信じ込んでいるクルーガーは、思わず視線をそらし、あいまいに答える。

「……実を言うと、ね。

　あたし、『こっちの世界で暮らせないかな』って、本気で考えてたことがあったのよ。

　あっちの世界で暮らし続けても、いい人生なんて送れっこないだろーな、なーんてふとどきなこと考えて、ね。

　それで、あなたが『こっちで暮らしたら』って言った時には、なんか、気持ちを見透かされたみたいな気がして、あわてて『やだ』って言ったんだけど、ね」

「……そうなのか!?」

「そーゆーこと」

「そーか！　そーだったんだ！」

　別にふられたわけではなかったのだと気づいて、表情を輝かせるクルーガー。

　その後ろではロッドゥェルが、逆にため息をついていたりする。

　エリ王妃、などということばが頭をちらつき、一瞬立ちくらみを起こしそうになる。

　──これで、年寄りの悩みが一つ増えたわい……

「そう。たしかにあたしは思ってたのよ。

　あっちの世界にいても、いいことなんてありゃしない。なりたいものなんてない、って。

　けど、ある時、気づいたの。

『こっちの世界で暮らせたら』って考えてるだけで、こっちで『何をして』暮らすのかを、全然考えてないってことに。

　つまり──今、何の目的もなしに、こっちの世界で暮らす、って言ったら、それは単に、あっちの世界から逃げるだけのことになっちゃう、って。

　あたし、逃げるだけの人間にはなりたくないから。

　だから今は──

　あっちとこっちを行ったり来たり。今まで通りの日帰り旅行で行こうと思うのよ。

　あたしが本当に進みたい道を、あたし自身が見つけ出すまでは」

「……なるほど……な」

　エリのことばに、クルーガーは満面の笑みを浮かべ、ふたたび視線を移した。

　蒼そう穹きゆうを圧して飛びゆく翼の群れに。




　そして──今もまた。

　毎日曜日の朝十時。

　エリの日帰り異世界旅行はつづいている。
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　あとがき







　どーも。神坂一です。

　はじまりあれば終わりあり。出会いがあれば別れあり。

　そーゆーことで、日帰りクエスト第四巻──最終巻をお届けします。

　第一巻からこの四巻まで、想い起こせば幾百年。（ちょっぴりオーバー）長かったよーな短かかったよーな。

　たぶん、待ってくれてたみなさんにとっては長かったろうけれど……

　その間に、作者も思ってもみなかったことに、ファンタジーＤＸ誌の方で、南天佑さんの演出・作画でマンガまではじまったりして。

　うっ……うっ……我が作品ながら大きくなったものよのぉ……などとしみじみ思いつつ。

　……けどこーやって最後まで書いたのを、つくづくれーせーに見つめてみると、一巻のあとがきにも書きましたけど、まあ、最初と予定の違うこと違うこと。

　一巻を書きはじめた当初は『ただの通りすがりのぢぢい』役だったはずのロッドウェル将軍が、いきなし最後まで出まくるわ、単純な悪役のはずだった竜人ギオラムが、二巻以降はめっきりエリを押しのけて目立ちまくるわ……

　れーせーに考えてみると、このシリーズって、エリの話、とゆーより『竜人ギオラム戦記』みたいになっちゃってますねー。

　影の主役は──もちろんあのベヅァー。

　実は、書いてて一番楽しかったのは、このベヅァーだったりするんですよねー。二巻の、だんだん狂気に染まってゆくさまとか、三巻、四巻の、登場人物の目からは正気そうに見えながら、実は根本が狂気に染まっている言動の数々とか。

　それにこいつなら、どれだけ不幸にしても、どこからも文句来そうにないし。（非道）

　予定と違ったといえば、この四巻のラフ・アイデアの時には、まだ×××は××はずじゃあなかったり。

　シリーズを通して予定の変わらなかったことといえば、唯一、エリが『遊び人ＬＶ、１』のままで終わった、とゆーことですね。

　……ま、作中では方便上、みんなが『賢者』呼ばわりしたりはしてますが、エリはあくまでもエリのまま、という結果に落ち着きました。

　もちろん中には、この巻で作者が用意した結末に対して、『うおおおおおおおおっ！　なんで×××を××××!?』とか『×××××はどーなった!?』とか『×××××××××！』とか思われるかたもいるでしょう。（注：あとがきから先に読んでいるかたへ。いろいろ想像してどきどきぎくぎくしてください）

　決着をつけない、という形で終わらせた部分もあります。

　けれど、エリがエリらしく、ほかの登場人物がそれぞれ自分らしく動いた結果がこの四巻の結末だ、と作者は思っています。

　だからこそ──

　やはりこのお話は、日帰りクエストの最終巻なのです。




　最後に──

　イラストを描いてくださった鈴木さん。担当の三浦さん。

　いろいろお世話になりました。

　そして、この四巻を手に取ってくださっているあなたに。

　どうもありがとうございました。





神坂　一　　









神坂一著作リスト




　１　書籍

〈日帰りクエスト〉（角川スニーカー文庫）

　「なりゆきまかせの異邦人ストレンジヤー」

　「困ったもんだの囚われ人プリズナー」

　「見物気分の旅行人トラベラー」

　「間違いだらけの仲裁人メデイエター」




〈スレイヤーズ〉（富士見ファンタジア文庫）

　「スレイヤーズ！」

　「アトラスの魔道士」

　「サイラーグの妖魔」

　「聖王都動乱バトル・オブ・セイルーン」

　「白しろ銀がねの魔獣」

　「ヴェゼンディの闇」

　「魔竜ガーヴ王の挑戦」

　「死霊都市の王」第一部完結、第二部へつづく




〈スレイヤーズすぺしゃる〉（富士見ファンタジア文庫）

　「白セ魔イ術ル都ー市ンの王子」

　「リトル・プリンセス」

　「ナーガの冒険」

　「戦え！　ぼくらの大神官」

　「打倒！　勇者様」

　「がんばれ死霊術師ネクロマンサー」以下続刊




〈ロスト・ユニバース〉（富士見ファンタジア文庫）

　「幻夢　目覚める」

　「妖夢　蠢く」

　「凶夢　ざわめく」以下続刊




〈ザ・ファンタジーⅢ〉（カドカワファンタジーノベルズ）

　田中芳樹・津守時生・武上純希・冴木忍・神坂一＝著




　２　雑誌連載

「スレイヤーズすぺしゃる」月刊ドラゴンマガジン（富士見書房）にて連載中




　３　コミック化

「日帰りクエスト」月刊ファンタジーデラックス（角川書店）にて連載中

　画・南天佑

「スレイヤーズ」月刊コミックドラゴン（富士見書房）にて連載中

　画・義仲翔子

あすかコミックス「日帰りクエスト」第一巻（角川書店）

　画・南天佑




　４　ゲーム化

「スレイヤーズ」ＰＣ98版、スーパーファミコン版（バンプレスト）




　５　映画化

「スレイヤーズ」劇場版アニメ　一九九五年夏休み公開予定（一九九五年三月現在）
















カバー・口絵・本文イラスト　鈴木雅久










間ま違ちがいだらけの仲裁人メデイエター




日ひ帰がえりクエスト４








神かん坂ざか　一はじめ
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